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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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「エピローグ」




　あとがき







　第一章「俺が出勤したら既すでに俺が出社していた件」







「おはようございまーすっ！」




　元気いっぱいの声と、明るい笑え顔がお。

　アパートの入り口で出くわした管理人のおばさんに挨あい拶さつし、スポーツバッグを抱かかえた黒くろ髪かみの少年が前の道へと躍おどり出る。

　目の前に広がるエヴァレッド晴れの青空。

　どこまでも心地ここちよい朝の空気に思わず深呼吸すれば、すがすがしさが身体からだをいっぱいに満たしてく。

　見慣れた王都の街並みは朝日の中、なんだか新しい世界みたいにきらきらして見えて。




　──勇者制度廃はい止しによって人生の目標を失った少年ラウル・チェイサーが、王都の裏通りにある小さなマジックショップにしぶしぶ就職してから一年半。

　正社員として採用されてからも、幼い頃ころから夢見ていた勇者への未練をどうしても断ち切ることができず、どこか中ちゆう途と半はん端ぱな気持ちのまま働いていたラウルが店長代行を任されたのは、つい先日のことだった。

　立て続けに襲おそいかかるトラブルや、未熟さゆえの大失敗。

　一時はすっかり自信を無くしかけたものの、頼たよりになる仲間に支えられ、尊敬する上司やお客さんたちから大切なことを教わって、彼は見事にその役割を果たしてみせた。

　たったの二日間の店長代行。終わってみればあっという間だったけど、少年の中でたしかに、なにかが変わった。

　あらためて意識した店の仲間たちとの強い絆きずなや、お客さんから信しん頼らいされる喜び。そして、自分の努力が現れる売上げや順位といった数字への手て応ごたえ。

　今日も頑がん張ばって、ひとりでも多くお客さんに声掛かけて、１ゴールドでもたくさん売って、社内ランキングの順位上げて……そう思うだけで心が奮い立つ。

　……そういえば、あさっては王都祭りだったな。広場に集つどって巨きよ大だいなドラゴン・カイトの最調整をしている若者たちを見やり、ラウルはふっと目を細めた。凧合戦バトル・カイトで有名な王都祭りには、大陸中から毎年たくさんの観光客が訪おとずれる。今年も観光ついでのお客さんたちが王都店にいっぱい来てくれるだろうし、他店のヤツらを引き離はなすチャンスだぜ！




　どうしてだろう、と、ラウルはなんだか不思議な気持ちになってしまう。

　自分を取り巻く世界は、これまでとなにひとつ変わってないのに。ほんの少し心の持ち方が変わっただけで、ただ過ぎるだけだった毎日が、惰だ性せいでこなしてた仕事が、こんなにも楽しくてしょうがないなんて。

　少年の身体中に満ちあふれるエネルギーと情熱。

　すべてがうまくいくような予感に胸がざわめいて、なんだか、いてもたってもいられない！




　そういえば──。

　ふと、昨日の出来事を思い出し、ラウルはつい、頰ほおをゆるめてしまう。







「──い、いらっしゃいませっ……！」




　まっすぐこちらを見上げてくる蒼あおい瞳ひとみ。

　かわいらしい顔立ちに真しん剣けんな表情を浮うかべ、細い腕うでにお気に入りの仕事用のノートをぎゅっと抱だきしめて。頰に掛かる銀の髪かみが、緊きん張ちようのあまりふるふると揺ゆれている。

「ええと、この魔法掃除機マジツクダスターの説明が聞きたいんだけど……」

「は、はいっっっ！」

　──マジックショップ・レオン王都店の掃除関連アイテム売り場。

　お客さん役を務めるラウルの問いに、接客練習中の後こう輩はいバイト少女が神しん妙みような面おも持もちで口を開く。

「そ、そちらの魔法掃除機はっ、すごい人気の商品なんデスっ！　女のコでも片手でラクラク持ち上げられる軽量タイプなんだけど、造りがすごく頑がん丈じようでっ……」

「へえ……」

　……たどたどしいながらも、いちおう、ちゃんと説明できてる。

　感心したように頷うなずくラウルの前で、フィノがぐっと拳こぶしを握にぎりしめた。

「だから、振ふり回して戦うのに最適なんだぞっ！　デスっ！　ちょっとやそっとの打だ撃げきじゃ壊こわれないし、本体が赤いから返り血も目立たないしっ、ヘッドを使えばリーチもかなり長いっ！　くくっ、さすがは掃除機、なかなかよく考えられて作られている……」

「って、お前はいったいなにを掃除する気だっっっ！！！！？」

「えっ……《この世に不必要な存在ゴミ》だろ？」

「元の単語が不ふ穏おんすぎるわっっっ！！！！！」




　──フィノ・ブラッドストーン。

　魔法掃除機の前でトンチンカンな説明を繰くり広げるこの少女の正体は、かつて大陸中の人類を恐きよう怖ふせしめた魔王の血を引く魔人の娘むすめ。まだ《覚かく醒せい》していないため、高圧魔力を放つ魔人の魔法は使えないものの、その潜せん在ざい魔力はギガバイルにも及およぶという。

　……とはいえ、魔王が倒たおされたことにより魔人国は実質的に崩ほう壊かい。

　フィノ本人の強い希望もあり、現在はこの店でアルバイトとして働いているのだが、魔人であるがゆえに常識を知らず、思考回路がいろいろと残念で……。




「あとっ、このホース部分を使えば、相手の首をキュッと絞しめることも可能でっ……」

「だからキュッと絞めるんじゃねえっっっ！」

「で、でもっ、『自分なりの意外なアイテムの使い方を考えてお客さんに提案してみろ』って言ったのはラウルじゃないかっ⁉　デスっ！」

「意外にもほどがあるだろっ！　もっと普ふ通つうの人間のお客さんが欲ほしくなるような使い方を提案しろっっっ！」

「ふ、ふええっ……」

　ラウルのダメ出しに小さな肩かたをしゅんと落とすフィノ。

　……まあ、そんなこんなで、方向性は間ま違ちがってるものの、ラウルのアドバイスをちゃんと取り入れようとする姿勢は素す直なおだし、いつだって一いつ生しよう懸けん命めいな、かわいい後輩だ。




　──そんな少女にふと持ち上がったとある話。

　マジックショップ・レオンを経営するレオスタッド商会では、年に何度かアルバイトの社員登用試験を実じつ施ししている。

　セアラ店長の計らいで、フィノもこの試験に次回、挑ちよう戦せんすることになったのだ。




　フィノがこの店に来てから数か月。人並み以上（……魔人だけど）の努力で仕事を覚え、もう、彼女ひとりにレジを任せてもほとんど不安はない。持ち前の観察力と気配りで、ときには教育係のラウルさえ舌を巻くほどの接客対応をしてみせ、明るく人なつっこい笑顔は、お客さんからの評判も上々だ。

　……ただし、相変わらず丸暗記した接客用語でしか敬語は使えないし、マジックアイテムに関する知識も圧あつ倒とう的てきに不足してる。

　なんたって、つい最近までマジカルドライヤーから出てくる風は、中にいる専用精せい霊れいが頑張ってフーフーしてるんだと思ってたレベル。熱で縮むマジカルシュリンクフィルムでアイテムをくるみドライヤーで密着包装する作業をしてたラウルは、隣となりで様子を見ていたフィノに「ターボスイッチばっかり使うなんてかわいそうだろっ⁉」なんて力説され、思わず目が点になってしまった。

　他ほかにもこの娘と来たら先日の朝、駐ちゆう竜りゆう場じようで保護した弱ったスライムを暖めてやろうなんて思いつき、休きゆう憩けい室のマジックレンジにためらいなく突つっ込んで……結局、フィノはわんわん大泣きすることになり、スライムまみれになったレンジは廃はい棄き処分となった。




　そんなこんなで、ラウルは通常業務の合間を縫ぬって、この後輩バイトの少女を社員登用試験に向けて特訓することになったものの……。




「……あと、語ご尾びに『デス』つけりゃ敬語になると思ったら大間違いだからな」

「だ、ダメなのかっ⁉　デスっ！」

「なんかもうそれ即そく死し系呪じゆ文もんみたいになってるだろっっっ⁉」

「ふぁっ、ご、ゴメンなさっ……も、申し訳ありませんデスっっっ！！！！！」




　涙なみだ目めでまくしたてるフィノに己おのれの無力さをひしひしと嚙かみしめるラウル。……正直、前ぜん途と多難というか、無理ゲーなんじゃないだろうか。

　実際に同じ試験を受けてアルバイトから社員に登用されたバイザー副店長によれば、言葉遣づかいと商品知識に関してはそれこそ、ドラゴンの姑しゆうとめのように突っ込まれるらしい。

　この調子じゃ、合格して正社員になるだなんて、とてもとても……。

　……でも。




『フィノちゃん、良かったら、次の社員登用試験、受けてみない？　新しく覚えなきゃいけないことも多いし、たいへんかもしれないけど……』

『受けるっっっ！！！！！』







　──街路樹の枝葉からこぼれ落ち、歩道に模様を描えがくやさしい朝の陽光。

　店長の打だ診しんに瞳をきらきらさせて頷くフィノを思い出し、職場へと向かうラウルはつい、にやにやしてしまう。

　……ったく、まだまだ半人前のくせに、よく即そく答とうできるもんだよな。でも、あんなまっすぐな目をされたら、どうしたって力になってやりたいって思っちまう。なんたって、俺は、あいつの教育係なんだからな！

　さあ、今日はあいつになにを教えてやろうっ？　そんなことを考えながら、ラウルの足は自然と小走りになる。

　とりあえずカタログの見方をおさらいして、それから、白物アイテムの基本的な機能について、みっちりと……。




　いつもの角を曲がったとたん視界に飛び込んでくる建物。

　築十数年。そろそろ年季が入ってきた店はお世辞にもきれいとは言えないけど、なんともいえないあたたかさに満ちている。

　──来たくて来たんじゃない場所。なりたくてなったわけじゃない仕事。

　ずっとそんな風に思ってたこの店が、いまはこんなにも愛いとおしい。




　ここが、俺の居場所なんだ……！　店の看板を見上げ、ラウルは胸の裡うちで独りごちる。

　大切な仲間がいて、やるべきことがあって……ここが、いま、俺が俺の力を発揮するための場所。

　これまでずっと持てあましてた俺の本当の実力を、この場所で、この仕事で、周囲に知らしめてやるんだ！

　さあ、今日も一日、頑がん張ばろう！

　あふれんばかりの意い欲よくを燃やしつつ、胸いっぱいに深呼吸して。

　ラウルは晴れやかな顔で、従業員入り口のドアを開け放った。




「おはようございまーすっ！」

「「「⁉」」」




　その瞬しゆん間かん、バックヤードで楽しげに雑談していた三人が、驚おどろいたように顔を向けてくる。




　ふわふわした栗くり色いろの髪かみに、琥こ珀はく色いろのやさしい瞳。天使みたいな顔立ちをした、この店の最高権力者である美少女、セアラ店長。

　ひょろりとした長身と赤毛頭。仕事が始まる前からすでに全力で疲つかれ切った雰ふん囲い気きを醸かもしだしている、いかにも覇は気きのなさそうな青年、バイザー副店長。

　そして、そんなふたりの間に立つ、これといった特とく徴ちようの無い黒目黒くろ髪かみの、ごくごく普通の少年、ラウル・チェイサー。




　……って！　いやっ、おかしいだろっ！




　目の前のラウルを見やりつつ、ラウルはあんぐりと口を開けた。

　どうして俺が、俺の目の前にいるんだよっっっ！！！！？




　　　　＊　＊　＊




「…………」「…………」




　たったいま従業員入り口から入ってきたばかりのラウルと、店のバックヤードで上司たちと楽しげに歓かん談だんしていたラウル。

　同じ顔をしたふたりの少年は、あっけにとられたように見つめあい……。

　ややあって、後から出勤した方のラウルがうわずった声をあげた。

「お前、誰だれだっっっ！！！！！？」

「いや……ていうか、お前こそ、誰だよ？」

「ら、ラウル君が、ふたりっ……⁉」

「あらあら」

　うろたえるバイザー副店長と、ひょっこり増えた部下を交こう互ごに見やりながら目をぱちくりさせるセアラ店長。

「っ……！」

　警けい戒かいするように目をすがめ、ラウルはあらためて、たったいままで店長たちと楽しげに話していた目の前のラウルを検分する。

　けっして見間違えようのない自分の顔。おそらくラウルが二階休憩室のロッカーにしまっていたものとおぼしき制服もぴたりと身体からだに合っており、どこからどう見たって、ラウル以外の何者でもない。ただひとつ気になるのは、左手の薬指で光る真しん紅くの一ひと粒つぶ石が塡はまった指輪。……男のくせにアクセサリーなんかつけるほど、俺はチャラくないぞっっっ⁉




　まさか、魔ま物ものの仕し業わざっ……？　一瞬、そんな考えが脳のう裏りをよぎる。

　でも、たしかにパナソニア大陸には、ミミックやバカシダヌキやカワリミキツネといった変化の《生態構文》を持つ魔物は幾いく種類か存在するけど、どの魔物も人語を解するほどの知能は持ってないし、こんな風に俺や店長たちと会話できるハズがない。
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　だとすれば、こいつの正体は、いったいっ……⁉

　油断なく身構えつつ、もうひとりのラウルを強く睨にらみつけるラウル。

　ありったけの敵意が込められたものものしいまなざしに、先に出勤していた方のラウルがなんだか困ったように頭を搔かいた。

「……まいったな。まさか、オレのニセ者が出るなんて。オレもずいぶん偉えらくなったもんっていうか……」

「って！　おいっ、どっちがニセ者だよっっっ⁉」

　思わず声を荒あらげるラウルを尻しり目めに、もうひとりのラウルはやれやれとでも言わんばかりに肩をすくめてみせる。

「……ま、確かにオレ、ここんとこちょっといい感じだし、オレみたいになりたいって憧あこがれるモブの気持ちも分からなくはないけどさ。そうやってオレの格好を真似まねしてみたとこで、お前の人生はなにひとつ変わりゃしないんだぜ？」

「人のことを残念なファンみたいに扱あつかうんじゃねえっっっ！」

「……お前な、そんなに怒おこると、ただでさえモブみたいな顔が余計に残念になるぞ？」

「お前も同じ顔だろっっっ！！！！？」

　ふてぶてしい態度の自分そっくり少年を怒ど鳴なりつけるなり、ラウルは勢いよく上司たちを見やった。

「店長っ！　副店長っ！　なんなんですか、こいつっっっ⁉」

「あー……」

　ラウルの剣けん幕まくにすっかりたじろぎつつ、バイザー副店長が気まずげに口を開く。

「それで、そのー……いったい、どっちが本物のラウル君なんだい……？」

「って、ちょっ、分かんないんですかっっっ⁉　俺、こんなに人を食ったようなクチなんてききませんよっっっ！」

「てゆーか……そもそも、ラウル君のしゃべり方って、どんなだったっけ？」

「ええと……」

「って、店長もどうしてそこで顔を見合わせるんですかっ⁉　俺この店けっこう長いですよねっっっ⁉」

「だって、どんなしゃべり方でも、ラウルくんはラウルくんですから」

「あ、ああ、そうだぞーっ！　おれたちの心にふかーく刻み込まれたラウル君像は、しゃべり方くらいで容易に揺ゆらいだりはしないとゆーか……」

「なんか誤ご魔ま化かしてませんかそれっっっ！！！！？」

「ええと、じゃあ、こういうのはどうでしょう？」

　必死に言い募つのるラウルの前で、セアラ店長がぽんと手を叩たたいた。

「いいですか？　ふたりとも、いまから目をつぶってください」

「えっ……」「は、はいっ！」

　にっこりと微笑ほほえむセアラ店長の言葉に、同時に目をつぶるラウルたち。

　閉ざされた視界の奥から、店長のやさしい声が聞こえてくる。

「──そうしたら、ニセ者のラウルくんは、正直に手を挙げて……」

「って、挙げませんよっっっ！！！！！」

「えっ？」




　……反射的にツッこむラウルの隣から、なんだかきょとんとした声。

　思わず顔を向けると、かたわらに立つもうひとりのラウルが素直に手を挙げつつこちらを見ていて……って。

「挙げるのかよっっっ！！！！？」

　目が合った瞬間さっと手を下ろしたかたわらのラウル……もといニセラウルをびしっと指し、ラウルは竜りゆうの首でも取ったような顔で上司たちにまくし立てる。

「ほらっ、店長っ、副店長っ、見たでしょうっ⁉　こいつがニセ者ですっっっ！」

「……おい、言いがかりもほどほどにしろよな。いまのはマジカル肩かたこり体操だよ」

「ウソつけっっっ！！！！！」

「おー、マジカル肩こり体操だったのかー」

「なるほど、とっても自然ですねえ」

「って、不自然にも程ほどがありますっっっ！！！！！」

　納なつ得とくしたように頷うなずき合う上司たちについ叫さけんでしまうラウル。

　その背後で、不意に、従業員入り口ドアのノブが廻まわる音がした。




「──おはようございまーす……って」

　ドアから差し込む逆光の中にさらりと広がる蜂はち蜜みつ色の髪。

　思わず目を奪うばわれてしまうくらい整った顔立ち。

　バックヤードに入ってきた美しい少女は、同時に振ふり向いたふたりのラウルを見やるなり目を丸くし、そのままの格好で固まってしまう。

「ら、ラウル・チェイサーが、ふたりっ……⁉」

「『オールＡ』っっっ！」

　助かった……！　後こう輩はいバイトの出現に、ラウルはほっと胸をなで下ろす。

　アイリ・オルティネートこと、通つう称しよう『オールＡ』のアイリ。

　ラウルの勇者予備校時代の同級生で、元首席を争った仲でもあり、いろいろあっていまはラウルと同じ店の後輩バイトとして働いてる知勇兼けん備びの美少女だ。

　昔から俺をライバル視してて、ことあるごとに「見み損そこなったわ！」なんて文句つけてくるあたり、あんまり快くは思われてないのかもしれないけど、つきあい自体はこの店のスタッフの誰よりも長い。

　なにより、これまで数多あまたの困難を一いつ緒しよに乗り越こえてきた……俺の大切な仲間だ。

　こいつなら、きっと、本物は俺の方だって、分かってくれるハズ……っ！




「加勢してくれ『オールＡ』っ！　こいつ、俺のニセ者でっ……」

「ああ、おはよ、アイリ」




　そんなラウルの言葉を遮さえぎって、ニセラウルがひょいと片手をあげた。

「お前、今日もきれいだな」

「なっ……」

　爽さわやかな笑え顔がおを浮うかべ、なんのためらいもなく言い放つニセラウル。

　まるでスライムが水みず鉄てつ砲ぽうを食らったような顔をしていたアイリの頰ほおが、にわかに赤く染まって……って！




「ちょっ、おおおおお前なに言ってんだよおおおおおっっっ！！！！？」




　反射的に飛び上がるなりものすごい勢いでニセラウルの襟えり首くびに摑つかみ掛かかるラウル。べつに自分が言ったわけでもないのにやたらと顔が熱くなる。くそっ、こいつっ、俺そっくりの顔で『オールＡ』になんてことっ……！

　……ていうか、こいつ、なんでアイリの名前知ってるんだよっ⁉

　しかし、あわてふためくラウルと対照的に、当のニセラウルは平然とした口調で、

「なに、って……べつに、きれいだからきれいだって言っただけだろ？　お前はそう思わないのかよ？」

「そ、それはっ……」

「こんな美人、そうはいないって。アイリさえ良ければオレの嫁よめにしたいな」

「よ、嫁っ……！」

　ニセラウルの言葉を聞いたとたん、これ以上無いほど真っ赤になるアイリ。

　かたわらでなりゆきをを見ていた店長と副店長が感心したように頷く。

「あらあら、ラウルくん、大だい胆たんですねえ」

「なんつーか、若いって、羨うらやましーなー……」

「って違ちがっっっ！　違いますよっっっ！　俺はそんなこと言いませんっっっ！！！！！」

　まるで生まれたてのグリフォンの雛ひなでも見守るかのようにあたたかいまなざしの中、ラウルは助けを求めるようにアイリへ視線を向けた。

「な、なあっ、『オールＡ』っっっ！」

「そうね……」

　さすがは、いつも冷静沈ちん着ちやくな『オールＡ』。

　頰こそまだほんのりと赤いものの、件くだんの少女は既すでにすっかり普ふ段だんのクールさを取り戻もどし、蜂蜜色の髪を搔きあげながらぶっきらぼうに言い放つ。

「……ど、どうしてもって言うなら、お友達からなら考えてあげてもいいわよ、ラウル・チェイサーっ？」

「って、ニセ物の手を取るなあああああっ！！！！！」

　上から目線で言いながら、ニセラウルの手を両手で包むように握にぎるアイリ。……って、なんでお前、ちょっとはにかんでんだよっっっ⁉

　くそっ、俺をライバルと認めてくれてるこいつなら、大だい丈じよう夫ぶだと思ったのにっ！

　ショックに頭を抱かかえたくなるラウル。

　その背後で不意に、従業員入り口ドアのノブが廻る音がした。




「──おはよー……」

「フィノっっっ！」

　逆光の中にきらきらきらめく銀の髪。

　扉の向こうから、あどけない顔立ちをした魔ま人じんの少女、フィノが顔を出す。

　こ、今度こそ助かったっ……！　もうひとりの後輩バイトの出現に、ラウルは再び胸をなで下ろす。

　魔人であるフィノは、人間よりもずっと優すぐれた五感を持ってる。賞味期限が一日違うポーションを舐なめただけで当てることができるし、売り出しセール時なんかに羽織るスタッフ共用の魔法ハッピを前回は誰だれが使ったのかも判別できる。以前アイリに聞いた話によれば、《光こう冠かん祭さい》で賑にぎわうシンルリアン海岸の万を超こす人混みの中、見失ったラウルを匂においだけで見つけ出したとか。

　それに、教育係の俺にすっかり懐なついて、頼たよりにしてくれてて、いつだってずっと見ていたいだなんてことまで、言ってくれて……。

　一緒に働くようになってからまだ数か月だけど、公私を問わず一緒にいた時間なら、おそらくこの店のスタッフの誰よりも長い。

　なにより、これまで数多の困難を一緒に乗り越えてきた……俺の大切な仲間だ。

　こいつなら、きっと、本物は俺の方だって、分かってくれるハズ……っ！




「お前なら分かるだろ、フィノっ⁉　こいつ、俺のニセ者でっ……」

「っくしゅん！」




　……そんなラウルの言葉を遮って、フィノがかわいらしくくしゃみした。




「ううっ、なんか今日は朝から具合悪くて鼻がきかなくって……やっぱ、昨日の夜うっかり窓開けて寝ねちゃったせいかなあ……って、あれっ、ラウルっ、分ぶん裂れつしたのっっっ⁉」

「ダメだったーっっっ！！！！！」

　ふたりのラウルを前にすっかり驚おどろいたような顔をするフィノ。鋭するどい五感を持つはずの彼女にも、どうやら見分けはまったくついてないようで……って、こういう時に限って鼻はな風邪かぜとかタイミング悪すぎだろっっっ⁉

　くそっ、俺に懐いてるこいつなら大丈夫だと思ったのに！　ていうか頑がん張ばってくれよ！　数多の困難を一緒に乗り越えてきた俺の大切な仲間たちいいいいいっっっ！！！！！




「ら、ラウルが、ふたりっ……」

　戸と惑まどうように目を瞬またたかせてラウルたちを見やっていたフィノが、やがて、ぱあっと表情を輝かがやかせた。

「わあっ！　なんか、ちょっとお得な感じだなっ！」

「って、なんだよその期間限定の俺増量キャンペーンみたいなノリっ⁉」

「ねえっ、ラウルっ！」

　ぱたぱたと駆かけ寄るなりラウルたちを見上げ、フィノが瞳ひとみをきらきらさせて申し出る。

「ふたりいるなら、ひとり、もらってもいいっ⁉」

　……って。

「っ……⁉」

「って、ち、ちょっとっ！」

　予期せぬ言葉にあっけにとられるラウル。

　かたわらでアイリが、なんだか取り乱したように声を荒あらげた。

「フィノさんっっっ！　あなたっ、なに言ってっ……」

「あれ、アイリはいらないの？」

　きょとんとした顔で、フィノが訊きく。

「アイリも、ラウルのこと欲ほしいんだろ？　ふたりいるから、アイリの分もあるぞっ！　ねえ、アイリとオレ様とでひとりずつ、ラウルをもらおうよっ！」

「なっ…………」

「ねえ、アイリは、どっちのラウルにするっ？」

　フィノの無む邪じや気きな問いに、一いつ瞬しゆん言葉を失って。

　やがて、アイリがぶんぶんと頭を振った。

「ば、馬ば鹿かなこと言わないでよっっっ！！！！！」

「えっ、そ、そうかなあ……」

　驚いたように呟つぶやきながら、フィノがすっとラウルを見上げてくる。

「オレ様ねっ、前からずっと、オレ様専用のラウルが欲しかったんだ！　ずっと一いつ緒しよにいてくれて、オレ様のことだけ見ててくれる、オレ様だけのラウルっ！」

「お、お前だけの、専用の俺っっっ⁉」

「うんっ！」

　こくんと大きく頷うなずきながら、フィノがはにかむように目を細めた。

「……だって、ラウル、お客さんに呼ばれたり、やることあったりして、いつも忙いそがしいし、なかなか一緒にいてくれないだろ？　だから……ね？」

　ラウルをじっと見つめる少女のなんだか期待に満ちたまなざし。

　思わず、心臓がどきどきする。

　──こいつ、ほんとに、俺のことっ……。

「ねえっ、ちゃんと面めん倒どうも見るし、毎日散歩にも連れてくからっ！」

「って、お前は俺のことなんだと思ってるんだよっっっ！！！！？」

「あっ、こっちのラウルの方がイキがいいっ！」

「黙だまれっっっ！！！！！」

　……一瞬にして吹ふき飛ぶ甘あま酸ずっぱい気持ち。

　青筋を浮かべてツッこむラウルを尻しり目めに、ニセラウルがなんだか不満げに申し出た。

「……店長、いったいいつまでこんな茶番を続けるんですか？　時間の無む駄だだし、早くしないと開店時間になっちゃいますよ」

　言いながら、ニセラウルは横おう柄へいな態度でラウルを一いち瞥べつし、

「……ほら、お前も、とっとと正体現して帰れって。しっしっ」

「それはこっちの台詞せりふだっっっ！！！！！」

　すっかり我に返り、ぎりりとニセラウルを睨にらみつけるラウル。

「まったく……」

　火花を散らすラウルたちを見やりつつ、アイリがあきれ顔でため息をついた。

「……つまり、どっちが本物のラウル・チェイサーかってことが、分かればいいんでしょ？　それくらい、簡単じゃない」

「っ⁉」「おおっ、さすが『オールＡ』っ、頼りになるぜっっっ！」

　わずかに目をすがめるニセラウルと、思わず身を乗り出すラウル。

「ええ」、と頷くなり、アイリが自信たっぷりに口を開いた。




「本物のラウル・チェイサーなら、手足を鎖くさりでぐるぐる巻きにしておもりをつけて川に沈しずめても、持ち前の天才的な能力を発揮して無事に戻ってくるはずよ！」

「ねえよっっっ！！！！！」




　思わず声を荒げたラウルの前で、アイリがきっと眉まゆをつり上げる。

「って、あなた、元、勇者予備校首席のラウル・チェイサーのくせにそれくらいのピンチも乗り越こえられないの？　見み損そこなったわ、ラウル・チェイサーっっっ！」

「いや、っていうかなんで俺怒おこられてんのっっっ⁉」

「あー……アイリ君、それ、さすがに事件になっちまうから、もうちょい穏おん便びんな感じで行こうかー……」

　と、さきほどから様子をうかがっていたバイザー副店長が、不意に口を挟はさんだ。

「副店長っ、なにか考えがあるんですかっ⁉」

「もちろんさ」

　ラウルが声をあげると、副店長は得意げな顔をしてみせる。

「おれだって、なにも伊達だてや酔すい狂きようで副店長やってんじゃないぞー？　しゃべり方はともかくとして、かわいー部下のことは、日ひ頃ごろのコミュニケーションを通じてちゃんと把は握あくしてるし。まあ、おれもたまには、本気を出さないとなー」

「っ！」「さすがは副店長っ！　頼りになりますっっっ！」

　なんだか表情を強こわばらせるニセラウルと、思わず安あん堵どの表情を浮うかべるラウル。

「ああ」、と頷くなり、副店長が自信たっぷりに口を開いた。




「いいかい？　ラウル君はかなりの脚あしフェチだから、ハイヒールを履はいたアイリ君に踏ふまれて喜ぶ方が本物だぞ！」

「喜びませんっっっ！！！！」




　思わず声を荒げるラウルの前で、赤面したアイリがきっと眉をつり上げる。

「なっ……み、見損なったわラウル・チェイサーっっっ！」

「ちょっ、違ちがっ！　違うってっ！　だいたい俺が好きなのはヒールより脚そのものだしっ、特にふとももがっ……って、いやっ、それはそのっ、そうじゃなくっっっ！！！！！」

「お、オレって、脚フェチだったんだっ……！」

「って、ニセ者がショック受けてんなっっっ！！！！！」

「こまりましたねえ……」

　険悪に睨み合うふたりのラウルたちを見やり、セアラ店長がかわいらしく小首を傾かしげた。




　　　　＊　＊　＊




『──と、いうわけで……』




　サポートカウンタ前にふわりと広がる栗くり色いろの髪かみ。

　たおやかな指先に翻ひるがえる一枚の白い紙。

　レオンのエプロンに包まれた豊かな胸をふるんと揺ゆらしつつ、マジックマイクを手にしたセアラ店長がとびきりの笑え顔がおを浮かべて大きく腕うでを振ふった。




『『第一回　どちらが本物のラウルくんでしょう大会』ーっ！』




　店長が手のひらで示した商談用テーブルに着席するふたりのラウル。

　彼らの頭にはシルクハット型のカラフルな帽ぼう子しがかぶせられ、テーブルの上にはそれぞれ、大きな赤いボタンと、帽子と同じ色のランプが設置されている。

　おのおのの胸につけられた『ラウルＡ』、『ラウルＢ』という名札……。

「っていうか……！」

　椅い子すの上でぷるぷると肩かたをふるわせていたラウルＢがやがて、声を荒げた。

「なんでニセ者がＡで本物の俺がＢなんですかっっっ！！！！？」

　胸の名札をつまんで抗こう議ぎするラウルＢ……もとい本物のラウル。

　少年の剣けん幕まくに圧あつ倒とうされつつ、副店長が気まずげに頭を搔かく。

「そりゃあ、あっちのラウル君の方が、先に出勤してたからねえ……」

「今朝はわたしやバイザーくんよりも早く来て、おトイレだけじゃなく、休きゆう憩けい室や店長室のお掃そう除じまでしてくれたんです」

「わあっ、さすがはラウルＡだなっ！」

「って、フィノっ！　本物は俺っ！　ラウルＢの方っっっ‼」

「へえ、見直したわ、ラウルＡ・チェイサー」

「『オールＡ』っ、なんかそれミドルネームみたいになってるんだけどっっっ⁉」

「やだなあ。それくらい、社会人として当然ですって」

「くうっ……！」

　同どう僚りようたちの賞賛を浴びながら涼すずしい顔で謙けん遜そんしてみせるラウルＡ。自分とまったく同じその横顔を睨みつつ、ラウルは悔くやしさに唇くちびるを嚙かむ。お、俺だって、今日はすげえ張り切って、ちょっと早めに来たつもりだったのにっ……！

「ていうか、店長、これ、いったいなんですか？」

　なんだか興味深そうに、ラウルＡが目の前のボタンへ手を伸のばした瞬間、「ポーン！」という音とともに、少年の帽子のてっぺんがピコンと開いた。

「っっっ！！！！？」

「わああっ！　音が出たっ！　帽子が開いたっ！　光り始めたっっっ！！！！！」

　ギラギラ光り始めたテーブルのランプにすっかり興奮するフィノ。ぽかんとするラウルたちの前で、マイクを手にしたセアラ店長がにっこりと微笑ほほえんでみせる。

「これはね、王都マジヴィの長ちよう寿じゆ番組、『大陸横断マジカルクイズ』がおうちでも楽しめちゃう人気のアイテムなの。前にメーカーさんに貰もらったサンプル品があったから、倉庫から持ってきちゃいました」

「あー、このサンプル、売り場に出してみたはいーけど、ガキどもがイタズラしまくるからしまったんだよなー……」

「なにかのイベントのときに使おうって思ってたんですけど、まさか、ラウルくんがふたりになるとは思わなかったわ？」

「って、べつにこれイベントとかじゃありませんからっ！」

　思わず叫さけぶラウルを尻目に、カンペらしき紙をのぞき込んだ店長が、ニコニコしながらマイクへ顔を近づけた。

『じゃあ、これから「ラウルくんを探せ！　早押しクイズ選手権」を行います。わたしがラウルくんに関するクイズを出題していくから、答えが分かったらボタンを押してください。目の前のランプが光ったら解答権ゲット。先に五問正解した方を、勝ちとします』

「へえ、なんだか面おも白しろそうですね」

「ちっ……そうやって余よ裕ゆうぶってられるのも、いまのうちだぜっ……！」

　なんだか本物らしからぬ台詞を吐はきつつ、ラウルはラウルＡを睨みつける。

　……クイズって方法にやや引っかかるものはあるけど、うちの店長はこういう感じの人だから仕方ない。ま、俺に関するクイズで、本物の俺が負けるワケもないしな。

　……と。

「ねえ、店長っ！」

　さっきからなんだかうずうずそわそわしていたフィノが不意に、店長のエプロンをくいっと引っ張った。

「あれ、オレ様もやりたいっ！　オレ様もあの帽子かぶってポーンってしたいっ！」

「……って」

　きらきら瞳ひとみを輝かがやかせるフィノを見やり、ラウルはつい、あきれた顔をしてしまう。

「フィノ。お前は関係ないだ……」

「ふふっ、いいですよー？」

「わあいっっっ！」

　あっさりと店長に許可をもらい、両手をあげて喜ぶフィノ。……って！

「ちょっ、店長なにＯＫしてるんですかっっっ⁉」

「え……だって、このクイズ大会セット五人用だし、せっかくの機会だから」

「い、いやっ、でもですねっ……！」

「ほら、これ、フィノ君の分の帽子なー？」

「わあっ、副店長ありがとうっっっ！」

「副店長までっっっ！」

「ふはははははははは！！！！！」

　手て渡わたされた緑の帽子をかぶるなりラウルたちの間に滑すべり込み、テーブルの中央に陣じん取どったフィノが左右のラウルを睨ねめ上げつつ、不敵な笑えみを洩もらした。

「……そこのラウルどもよ、負けないからな？」

「って、お前なに『第一回　どちらが本物のラウルくんでしょう大会』に勝つ気でいるんだよっっっ⁉」

「おいおい、フィノ。それは、オレの台詞せりふだぜ……？」

「お前も割とノリがいいなっっっ⁉」

　全力でツッこむラウルをよそに、セアラ店長がふっとマイクを持ち上げた。

『──それでは、さっそく、第一問です』




「っ……！」

　にわかに高まる緊きん張ちよう感かん。思わず、ラウルは身構える。

　……なんか余計なヤツも乱入してきたけど、この勝負、絶対に負けられない。なんとしても勝利して、俺が本物だってことを証明するんだ！

　まるでヒフキトカゲような火花を散らす商談テーブルの三人。

　カンペらしき紙に目を落とした店長が、口火を切った。




『まずは基本データから。ラウルくんの生年月日は？』

　ポーン！

　出題と同時に響ひびく効果音。フィノの頭上で緑の帽子がパタンと開く。

「わあっ、ほんとに音が鳴ったっ！　ねえっ、ラウル見てっ！　オレ様のランプ、ドラゴンの目みたいにぴかぴか光ってるぞっっっ！」

　すっかり興奮したようにはしゃぎながら目の前のランプを指し、左右のラウルを交こう互ごに見上げてまくしたてるフィノ。

「って、フィノっ！　遊びじゃないんだぞっっっ⁉」

「ふはは、見くびるな！」

　思わず声をあげるラウルを見やり、フィノがニヤリと笑った。

「いいか、ラウル！　オレ様はラウル博士だぞっ⁉　ずっと隣となりに住んでて毎日ラウルの部屋から聞こえてくる音聞いてるし文通を通して師し匠しようのミュリにいろんなこと教えてもらったし、もはやラウルのことならなんでも知ってると言っても過言ではないっ！」

「な、なんでもっ……⁉」

「ああ、もちろんだぞっアイリ！　最近では、そろそろラウルマスター免めん許きよ皆かい伝でんを名乗ろうかという勢いだっ！」

「って、なんだよその資格恥はずかしいだろっ！　ていうかそもそもラウルマスターなら一発で本物の俺を見分けろよおおおっっっ！！！！！」

『さあ、フィノちゃん、答えをどうぞ』

「うんっ！」

　自信たっぷりに、頷うなずいて。

　余裕の表情で答えようとしたフィノが、ふと、首を傾げた。




「……ところで、生年月日ってなんだ？」

　……ブブー。




　サポートカウンタに広げられたクイズ大会キット付属の不正解スイッチを押し、セアラ店長が残念そうに首を振る。

『……フィノちゃん、不正解です』

「くっ……ラウルマスターのオレ様にだって……分からないことぐらい……ある……！」

「それでもまだ俺マスターを名乗るかっ！」

　ポーン！

　思わずツっこむラウルをよそに、ラウルＡがすかさずボタンを押した。

『はい、ラウルＡくんに解答権が移りました』

「って、しまったっっっ！」

　くそっ、フィノに気を取られてっ……ニヤリと笑うラウルＡに、ラウルはぎりりと奥歯を嚙む。

　こいつの正体は分からないけど、アイリやフィノの名前も最初から知ってたみたいだし、俺の個人情報なんざ隅すみから隅まで調査済みに違ちがいない。それなのに、こんな簡単な問題で解答権を渡しちまうなんてっ……！

　悔しげに目をすがめるラウルの前で、ラウルＡが悠ゆう然ぜんと口を開いた。

「六の月の、二十四の日です」




「……って」

　……あれ？

　ラウルＡの解答に、ぽかんとし……。

　やがて、ラウルはくすくすと笑い出した。

「……っ、なんだよっ。ひやひやして損したぜっ！　おい、早くも化けの皮が剝はがれたようだなニセ者っ！　大陸歴１３３４年っ、一の月、十の日に、三千七百グラムの元気な赤あかん坊ぼうとして生まれたこの俺こそ、本物のラウル・チェイサーだっ！」

　勝ち誇ほこったようにラウルＡを見やり、ラウルがふふんと鼻を鳴らす。

「なんでも俺の母さんは、俺を産む直前に黄金に輝くドラゴンを飲み込む夢を見たそうなんだよ。いざ生まれた俺は夜泣きがひどい赤ん坊だったんだけど、先祖代々伝わる剣けんを鞘さやごと握にぎらせると不思議にすやすや眠ねむるもんだから、こいつはいつか伝説の勇者になるに違いないって密ひそかに思ってたんだって、上京する前の日の夜、俺の父さんが酒飲みながら話してくれてっ……」




　ピンポンピンポン！

　しみじみと語るラウルの耳に響く華はな々ばなしい音。

　正解スイッチを押しつつ、セアラ店長が笑顔で口を開いた。




『六の月の二十四の日。ラウルＡくん、正解です！』

「へっ」




　想おもい出に浸ひたっていたラウルは、きょとんとしたように目を瞬またたかせ……。

　ややあって、思いきり声をうわずらせて叫んだ。




「って、店長どうしてですかっっっ⁉　俺、間違いなく一の月の十の日の生まれでっ、干支えとはドラゴンっ！　星座はペンティウム座でっ……」

「あら、でも、ここにはそう、書いてありますよー？」

　言いながら、先ほどから手にしていた紙を指すセアラ店長。

　なんだか見覚えのあるフォーマットと、右上に貼はられた小さな顔写真……その書類の正体に気づくなり、ラウルは思わず目を剝むいた。

「ちょっ、これっ、俺の履り歴れき書じゃないですかっっっ⁉」

「ええ、参考になると思って、店長室の引き出しから持ってきたんです。『ラウル・チェイサー　性別・男　生年月日・１３３４年　六の月二十四の日……』ほら、ね？」

　ラウルの履歴書を指でなぞりながら読み上げる店長。その指の先にははっきりと、ラウルＡが口にした方の生年月日が書かれていて……って！

「な、なんでっ……おかしいですよっっっ！　いくらなんでも俺、履歴書で自分の誕生日を間違えるハズがっ……⁉」

　言いかけて、ラウルははっと息を吞のんだ。




　──『今朝はわたしやバイザーくんよりも早く来て、おトイレだけじゃなく、休きゆう憩けい室や店長室のお掃そう除じまでしてくれたんです』




　先ほどの店長の言葉を思い出し、ラウルはラウルＡを強く睨めつける。

「店長室の引き出しっ……お前、掃除のついでに履歴書をすり替かえたなっっっ⁉」

「って、なんのことだよ？」

　わざとらしく肩かたをすくめて笑うラウルＡ。

　怒いかりに目の奥が赤らむのを感じつつ、ラウルはぎりぎりと歯ぎしりした。

　……くそっ、まんまとやられたっ！




「店長っっっ！」

　すがるように身を乗り出し、ラウルが声をあげる。

「思い出してくださいっ！　店長たち、前に俺のサプライズ誕生日パーティー開いてくれたじゃないですかっ！　副店長が変な柄がらのＴシャツくれてっ、店長が俺の新人時代の日報を冊子にまとめてコメントつけたやつくれてっ……」

　──あの日の朝、いつものように休憩室のドアを開けたとたんにラウルを出で迎むかえてくれた、晴れやかな音と、宙を舞うリボンと紙かみ吹雪ふぶき。

　マジカルクラッカーを手にした店長と、副店長と、バイトの子が、みんなでバースデーソングを歌ってくれて。ラウルは少し照れながら、テーブルの上に用意されてた勇者の兜かぶとの形をしたケーキのローソクを吹ふき消して……いま思い出しても胸が熱くなる。

「俺、それまで家族以外に誕生日祝ってもらったことなかったから、マジ、泣きそうなくらいうれしくってっ、この店に配属されてほんと良かったなあってしみじみ思ってっ……ほらっ、あれって六の月じゃなく、一の月だったでしょうっっっ？」

「あー……」

「ええと……」

　……必死に語るラウルの前で言葉を濁にごす上司たち。

「俺の大事な想い出意外なほど軽かったっ！」

　ショックにがくりと肩を落とすラウルを尻しり目めに、ラウルＡがしびれを切らしたみたいに口を開いた。

「店長、そんなことより早く次の問題をお願いします」

「そ、そんなことってっ……！」

「はい、じゃあ、二問め、いきましょうか」

　ラウルＡの要望ににっこりと微笑ほほえんで、セアラ店長が再びカンペ……もとい、ラウルの履歴書に目を落とす。

　再び高まる緊きん張ちよう。思わず、ラウルはぐっと拳こぶしを握りしめる。

　あいつが履歴書をすり替えたとすれば、あいつはすべての答えを知ってることになる。

　つまり、あいつに勝つためには、あいつより先に解答権を得るしかないっ！

　小さく息を吸いつつ、ラウルがすっと目をすがめた。

　元々、集中力にはちょっとした自信がある。……さあ、集中しろ！　ぎりぎりのタイミングを見み極きわめ、俺の最大の反射速度でもって、目の前のボタンを押すんだっ！




『ええと、パナソニア大陸で広く普ふ及きゆうしている、四大せ……』

　ポーン！

『じゃあ、ラウルＢくん』

「はいっ！」

　よしっ、と、ラウルは小さく頷いた。店長の出題はおそらく俺の『四大精せい霊れい式血液型』を問うもの！　つまり、答えはっ……！

「俺の血液型は、火のサラマンダー型でっ……」

　ブブー！

「しまった！　ボタン押すのに気を取られてそのまま答えちまったっっっ！！！！！」

　俺の馬ば鹿かっっっ！　生年月日が書き換かえられてたんだから、血液型だってあいつに書き換えられてるに決まってんだろ常識的に考えてっっっ⁉

　……自らの浅はかさに思わず頭を抱かかえるラウル。そんな少年を尻目に、フィノの前のランプがぴかぴかと光った。

『はい、フィノちゃん』

「闇やみのダークドラゴン型っっっ！」

「ねえよ！」

　ブブー！

「くっ、最後まで迷ったけど、やっぱりあっちの方だったかっ！」

「どっちの方だよっっっ⁉　ていうか四大精霊式血液型に闇型とかないから！　普ふ通つうに地水火風の四種類だから！」

　ポーン！

『はい、ラスト、ラウルＡくん』

「《虚きよ無むの闇》、デス・ゲイザー型！」

「だから闇とかそういうのはねえって言ってんだろ！！！！！」

　ピンポンピンポン！

『はい、ラウルＡくんの正解です』

「って、店長っ！　それ、どう考えても血液型としておかしいでしょうっっっ！」

「でも、この履歴書にそう書いてあるから、ラウルくん的にはそういう設定なのかな、って……」

「俺どんな厨ちゆう二にキャラですかあああああっっっ！！！！？」

『ちなみに、わたしは水のウンディーネ型で、アイリさんが風のシルフィード型、バイザーくんが地のノーム型です。フィノちゃんは魔ま人じんだから不明だそうよー？』

「って、なんで他ほかのスタッフのはちゃんと覚えてるのに俺のほんとの血液型だけ把は握あくしてないんですかあああっっっ！！！！？」

『では、次の問題です』

　涙なみだ目めで言い募つのるラウルの前で、セアラ店長が容よう赦しやなく出題する。

『ええと、ラウルくんが履歴書に書いた特技は、なんでしょう？』

　ポーン！

『はい、ラウルＡくん』

「エクストリーム・ラウルアタック！」

「ふっ……甘いなラウルＡっ！　オレ様が考えたジェノサイド・ラウル・エクスプロージョンの方がカッコいいぞっ⁉」

「いやいや、それなら、オレがたったいま考えたラウル・ファイナル・ジャッジメントの方がだんぜんカッコいいぜ！」

「くっ……なら、ちょっと趣しゆ向こうを変えて、絶・ラウル真空覇は王おう斬ざんってのはどうだっ⁉」

「お前ら俺の履歴書の特技欄らんで遊ぶなっっっ！」

「おいおい、甘いぜフィノ！　それならこっちはラウル零ゼロ式しきマークⅡカスタムだ！」

「もはや特技ですらねえ！」

『ええと、ラウルプリズムパワー・メイクアップなんてどうかしら？』

「店長までなに言ってるんですかっっっ！！！！！」

『ふふっ、冗じよう談だんです。ラウルＡくんのエクストリーム・ラウルアタック、正解』

　ピンポンピンポン！

「っていうか俺が履歴書の特技欄に『ラウル・スラッシュ』とか書いてたのはほんと就活始めたいちばん最初んときだけですからっ！　職安主しゆ催さいの履歴書の書き方セミナーに参加したとき全受講生の前で悪い例として講師に晒さらしあげられてからは無難に『魔ま法ほう』って書くようにしましたからっっっ！」

『では、次の問題です』

「店長おおおっっっ！！！！！」

　ラウルの悲痛な叫さけびもむなしく、ニセ履歴書を基準としたクイズは続く。

　って、そうだっ、とにかくボタンをっ！　ボタンを押さなくちゃっ！

『ラウルくんが履歴書に書いた、自分の長所はなんでしょう？』

　ポーン！

『ラウルＢくん』

「はいっ！」

　よしっ、今度はなんとか先行できたぜっ！　心の中でガッツポーズを決めつつ、ラウルが口を開く。

　──『《虚無の闇》、デス・ゲイザー型！』『エクストリーム・ラウルアタック！』……これまでの解答を考えるに、ニセ者にはかなりの厨二的傾けい向こうが見受けられる。

　だとすれば、あいつがニセ履り歴れき書に書いた俺の長所は……こいつだ！




「普段は無口でクールだが、その胸には誰だれよりも熱いものを秘めているっっっ！」

　ブブー！




「ラウルＢ……」

「ラウルＢ・チェイサー……」

「ラウルＢ君……」

『ええと…………』

　……ラウルの解答にそろって言葉を濁す同どう僚りようたち。

　司会のセアラ店長まで、なんだか困ったように視線を泳がせる。

　って、うわあ、なにこれすげえ恥はずかしいっっっ！！！！！

　……自らが口にした解答の精神的ダメージに撃げき沈ちんするラウル。

　そんな少年を尻目にラウルＡが颯さつ爽そうとボタンを押した。

　ポーン！

『はい、ラウルＡくん』

「俺の長所は、神の声が聞けることだ！」

「聞けねえよっっっ！！！！！」

「わあっ、ラウルＡすごいっっっ！」

「ほー、まさか、神の声が聞けるとは、さっすが、ラウルＡ君だなー」

「……な、なかなかやるじゃない、ラウルＡ・チェイサー」

「って、おいっ！　なんでみんな食いついてんだよっ⁉」

「ついでに、じつは堕だ天てん使しの血を引くオッドアイなこともだ！」

「だから明らかなウソをつくなっっっ！！！！！」

「わあっ、ラウルＡカッコいいっっっ！」

「ほー、まさか堕天使の血を引いていたとは、さっすがラウルＡくんだなー」

「……へえ、み、見直したわ、ラウルＡ・チェイサー」

「だからなんでみんな全力で釣つられてるんだよおおおおおっっっ⁉」

　ピンポンピンポン！

「もうやめてっ！　血液型は闇型で特技はエクストリーム・ラウルアタック、長所は堕天使の血を引くオッドアイで神の声が聞けることだなんて俺の履歴書のライフはゼロよっ！」

『ラウルくん、こんな履歴書で、よくうちに採用されましたねえ……』

「俺だって不思議ですっっっ！！！！！」

　半泣きで叫ぶラウルの前で、セアラ店長がラウルＡに微笑みかける。

「ふふっ、ラウルＡくん、早くもあと一問ですね？」

「当たり前ですよ。オレが本物ですから」

「くっ……」

　余よ裕ゆうの笑みを浮うかべて答えるラウルＡ。

　くそっ、このままじゃマジで、俺の方がニセ者にされちまうっ……！

『では、次の問題です』

「っ……！」

　ボタンの上に手をかざし、ラウルはごくりと唾つばを吞のむ。

　……あと一問取られたら俺のストレート負け。この一問は、絶対に落とせない！

　ニセの履歴書を指先でなぞりつつ、やがて、店長が口を開いた。




『では、ラウルくんの志望動機はなんでしょう？』




「って、し、志望動機っっっ⁉」

　そのフレーズを聞いたとたんに額に浮かぶイヤな汗あせ。暗黒の就活時代の悪夢が甦よみがえり、心しん拍ぱく数すうが上じよう昇しようする。

　……ていうか俺、考えてみたら、ここの会社に入るときも志望動機出してたんだよな。いや、当たり前だけど。

　──多少の使い回しはあるものの、応おう募ぼした企き業ぎようごと何十通り何百通りもひねり出した志望動機の数々はだいたいその場限りの内容で、不採用通知のたびに忘ぼう却きやくの彼方かなたに追いやられてはきれいさっぱり霧む散さんしていった。後に採用されることとなったここレオスタッド商会へ提出した履歴書に書き、面接でアピールしたはずの志望動機も同じく思い出せず……俺って、いったいなんて書いたんだっけ？

　ポーン！

『はい、ラウルＢくん』

「っ⁉」

　とにかく先んじなければという気負いから無意識に手が動いたか。考えごとをしていたラウルは店長の言葉と点てん滅めつするランプの光ではっと我に返る。……って、俺、解答権手に入れたのかよ！

　現状を認にん識しきするなり、ラウルは目をすがめた。……よし、チャンスだ！　さっきは失敗したけど、今度こそ、あいつの思考を読んで正解してやるっ！

　やっぱり、ここは厨二系で行くしかないよな……未いまだかつてないほどの勢いで脳をフル回転させ、ラウルは検討する。

　でも、厨二系な志望動機っていったいなんだ？　「星に導かれた」とか、「ガイアが俺に働けと囁ささやいている」とか、「俺がこの会社を選ぶことは、世界が始まりしときより運命づけられていたから」とか？

　って、なんか、それっぽいかもしれないな。微かすかな手て応ごたえを感じ、ラウルはうんうんと頷うなずいた。なんかあいつ、運命とかそういう言葉好きそうだし、これだけ壮そう大だいなテーマなら、たまに見かける志望動機欄が二十行ぐらいある鬼き畜ちく仕様の履歴書に当たっても楽々埋うめられそうだ……よしっ！

　小さく息を吞み込んで、緊きん張ちようとともに、ラウルが口を開いた。




「俺の志望動機はっ──」




　答えを言いかけた、その瞬しゆん間かん。

　ラウルの脳のう裏りにふと、ある光景が浮かび上がった。




　　　　＊　＊　＊




「俺がっ……ぼ、僕が御おん社しやを志望したのはっ、お客さんのことを、笑顔にしたいと思ったからですっ！」

　──ダイナ公国ダイナ市にあるマジックショップ・レオンダイナ本店の二階、レオスタッド商会本部の会議室。

　数人の面接官の前で、くたびれたスーツに身を包んだラウルが懸けん命めいに話している。

『ぼ、僕はこれまでずっとっ、勇者になることしか考えてなかったんですけどっ、勇者制度が無くなったいま、変わらなきゃって思ってっ……そんなとき、御社の求人パンフレットに載のってた店員さんの話を読んで、俺もこの会社で、こんな風にお客さんを笑顔にしたいなと、思いましてっ……』

　──『あなたがいるから、わざわざ竜りゆう車しやに乗って、このお店まで買いに来るのよ？』

　レオスタッド商会の求人パンフレットに載っていた、各店のスタッフたちがそれぞれお店であった出来事や、お客さんと交かわしたやりとりを紹しよう介かいしているコーナー。

　楽しい話、笑える話、失敗した話、感動した話……そこに書かれてる内容はどれも笑顔に満ちあふれてて。俺も、こんな風にお客さんを笑顔にしたいなと思って。

　笑っちまうほど単純だけど、そのときの俺はたしかに、そう思ったんだ。




　ラウルがどうにか志望動機を語り終えたあと、ふと視線が合った面接官のひとり。

　ふわふわした栗くり色いろの髪かみの美しい少女が目を細め、微かに笑った気がした。




　　　　＊　＊　＊




　──記き憶おくとともに甦る、すっかり忘れていたあのときの気持ち。

　ぎゅっと拳こぶしを握にぎりしめ。思い切ったように、ラウルは言う。




「お客さんを、笑顔にしたいと思ったからっ……！」




　……不正解でもいい。あいつが俺の志望動機をどんな風に書き換かえてたって構うもんか。たとえニセ者扱あつかいされたって、これが俺の……本物の俺の答えなんだから！




　さあ、来るなら来いっ……！

　すっかり覚かく悟ごを決めたラウルの前で、セアラ店長がそっとボタンに手を伸のばした。




　ブブー。

　ポーン！

『はい、ラウルＡくん』

「──俺がこの会社を選ぶことは、世界が始まりしときより運命づけられていたから！」

　ピンポンピンポン！

『ラウルＡくん、正解……これで、「ラウルくんを探せ！　早押しクイズ選手権」の勝者は、ラウルＡくんに決定です！』

　……ああ、やっぱり、負けちまったか。

　店長が下した審しん判ぱんを受け入れつつ、しかし、ラウルはどこか晴れ晴れとした表情になる。

　そうだ、俺は間ま違ちがってない。たとえニセ者扱いされたって、俺のこの想おもいだけはぜったいに、譲ゆずることはできな……。

「わあっ、ラウルＡっ、おめでとうっっっ！」

「ま、妥だ当とうな結果ね、ラウルＡ・チェイサー」

「まー、おれは最初から、ラウルＡ君が本物だって分かってたけどなー？　……ほらほらラウルＢ君、ぼーっとしてないで荷物まとめたらー？」

「って、ちょっ、待ってくださいっっっ！」

　胸中で呟つぶやいた前言を光の速さで撤てつ回かいして叫さけぶラウル。譲っとくべきだった！　プライドごときでニセ者認定されるくらいなら全力で譲りまくっとくべきだったっっっ！




「え、延長戦を要求しますっ！」

　涙なみだ目めで取り乱しつつ、ラウルが大声で訴うつたえた。

「今日び個人情報なんていくらでも入手できますし、履り歴れき書の内容だけで判断するなんて危険すぎじゃないですかっ！　だからこう、もっと、この店でみんなと一いつ緒しよに働いてきた俺にしか分からない問題を出してくださいっ！　でなきゃ、フェアじゃありませんっ！」

『たしかに、ラウルＢくんの言うことも、一理あるかも……』

　ラウルがダメ元で訴えた内容に、かわいらしく小首を傾かしげるセアラ店長。

　と、先ほどからずっと成り行きをうかがっていたアイリがふと、手を挙げた。

「店長、それなら、次は私に出題させてください」




　　　　＊　＊　＊




『──では、これから第二ラウンド、「ラウル・チェイサーに聞け！　フリップ問題」を始めます』

　目の前に積まれた厚紙の束と、黒の油性マジカルインキペン。

　セアラ店長から引き継ついだマイクを手に、アイリがルールを説明する。

『解答者は、これから行う質問の答えを制限時間内にフリップに書き、合図とともに出してください。もちろん、カンニング行こう為いは厳禁です』

「ちなみに、そのフリップは印刷ミスした厚紙の再利用だぞー？　うちのマジカルコピー機、けっこうな年代物で給紙部がすっかりイカれかけちまってるからなー。つい一昨日おとといも、トレイに三十枚突つっ込んだお高い厚紙が全ぜん滅めつして……」

「あら、わたし、厚紙は詰つまりやすいから一枚ずつ手差しにしてくださいって指示、出しましたよね？」

「あ、い、いやっ、その、あれは手がすべってだなー……」

『……今回は、先に三問正解した方を勝ちとします』

　蒼あおい顔で店長に言い訳するバイザー副店長の言葉を遮さえぎって、アイリが口を開いた。




『では問題です。ラウル・チェイサーの休日の行動を答えてください』

「「「っ！」」」

　出題と同時に、フリップ……印刷ミスした厚紙の裏へ一いつ斉せいにペンを走らすラウルたち。

　……この勝負、もらった！　厚紙に答えを書きつつ、ラウルは思わずほくそ笑えむ。

　ラウルＡが仕込んだニセ履歴書はもう通用しない。ここからは、わざわざあいつの思考を推理する必要もなく、ごく素す直なおに、普ふ通つうに、正直に、俺自身のことを答えればいいんだ。

　なんたって、やたらと俺の言動をチェックしては小言ばかり言ってくる『オールＡ』のこと。なんだかんだで普段の俺のこと、きちんと把は握あくしてくれてるに違いないし──！




　さらさらっと答えを書き終えるふたりのラウルとおまけのフィノ。

　時間を計っていたアイリが、腕うでの時計から顔を上げた。

『では、開いてください！』




フィノ　『寝ねてる』

ラウルＢ『寝てる』

ラウルＡ『ボランティア活動』




『正解はラウルＡ・チェイサーっ！』

「って、おい、ちょっと待てっっっ！！！！！」

『寝てる』と書かれたフリップを掲かかげて叫ぶラウルを無視し、アイリはなんだか感心したように「へえ」と洩もらす。

『てっきり一日中部屋でごろごろしてるかと思ってたのに、実はボランティア活動してたなんてやるじゃない、ラウル・チェイサー』

「いや、だから俺っ、ほんとに休日は一日中部屋でごろごろしててっ……」

「まあな。勇者を目指して鍛きたえたオレの力、人助けに使わなきゃ、もったいないだろ？」

『み、見直したわっ、ラウル・チェイサーっ……』

「ねえっ、お願いだから届いて本物の俺の声っっっ！」

　ラウルＡの言葉にほんのり頰ほおを赤らめるアイリ。……って、ダメだこいつっ！　なんかよく分からないけどヘンなフィルター掛かかってやがるっっっ⁉

『じ、じゃあ、次の問題っ……』

　まるで照れを隠かくすみたいに口をとがらせ、アイリがおずおずと口を開いた。




『そ、そのっ……ら、ラウル・チェイサーの、好きな人はっ……？』

「って……」
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　お、俺の好きな人……っ⁉　予期せぬ質問に、ラウルは思わず固まってしまう。

　──脳裏に浮うかぶ、ふたりの少女の姿。

　かわいいというよりはきれいめな、少し大人びた顔立ち。

　凜りんとした切れ長の瞳ひとみが魅み力りよく的で、脚あしはすらりと長くて。少し頑がん固こなところはあるけど、芯しんのあるしっかりした性格で……単純な好みだけで言うなら、『オールＡ』、アイリ・オルティネートはまさに理想のタイプ。

　勇者制度が無くなったショックで引きこもってた頃ころのラウルが、どうして予備校時代にアイリに告白しなかったのかという悔くやしさに日々枕まくらを濡ぬらしていたことは未いまだ記憶に新しい。……ひたすら勇者を目指すのに夢中で女のコなんて全然眼中に無かった勇者予備校時代の俺爆ばく発はつしろと、ラウルはいったい何度過去の自分へ呪じゆ詛そを吐はいたことか。

　でも、それはもう、昔の話。

　念願叶かなって再会した憧あこがれの少女は、記憶の中よりもずっときれいで、魅力的で。なんだかすっかり気後れしてしまったラウルは、距きよ離りを詰めるどころか、未だ名前で呼ぶことすらできないといった有様で……。

　一方、フィノはきれいめというよりはかわいい、幼さの残る顔立ち。

　ぱっちりした蒼い目があどけなくて、胸が大きくて。好みのタイプとは違うけど、見てるとなんだか和なごむっていうか、どきっとするほど愛らしかったりして……いつもじっとしてなくて、とんでもないことやらかしたりするけど、根は一いつ生しよう懸けん命めいないいヤツだし、とにかく俺のこと慕したってくれてて、しょっちゅう抱だきついてきて、俺、そのたびに、どぎまぎしちまってっ……って。

　……俺が好きなのって、いったい、どっちなんだ？




　すっかり動どう揺ようしつつ頭を抱かかえるラウル。

　答えようとするものの、ペンを握った手がどうしても動かない。

　やがて、なんだかひどくそわそわした様子で、アイリが号令を出した。

『で、ではっ、開いてくださいっ！』




フィノ　『ラウルの母さん』

ラウルＢ『　　　』

ラウルＡ『アイリ、好きだ！』




『ふ、ふうんっ……』

　目の前に並んだ解答を一いち瞥べつし、ラウルＡのフリップを目にしたとたん、ポーカーフェイスを真っ赤に染めるアイリ。

　藍あい色いろの目をすがめながら、少女がぶっきらぼうに口を開く。




『じ、じゃあっ、最後の問題だけどっ……ラウルＡ・チェイサー、こ、子どもは何人欲ほしいっ……？』

「って、おいっ、『オールＡ』っ、なに勝手に進めてんだよっっっ！！！！？」

『な、なによっ、さっきのクイズだって全問正解したんだし、あっちのラウル・チェイサーが本物に決まってるでしょっっっ！』

「って、お前騙だまされてるんだよっ！　そもそも、あんなに簡単に好きとか口にするよーなヤツをすぐ信用すんなってっっっ！」

『に、ニセ者は黙だまっててよっっっ！　私っ、ラウルＡ・チェイサーと幸せになるんだからあああああっっっ！』

　全力でラウルＡを贔屓ひいきしつつ息を巻くアイリ。……って、真ま面じ目めすぎて男に免めん疫えきないのかなんだか知らないけど、こいつ、ニセ者にたぶらかされすぎだろっっっ⁉




「あらあら……」

　暴走するアイリを見ながら目をぱちくりさせるセアラ店長のかたわらで、半眼のバイザー副店長がやれやれと言った風にため息をついた。

「っ……⁉」

「はい、アイリ君、お疲つかれさまー」

　つかつかと歩み寄るなり、ひょいとアイリの手からマイクを取りあげて。とんとんとマイクを叩たたいたバイザー副店長がこほんと咳せき払ばらいする。

『あー……じゃ、次はおれが出題するぞー』

「副店長っっっ！！！！！」

　──その姿は、さながら商談テーブル前に降り立った救いの神。

　なんとなく不真面目だったり、どうもやる気が感じられなかったり、普段はあまりぱっとしないものの、なんだかんだでいざというときは頼たよれるカッコいい上司！　副店長ならきっと、感情や願望なんかに左右されない公正公平な質問と審しん判ぱんをしてくれるハズ！

　窮きゆう地ちを救われて尊敬のまなざしを向けるラウルの前で、副店長が口を開いた。




『えー……じゃあ、おれが先週ラウル君に貸したＭＶＤのタイトルは？』

「って、あんたなんて質問してくれてるんですかっっっっっ⁉」




　……一いつ瞬しゆんにして吹ふき飛ぶ尊敬の念。

　副店長が言ってるのは明らかに、ラウルが昨日うっかり返しそびれて休きゆう憩けい室ロッカーに置いたまま帰ってしまった、かなり肌はだ色いろ率が高いあのＭＶＤのこと。……いや、分かるよ？　もちろん、余よ裕ゆうで分かるけど、でも、フィノやアイリや店長の前であんなタイトル書けるわけねえだろおおおっっっ⁉

『さあさあラウル君たち、どーぞ、遠えん慮りよなく解答してくれたまえー！』

「くっ……」

　ペンを握にぎりしめ、フリップの前で葛かつ藤とうするラウル。

　そんな少年のかたわらで、フィノが無む邪じや気きに首を傾かしげた。

「副店長がラウルに貸したＭＶＤ……えーと、勇者戦隊セイケンジャーとかっ……？」

『んー……フィノ君、残念だけど、違うんだなあ』

「えっ……じゃあ、革命勇者ヴァーチャルボウイっ⁉」

『いやいや、ラウル君が借りたのは、もーちょい、オトナ向けのー……』

「副店長っっっ！！！！！」

『さー、時間だぞー。ほーら、オープンっ！』

　……くそっ！

　副店長の声に、ラウルたちが一斉にフリップを立てた。




フィノ　『暴あばれん坊ぼう勇者』

ラウルＢ『ゴブリンでも分かるビジネスマナー講座』

ラウルＡ『　　　』




　……三枚並んだフリップを一瞥するなり、副店長がまじまじとラウルＢを見やる。

『……ラウルＢ君。それ、本気で答えてる？』

「っていうか、俺が正解出したら副店長も巻き添ぞえですからねっっっ⁉」

　ダミーの解答を掲げつつ、副店長のジト目に声を荒あらげるラウル。

　……けど、幸いにしてラウルＡは未解答。正解者ナシってことは、この質問はお流れってことで、次の問題に……。

「あれっ、ラウルＡ、フリップがウラオモテだぞっ？」

「えっ……あっ、ほんとだ。ありがとな、フィノ」

　フィノの指し摘てきに笑え顔がおで礼を言いつつ、くるりとフリップをひっくり返すラウルＡ。

　その瞬間、ラウルは思いきり凍こおりついた。




　──『素人しろうと美人女騎き士し・無修正スライムと愛あい欲よくのダンジョン』




『おっ、正解ーっ。なんだ、ラウルＡ君、なかなかやるじゃないかー』

「って、なんでお前が知ってっ……！」

　声をうわずらせつつ、ラウルははっと息を吞のむ。……しまったっ！　あのＭＶＤ、俺のロッカーに入れっぱなしだったんだから、俺より先に出勤してたあいつがパッケージ見てたって全然おかしくないっ！

　くそっ……！　思わず、ラウルはほぞを嚙かむ。こんなことなら恥はずかしがらず、堂々とタイトル書いてりゃ良かったあああああっ！




「ええと、神聖な職場でいかがわしいものをやりとりするバイザーくんには、あとで、おしおきするとして……」

「っ……⁉」

　さっと蒼あおざめる副店長を笑顔で一瞥し、セアラ店長がラウルＡを見やった。

「ラウルＡくんが三問正解したので、第二ラウンドのフリップ問題もラウルＡくんの勝ち。……ということは、『第一回　どちらが本物のラウルくんでしょう大会』の優勝者こと本物のラウルくんは、ラウルＡくんに決定ですね」

「ありがとうございますっ、店長！」

「って、ちょっ、ちょっと待ってくださいっっっ！」

　笑顔で礼を口にするラウルＡをよそに、勢いよくテーブルを飛び出したラウルが店長へと駆かけ寄った。

「店長っ！　いまのはナシですっ！　ナシっ！　こいつにたぶらかされた『オールＡ……アイリの審判は不公平だったしっ、副店長のＭＶＤだって、たまたまこいつも知っててっ……お願いしますっ、チャンスをくださいっ！　俺がほんとに本物なんですっっっ！」

「って、見苦しいぞ？　自分が本物だって百回主張すれば本物になれるなら、オレだってそうしてるよ。残念だけど、本物のラウルは、このオレだ」

「履り歴れき書すり替かえたり『オールＡ』を騙しといてなに言ってんだよっ⁉」

「証しよう拠こがあるのかよ？　お前はオレに負けたんだ。諦あきらめてどっかに消えろって！」

「くっ……」

　まるでエサを奪うばわれたケルベロスみたいな剣けん幕まくでラウルＡを睨にらみつけ、ラウルは改めて、店長へ向き直った。




「──店長っ、仕事で見てくださいっっっ！」




　ぎりぎりと拳こぶしを握りしめつつ、ラウルが必死に言いい募つのる。

「俺、お客さんを笑顔にするためにこの会社に入って、このお店で一年以上働いて来たんですっ！　ニセ者に、俺の経験まで真似まねできるハズありませんっ！」

　そうだ！　と、ラウルは思う。俺がこの店で働きながら少しずつ成長してきたことや、積み重ねてきた経験。いくら表面だけ真似たって、こいつが俺に敵かなうはずがない！




　真剣なまなざしで、まっすぐ店長の瞳ひとみをのぞき込むラウル。

　そんな少年を黙って見下ろしていたセアラ店長が、やがて、口を開いた。

「……そろそろ、開店時間ですね？」

　栗くり色いろの髪かみを、ふわりと揺ゆらして。

　壁かべの時計を見上げたセアラ店長が、穏おだやかな声で言い放つ。




「──タイムリミットは正午まで。その時に改めて、本物のラウルくんはどちらか、判断することにします」




　　　　＊　＊　＊




「いらっしゃいま……」

「いらっしゃいませーっ！」




　店内に響ひびくさわやかな声。

　店に入ってきた中年の客に、黒髪の少年店員が駆け寄った。

「おはようございます、グラッドさん！　今日も気持ちいい天気ですねっ！」

「へえ、ずいぶん前に利用しただけなのに、名前覚えてくれてたの？」

「はい、大事なお客さんですから！」

　お客さんの問いにいっぱいの笑顔で返し、少年が口を開く。

「そういえば、こないだ買って戴いただいた魔ま法ほう冷蔵庫の調子はどうですか？」

「ああ、あれ、毎日使わせてもらってるよ。特にあの、空気中の水分を集めて勝手に氷を作ってくれる機能がさ、最初聞いたときはどうかなって思ったけど、いざ使ってみると便利でもう手放せないって感じなんだ。あのときは、ありがとな」

「気に入ってもらえて良かったです！」

　にこにこしながら答える少年店員の前で、お客さんが「そうそう」と切り出した。

「今日はマジックレンジが故障したんで、新しいのを買おうかと……」

「あっ、それなら、冷蔵庫と同じメーカーのものがありますよ！　機能的にもいいし、同ライン商品なので合わせて使うと統一感バッチリなんです。よければ見ていきますか？」

「おっ、じゃあ、お願いしようかな」

「かしこまりましたっ！」

　お客さんと連れだって、和なごやかな雰ふん囲い気きで売り場へ消えていく少年店員。

　そんな部下の様子を見やりつつ、バイザー副店長がどこか感動したように呟つぶやく。

「今日のラウル君、やる気あるなー。なんか、成長したっつーか、ひと皮かわ剝むけたっつーか、感無量っつーか……いやはや、たいしたもんだねえ……」

「なあ、ラウルＢは行かなくていいの？」

「…………」

　エプロンを引っ張りながら無邪気に訊たずねてくるフィノの言葉に、すっかり出で遅おくれたラウルは黙だまって肩かたを落とした。




　……ラウルＡことニセラウルの接客は、悔くやしいほど完かん璧ぺきだった。

「いらっしゃいませっ！」

　とてもラウルと同じ顔とは思えないくらいほがらかな笑顔。

「はいっ、それでしたら、あちらにありますよ！」

　明るく気さくで親切そうで。しゃべり方ははきはきとして自信たっぷり。物もの怖おじするところがなく、この人から買えば間ま違ちがいないなという雰囲気に満ちあふれてる。

「っ……ありがとうございますっ！」

　そして、なにより、お客さんと話すことがとびきり楽しそうだ。

　……ていうかあいつ、なんでうちの店のお客さんの顔と名前覚えてるんだよっ⁉　俺でさえ、よっぽどの常連さんくらいしか覚えてないし、なんか慣れ慣れしいかなとか思っちまって、知ってる人でもそうそう名前で呼んだりなんて出来ないのにっ……！




　あいつ、ほんとにニセ者なのか？　まるでベテランみたいにきびきびと売り場を駆け回るニセラウルを見やりつつ、ラウルはつい、そんなことを考えてしまう。

　もしかして、あいつ、パラレルワールドから来ためちゃめちゃ優ゆう秀しゆうな俺だったり、店員として経験を積んだ未来の俺だったり、女め神がみ様が住む伝説の泉から出てきたきれいなラウル・チェイサーだったりして……。

　もちろん、そんなハズはないけど。それくらい、ニセラウルの姿は、ラウルが目指す理想の自分に近いように見えてしまって。

　できるかぎり頑がん張ばってはみたものの、その差は圧あつ倒とう的てきだった。なにより、お客さんがニセラウルへ向ける信しん頼らいと笑顔に、ラウルは言いしれぬ羨せん望ぼうと無力感を覚えてしまう。

　くそっ、あいつ、どうしてあんなに楽しそうにお客さんと話せるんだよっ！

　俺だって、あんな風に、お客さんのことを笑顔にしたいのにっ……！




「あっ、お昼っ！」

　──約束の時刻。正午を知らせる鐘かねの音に、ラウルは思わず嘆たん息そくした。

　わざわざ売上げ数字を見るまでもない、明らかな敗北。

　すっかりうちひしがれ、ラウルはがくりと肩を落とす。

　なんだか、もう、あいつが本物でいいような……。

「って、そんなわけねーだろっっっ⁉」

「っ⁉」

「ど、どーしたっ、ラウルＢくんっ⁉」

　とつぜん声をあげたラウルにびくっとするフィノと副店長。

　お客さんと歓かん談だんするニセラウルを睨みつつ、ラウルは強く拳を握にぎりしめる。

　──来たくて来たんじゃない場所。なりたくてなったわけじゃない仕事。そんな風に思ってたこともあったけど、大切な仲間がいて、やるべきことがあって……。




　さんざん回り道したあげく、ようやく気づいた大事なもの。

　この店は……俺の居場所はこの俺の、本物のラウル・チェイサーのものだ！




　ふつふつとこみ上げてくる激情。

　怒いかりにまかせて周囲を見み渡わたすラウルの視界に、あるモノが飛び込んだ。

「っ……」

　──特価品コーナーのワゴンに無造作に積み重ねられた幾いく振ふりもの剣けん。

　隣となりに添そえられた金属製スタンドに、『レオンは剣も激安！　ひとり暮らしの防犯や害虫・害魔ま物もの退治にも！』なんて書かれたＰＯＰが躍おどっていて。

「あー……それ、昨日の夜、おれが出しといたんだ」

　思わずワゴンへ駆け寄るラウルに、副店長が声を掛かけてくる。

「もちろん、定番商品じゃなくてスポット入荷商品なー。なんか、まーた本部がどっかの倒とう産さんメーカーの在庫拾ってきたみたいでさ。一振り２８００Ｇの安モンだから、せいぜい包丁レベルの……って、ら、ラウルＢ君っ⁉」

「ラウルっっっ⁉」

　驚おどろいたように叫ぶ副店長とフィノを尻しり目めに、ワゴンから二振りの剣を摑つかみあげたラウルが、勢いよく売り場へ飛び出した。







「って、あれっ？　同じ店員さんが、ふたりっ……」

　息せき切ってマジックレンジ売り場へ駆け込むラウルの姿に、なんだか混乱したみたいに目をぱちくりさせる中年客。

　とつぜん現れたラウルを一いち瞥べつし、ニセラウルが口を開く。

「……おい、なんだよニセ者。オレ、接客中なんだけど、邪じや魔ましないでくれ……」

「バックヤードへ来い！」

　少年の言葉を強い口調で遮さえぎって。

　まっすぐ伸のばした腕うでに握りしめた鞘さやを、ラウルはニセラウルの前にびしっと突つきつけた。

「これ以上、お前の好きにはさせないぞっ！　さあ、この剣で俺と勝負しろっ！　俺が本物だってこと、こいつで証明してやるっ！」

「へえ……」

　ラウルの挑ちよう戦せんに目をすがめ、ニセラウルがあきれたように嘆息する。

「クイズでも仕事でも俺に敵かなわなかったから、今度は力で、ってことか？　……ったく、本当にあきらめの悪いヤツだな。見苦しいにも程ほどがあるぞ？」

「黙れっっっ！！！！！」

　鬼き気き迫せまる剣幕で怒ど鳴なるラウル。

　……ややあって、ニセラウルがやれやれと肩をすくめた。

「すみません、グラッドさん、一分だけ待っててもらえますか？」

「え、あ、ああ……」

　ニセラウルの言葉におずおずと頷うなずくお客さん。

　面めん倒どうくさそうに剣を受け取るなり、ニセラウルがラウルの後に続いた。







「──お客さんを待たせてるんだ。さっさと終わらせようぜ？」

「……っ！」

　──マジックショップ・レオン王都店のバックヤード。

　在庫や店てん舗ぽ消しよう耗もう品ひんが詰つまった段ボールの隙すき間まに立ち、ラウルは無言で自分の分の剣を抜ぬき放つ。くそっ、あいつ、俺を舐なめやがってっ……！

　でも、こいつが何者であれ、勇者予備校で首席だった俺に剣で敵うハズがない。一発で勝負つけて、こいつを追い出して、俺の居場所を守るんだっ！

　……ま、さすがに本気を出すことはないよな。剣を構えつつ、ラウルは胸中で算段する。

　せいぜい１０００Ａアンペイル程度の出力で、かるーく脅おどかしてやればっ……。

「……おい、お前が先でいいぞ？」

　未いまだ剣を鞘に収めたまま自信たっぷりに言い放つニセラウル。

　挑ちよう発はつするようなその口調に、ラウルはつい、舌打ちしてしまう。

　前言撤てつ回かい。ラウルは剣の柄つかを強く握り直した。

　ここは、最大出力で決めてやるっ！




「《起動ブート》っ……《出力上昇レイズ》、５０００Ａっ！」

　バーゲン品の安物剣の鈍にぶい刀身に浮うかぶ光の回路サーキツト。

　一いつ瞬しゆんにして輝かがやきを増した剣を構え、ラウルがバックヤードの床ゆかを蹴けった。




「っっっ⁉」

　──予期せぬ衝しよう撃げき。

　脳が大きく揺ゆれ、視界が暗転し、僅わずかに後れて鈍い痛みが全身を襲おそう。




「……なんだ、その程度かよ？」

　なにが起こったのかすら分からぬほどのスピードで、床へ叩たたきつけられて。

　苦しげに呻うめくラウルの顔を、自分と同じ顔がのぞき込んでくる。

「これじゃあ、わざわざ剣を使うまでもないな」

「ぐっ……」

「……ていうかお前、それでも元勇者志望？」

　痛みに動けないラウルを見下ろし、蔑さげすむように言い放つニセラウル。

「じゃ、オレは仕事に戻もどるからさ」

　言いながら鞘に入ったままの剣をラウルの上に放ほうり、ニセラウルがきびすを返した。

「っ……」

　身体中が軋きしむような痛み。

　売り場へ戻っていくニセラウルの背中を見やりつつ、ラウルの認にん識しきがようやく現状に追いついてくる。

　──俺っ……あいつに、負けたのか……っ？




「ラウルＢっ、大だい丈じよう夫ぶっっっ！！？」

「っ……フィノっ……」

　ぱたぱたとバックヤードに飛び込んでくるなり、ラウルのかたわらに膝ひざをつくフィノ。

　その後ろから、ふと、誰だれかが歩み寄る気配がした。




「──これで、はっきりしたようですね」

「っ……店長っ⁉」

　とっさに身体からだを起こし、痛みを堪こらえて目の前に立つセアラ店長を見上げるラウル。

　そんな少年の口から、すがるような声が洩もれる。

「店長っ、俺っ……！」




「出て行きなさい」




　──これまで聞いたこともないような、セアラ店長の強い声。

　思わず固まるラウルの前で、店長がフィノへと視線を移した。

「フィノちゃん、離はなれて。そっちのラウルくんは、ニセ者です」

「えっ……」

「っ……」

　ショックを受けたように蒼あおい目を瞬またたかせつつ、反射的に身を引くフィノ。

　冷ややかな店長のまなざしに、ラウルの心臓がどくんと跳はねる。




　──店長とラウルを交こう互ごに見やり、すっかりうろたえるフィノをよそに。

　ラウルを見下ろした店長が、容よう赦しやない口調で言い放った。




「うちのお店に、ラウルくんのニセ者はいりません。──さあ、いますぐ、ここから出て行きなさい！」




　　　　＊　＊　＊




「～っ♪」

　レオン王都店二階の休きゆう憩けい室。『ラウル・チェイサー』と書かれたロッカーのドアを鼻歌交じりに開けながら、黒くろ髪かみの少年が楽しげに独りごちる。

「なんか、思ったよりもずっとあっけなかったなあ。いくらこのボクが天才とはいえ、みんなあんなにカンタンにダマされちゃうなんてさ。ボクにあっさり負けちゃった本物さんも、ボクと仲間の見分けもつかない《テンイン》も、ちょっとにこにこしてやっただけでモノ買ってくれる《キャク》も、みんなホント、タンジュンだよね？」

　優ゆう越えつ感たっぷりに笑いつつ、少年はどこか興奮したように呟つぶやく。

「……けど、アイツらホントに、ボクが笑って話しかけてやると笑ってくれるんだな。オジサンにもらった資料でしか知らなかったけど、なんかオモシロいかも……って！」

　言いかけて、あわてたようにぶんぶんと頭を振ふる少年。

「そんなワケないしっ！　アイツらごときに笑え顔がおでお礼言われてもふーんって感じでぜんぜんうれしくなんかないしっ！　……そ、それより、オジサンに報告しないとっ！」

　あわてたように独りごちながら、少年がうんうんと頷いた。







　第二章「職場を追われた俺はしぶしぶ再就職を決意しました」







「ダンジョン管理スタッフ（若じやつ干かん名めい）か……」




　──王都の北東部、パラトム地区にある王立職業安定所。

　長ちよう蛇だの列に並んでようやく入れた建物の中は、セール中のアマダ王都本店のレジもかくやといった混雑っぷり。

　当然、ロビーに置かれた椅い子すという椅子はすべて埋うまってて。クリーム色の壁かべに見つけたわずかな隙間へ無理やり潜もぐり込んでどうにか落ち着くことに成功したラウルは壁にもたれ、受付でもらった求人票一覧をめくりながら独りごちた。

「……そういや前、生活費稼かせぐために私営ダンジョンの宝箱にアイテム補ほ充じゆうするバイトやったことあったっけな。俺が真心込こめて入れたやくそう、持ち物がいっぱいだったかなんだか知らないけど、そのまま地面に捨てられたときはマジ、へこんだっけ……」

　懐なつかしさのあまり、ついつい遠い目をしてしまうラウル。……ったく、やくそう一個くらい、捨てるんなら使って回復してってくれればいいのに。農家がどんだけ苦労してやくそう育ててんのか、都会のやつら分かってんのかよ。

　……って。

　空っぽの胃い袋ぶくろの差し込むような痛みを思い出すなり、ラウルはぶんぶんと頭を振った。

　いまは想おもい出に浸ひたってる場合じゃない！　早く仕事を見つけないとっ……！







　──『ニセ者さん。もう二度と、この店に近づかないでください』

　店長に店を追い出されたラウルはショックのあまり、アパートの部屋の鍵かぎや財さい布ふが入ったスポーツバッグを持ち出すことすら思いつかなくて。ふと気づけば、着の身着のまま王都の街をさ迷うという事態に陥おちいっていた。

　……もちろん、いまさら店にバッグを取りに戻るワケにもいかないし、所持品と言えば腕うでの時計と、昨晩の仕事帰りにコンビニで王都風からあげ弁当と鳥竜茶を買ったとき、ズボンのポケットに突つっ込んだお釣つりの40ゴールドとレシートだけ。

　念のため自分のアパートにも行ってみたものの、今朝がたラウル自身が施せ錠じようしてきた玄げん関かんドアはびくともしないし、ピッキングを試みようにも道具ひとつなく。そうこうしているうちに空腹の限界を迎むかえたラウルは当座の金を手に入れるため、久々に職業安定所へ向かったのだった。




「こういうとき、頼たよれる知り合いでもいればいいんだけどな……」

　職安の壁にもたれ、求人票を手にしたラウルは思わずため息をつく。

　脳裏に浮かぶ、王都に住む数少ない知人らの顔。

　とはいえ、マジックアイテム捜そう査さ官かんのソニアさんは女のコだから頼りづらいし、ライバル店アマダ・マジックのシエルは単なる顔見知りだし、勇者予備校で同級だったらしい竜りゆう騎き士しの……ええと、なんて言ったっけ？　とにかく、あいつともそこまで仲良くないし、まさか王女様のユニィさんに頼るワケにも……。

「……ダメだ、職場以外の交友関係がまったくない」

　……改めて、自らの人脈の貧しさを再確認するラウル。

　やっぱり、ここは自力でなんとかするしかない！




　老若男女、無数の失業者たちでごった返すロビィの喧けん噪そう。

　マジコム検けん索さくコーナーでは、いかにも歴戦の勇士といった風体の男性が人差し指でたどたどしくキーボードを打ち、就職説明会などの情報が貼はられた掲けい示じ板ばんの前では、いかにも凄すご腕うでのまじない師といったローブ姿の女性が、必死でメモをとっている。

　みんな、苦労してんだな……周囲を見み渡わたしつつ、ラウルは自分に活を入れた。さあ、俺も、頑がん張ばって仕事を探さないとな。

「ええと、日ひ払ばらいのバイトは……」

　空きっ腹に急せかされるように、ラウルはぺらぺらと求人票をめくった。

「っと、竜車ディーラーの営業、ドラゴンスタンドの給きゆう餌じサービススタッフ、毒の沼ぬま地ち除染作業員、１００Ｇショップレジ、魔ま法ほう健康食品販はん売ばい、やくそう加工工場のライン、おいしい聖水の宅配便、ぬののふくの検品・箱はこ詰づめ、マジカルパチンコのホールスタッフ……へえ、ブレイブアイランドも募ぼ集しゆうしてるのか。そういやあそこの全身鎧よろい着てたバイト、時給いいとか言ってたっけ……ていうか、ＭＥの募集多すぎだろっ……」

　リストをめくりつつ、ぶつぶつと独りごちるラウル。

　えり好みしてる場合じゃないし、多少キツそうでも、日給はそこそこでも、いまからすぐに働けるところがいい。……あと、賄まかないつきだったら最高なんだけどな。

　さあ、いったい、どこに応おう募ぼすべきか……。




　その瞬しゆん間かん。

　求人票をめくるラウルの手が、ぴたりと止まった。




『マジックショップ・レオン王都店

［Ａ］［Ｐ］［契］マジックアイテム販売・検品・品出し　9:30～20:30でシフト制、週１～２日、一日２ｈ～３ｈでＯＫ！

　アットホームな職場で、先せん輩ぱいスタッフによるフォローもバッチリ！　マジックアイテムに詳くわしくない方でも大丈夫です……』




「アットホームな職場です、か……」




　脳のう裏りをよぎる、レオン王都店で働いていた昨日までの自分の姿。

　求人票を手に、思わずため息をつき……そんな少年の前にふと、誰かが立ち止まった。




「──おや」

　……どこかで聞いたことのある声。

　はっと顔を上げたラウルの視界に、見覚えのあるスーツ姿の美女の姿が飛び込んでくる。

「って、お前っ、アマダのっ……！」

　きっちり揃そろえられたショートカットの黒髪と、知的でクールな切れ長の瞳ひとみ。形のいい胸に抱いだかれた、分厚い書類の束が挟はさまったバインダー。

　アマダ・マジック王都本店の若き副店長カレン・ディレクトリはラウルを見やり、いかにも事務的な表情で口を開いた。

「どうして、あなたがここに？　まさか、レオン王都店を首になったとか……」

「か、関係ないだろっっっ⁉」

　──レオン王都店店長セアラに個人的恨うらみを持つカレンが、昔の上司にそそのかされてフィノを奪うばおうと画策し、あの手この手でレオンを攻こう撃げきしてきたのはついこの間の出来事。

　けっきょく、彼女は上司を見限り、セアラ率いるレオンと和解？　したものの、いくら改心したとはいえ一度はフィノを奪い、レオン王都店を潰つぶそうとした相手。

　ラウルの口調は自然、とげとげしいものになる。

「そういうお前こそっ、こんなところでなにやってるんだっっっ⁉」

「企き業ぎよう秘密です。……まあ、とある筋からのタレコミ、とでも言いましょうか」

「まあ、さすがに、こういうことだとは思いませんでしたが……」

　やれやれと言った様子で嘆たん息そくしつつ、カレンがあらためて、ラウルへ視線を向ける。

「って、な、なんだよっっっ⁉」

　頭のてっぺんから、つま先まで。まるでダンジョンに住む走査虫が獲え物ものをスキャンするときのようにラウルを検分するカレン。

　にわかに警けい戒かいするラウルの前で、カレンが口を開いた。

「……ところで、ラウル・チェイサーさん。失礼ですが、先日の件の折、貴方あなたのことはいろいろと、調べさせて戴いただきました」

　バインダーの書類をめくりつつ、カレンが淡たん々たんと話を続ける。

「レオスタッド商会に入社してから一年と半年。仕事上でのめざましい功績は特になく、主な仕事は金銭授受や店てん舗ぽ雑事。商品案内もひととおりはこなすものの、アイテム知識は当社の店員レベルで言えば並以下。売上げ成績もぱっとしませんし、レオスタッド商会におけるあなたの店員としての評価は、それほど高いものではないと思います」

「余計なお世話だっっっ！」

　ただでさえニセ者に負けて凹へこんでるってのに、どうしてライバル店の副店長にまでダメ出しされなきゃいけないんだよっっっ⁉

　思わず声を荒あらげるラウルを見やりつつ、カレンが「しかし」、と続けた。

「──日常業務以外におけるあなたの活かつ躍やくには目覚ましいものがあります。なんでも、元勇者予備校の首席で、現役時代には勇者模試でＳ判定をたたき出したとか。……アマダは、有能な人材を広く求めています。もし、よろしければ、うちの店に来ませんか？」

「って、誰だれがアマダになんか行くかよっっっ！！！！！」

　カレンの思わぬ申し出を、ラウルは勢いよく却きやつ下かする。

　ニセ者のせいで追い出されることにはなったけど、俺はあくまでレオンの人間だ！　ライバル店……ましてや、魔人を道具扱あつかいしたり、圧あつ倒とう的てきな力でウチの店を潰そうとしたりするような会社でバイトなんか出来るはずがないっ！

「しかし、ここにいると言うことは、新しい仕事を探しているのでしょう？　率直に言いますと、アマダのアルバイトは、レオンの正社員よりも時給がいいですよ？」

「って、人がみんな金で動くと思うなよ慢まん心しんした業界最大手めっ！　アマダでバイトするくらいなら、刺さし身みの上にダンデライオン載っけるバイトの方がまだマシでっ……」

　ぐぅぅぅぅぅぅぅぅ。

　……その瞬間、ラウルの啖たん呵かに負けないほど威い勢せいのよい声をあげる腹の虫。

「そうですか……」

　思わず言葉を吞のみ込むラウルの前で、カレンが肩かたをすくめてみせた。

「うちの店が契けい約やくしているエターナルランチの給食弁当、味もボリュームも満点で、かなり評判がいいんですが……残念です」

「くっ……」

　た、食べ物で釣ろうとするなんて、どんだけ卑ひ怯きようなんだよっ！　切ない声をあげる胃袋をなだめつつ、ラウルはぎりりと歯ぎしりする。そんなことくらいで、俺は屈くつしないぞ！

　相変わらず折れようとしないラウルの強い視線に、カレンが小さく嘆息した。

「……どんな事情があるかは知りませんが、それだけの義理を立てるからには、レオンのことが気になるのでしょう？　うちに来れば、レオン王都店の状じよう況きようが、リアルタイムで分かりますよ？」

「って……！」

　ぐらりと揺ゆれるラウルの心。

　レオン王都店の様子……特にニセラウルの動向は、ラウルがいま一番気になっている部分だった。あいつがいったいなにを企たくらんでるのか、王都店のみんなに危害をくわえることはないか、考えただけでも心がざわめき、いてもたってもいられなくなる。

　……とはいえ、店長によって店に近づくことを禁じられたラウルにそれをたしかめる術すべはなく、ここに来る直前まで、ラウルは未練がましく店の近くをうろつきながら歯がゆい思いをしてたくらいだ。

　でも、アマダに行けば、リアルタイムで状況が分かるだって！




　……って、リアルタイムっ？

　ふと、ラウルは我に返る。ちょっと待て、どうしてアマダが、うちの状況を……って！

「おいっ、お前っ、またレオンに盗とう聴ちよう器きをっっっ⁉」

　……先日のアマダとの勝負の際、カレン副店長がレオンの売り場に盗聴器を仕し掛かけ、ラウルたちの動向を盗ぬすみ聞きしていたことは記き憶おくに新しい。

　あのとき見つけられた盗聴器は、店長の手によってカレンへ返されたものの……くそっ、こいつ、性しよう懲こりもなくっっっ！

「人聞きの悪いことを言わないでください」

　……しかし、当のカレンはラウルの言葉に、さも心外とでも言わんばかりの顔をする。

「恥はずかしながら、あの件ではセアラさんにずいぶん痛い目に遭あわされましたからね。盗聴器の類たぐいはもう、こりごりです」

「でもっ、それなら、どうやってっ……」

　少年の問いに「ええ」と頷うなずきつつ、カレンがさらりと口を開いた。




「レオン王都店内にある防犯用マジックカメラをハッキングしました」

「って、思い切り犯罪じゃねえかっっっ！」




　思わず叫さけぶラウルの前で、カレンが不思議そうな顔をする。




「犯罪ではありません。ＭＩＴネットワーク関連の法整備が後れていることを逆手に取った、我が社の技術的な勝利です」

「いや、それ、グレーすぎだろっ……」

　冷ひや汗あせをかきつつ呟つぶやくラウルの前で、切れ長の瞳をすがめたカレンが問うた。




「──さあ、ラウルさん、どうしますか？」




　　　　＊　＊　＊




「いらっしゃいませっ！」




　──白いワイシャツに、大きなポケットがついた黒いベスト。

　アマダの制服に身を包んだラウルがにこやかに声をあげる。

「大陸最大級の品しな揃ぞろえ、アマダ・マジックへようこそっ！　こちら、最新のチラシをお受け取りくださいーっ！」




　ううっ、なんなんだっ、この罪悪感っ……！

　営業スマイルを浮うかべてチラシを配りつつ、ラウルはつい、心の中でぼやいてしまう。

　いくらレオンを追い出されたからって、その日のうちにライバル店に就職して、こうやってそこのチラシ配ってるだなんて我ながら節操ないっていうかっ、マジ、すっげえ後ろめたいっ……！

　……でも、これもすべてはレオンに戻もどるため。ラウルはそう、自分に言い聞かせる。軍資金を稼かせいで、情報を手に入れて、ニセ者の尻尾しつぽを摑つかむまでの辛しん抱ぼうだ。

　それに、雇やとわれた以上は、自分の義務は果たさなきゃいけない。お客さんにしてみれば俺の事情なんて関係ないんだし、だらだらしてたら不快に思われちまう。レオンのことは気になるけど、いまはここで、アマダのバイトとして、一いつ生しよう懸けん命めいに働かないと！

　そう決意するなり、ラウルはいままで以上に大きく声を張りあげた。




「──いらっしゃいまっ……」




　……言いかけたラウルの視界に飛び込んでくる、なんだかとても見覚えのあるくすんだ金きん髪ぱつとフチの丸い眼鏡。

　ラウルがさっと目を伏ふせると、チラシを受け取りかけたお客さんが怪け訝げんな声を出す。

「どうしたんです？」

「い、いえ……」

　──彼はレオスタッド商会本部社員、ギル・ブランド店てん舗ぽ支し援えん課課長。よくレオン王都店を訪問しては竜りゆう箱ばこの隅すみを突つつくような難なん癖くせつけたり、怪あやしいアイテムを持ち込んだりなんかしてくる人物だ。

　店舗支援課といえば、社内のなんでも屋みたいなもの。競合ライバル店を偵てい察さつし、本部や店舗に情報提供するのも立派な業務だけど……でも。

　よりによってこのタイミングでライバル店に来なくたっていいじゃねえかっっっ！

　や、やばいっ……！　とっさに低い作り声で答えながら思いきり戦せん慄りつするラウル。チラシを握にぎる手のひらに、イヤな汗が浮かぶ。

　ただでさえ、本部目線で店舗にねちねち嫌いやみを言うのが生きがいでありかつ存在理由であるという陰いん険けんなギル氏のこと。もしも王都店の店員がアマダでバイトしてるのがバレたら確実に大問題になっちまう！　ここは、ぜったいに隠かくし通さないとっ！




「……あなた、どうして顔を背そむけるんです？」

　そんなラウルの気も知らず、ライバル店アマダの偵察中とおぼしき本部社員が口を開いた。

「わたくしと目を合わせると、なにかまずいことでもあるんですか？」

「ま、まさか、そんなことはっ……」

「そういえば、あなたの背格好、どこかで見覚えがあるような……」

「あ、あのっ！　お、俺っ、人と目を合わせると爆ばく発はつする体質なんですっっっ！」

「おや、そうでしたか。それは、大変ですね……」

「って、なにのぞき込もうとしてるんですかっっっ⁉」

「いや、一度見てみたいじゃないですか。人が爆発するところって」

「あんたは鬼おにですかあああああっ！！！！！」

「いやだなあ、冗じよう談だんですよ」

　しれっと言いつつ、チラシを受け取るギル氏。

　そのまま売り場へ歩き始めたギル氏を見送りつつ、ラウルはほっと胸をなで下ろす。

　た、助かった……さあ、このまま、早くどっかに行ってくれっ！

「……ところで、チラシに載のってるこのマジカルホッピング、どこにあるんです？」

　……って、なんで俺に聞くんだよっっっ⁉

　数歩進んだところで振ふり返ったギル氏から素す早ばやく顔を背け、ラウルは作り声で答えた。

「あ、あのっ、そ、それでしたら、あちらのコーナーに……」

「ええと……よく分からないので、売り場まで案内して戴いただけませんか？」

　って、他ほかにもヒマそうな店員いっぱいいるだろっ⁉　なんでよりによって俺に振るんだよおおおおおっっっ⁉

「は、はい、ただいまご案内しますっ……」

　……しぶしぶ頷き、顔を隠したまま先に立って歩き出すラウル。

「店員さん、面おも白しろい声ですね？」

「よ、よく言われますっ……」

　ギル氏の言葉に愛あい想そ笑いしつつ、ラウルは胸中で叫んだ。……くそっ、本部社員爆発しろおおおおおっ！







「あー……神経使った……」

　……これ以上ないほど疲つかれ切った表情で、ラウルは深々と嘆たん息そくする。

　まさか、ホッピングについてあれほど詳くわしい説明を求められるだなんてっ……ていうか、バネの太さはともかく、ジャンプ時に腕うでに掛かかる力の大きさなんざカタログに書いてあるワケねえだろっ⁉　マジックフォンで問い合わせたメーカーの人も苦く笑しようしてたし、あの人ライバル店のスタッフに無茶な問い合わせして厭いやがらせするのが趣しゆ味みなの⁉　まじ迷めい惑わくすぎんだろっっっ⁉

　まあ、ずっと顔伏せてた甲か斐いあって、どうにかバレずにやり過ごすことはできたものの……げっそりした顔で、ラウルは目をすがめる。

　本部社員はともかく、ここ、うちの店レオンのお客さんもけっこう来てるんだろうし。たとえ相手が本部社員じゃなくたって、俺がここにいるのが見つかったら、いろいろと面めん倒どうっていうか、マズイよなっ……。

　……いっそ、顔でも隠すか？　つい、ラウルはそんなことを考えてしまう。でも、サングラス掛けたマジックショップの店員なんて、いくらなんでもあり得ないしっ……。




「──あれ、もしかして、ラウルさん？」

「っっっ⁉」




　とつぜん声を掛けられ、竜に息を吹ふきかけられたスライムみたいに飛び上がるラウル。

　あわてて振り返ったとたん、アマダの制服を着た金髪碧へき眼がんの少年の姿が視界に飛び込んでくる。

「……って、なんだ、シエルか」

　──顔見知りのアマダ店員、シエル・スクリプト。

　思わずほっとするラウルを見やり、シエルが驚おどろいたような顔をした。

「って、ラウルさんっ、どうしてうちの制服着てるんですかっ？」

「いや、ま、その、いろいろあって……」

「まさかっ、レオン王都店、ついに潰つぶれちゃったとかっ……！」

「へっ……」

　きょとんとするラウルの前で、シエルが悲しげに首を振る。

「ああっ、たしかに、いずれはそうなるんじゃないかっていう覚かく悟ごはしてましたっ……。レオンさんのレトロでマニアックな品揃え、ぼくみたいな人間にはとても居い心地ごこちのいいお店でしたけど、一いつ般ぱんのお客さんは完全に置いてきぼりでしたしっ……」

「いや、べつに、うちの店は……」

「ぼく、ほんとに残念です。レオンさんは癒いやしスポットだったのにっ……でも、レオンさんが潰れてしまったってことは、愛いとしのセアラさんも職を探されてるはずですよねっ？　ぼくのところに永久就職しませんかって声を掛ければ可能性がっ……」

「レオン王都店は本日も通常営業中ですっっっ！」

　ラウルが叫ぶと、シエルが目を丸くした。

「じゃあ、ラウルさん辞やめたんですか？」

「いや、ま、辞めたっていうか、その……」

　まさか、俺そっくりのニセ者が現れて追い出されたとはっ……。

　シエルの問いに目を逸そらし、すっかり口ごもるラウル。

　と、ラウルと話していたシエルが不意に、ぴしりと背筋を正した。

「こんにちは、おつかれさまです」

「っ……⁉」

　ていねいな口調で言いながら、ちょうど前の通路を通りかかった男へ頭を下げるシエル。少年につられ、かたわらのラウルもあわてて頭を下げる。

「いやあ、どーもどーも、シエルさん、ご苦労様です」

　にこにこしながら会え釈しやくを返してくる、黒くろ縁ぶち眼鏡の男。

　歳としは四十後半ぐらいだろうか。黒くろ髪かみをオールバックになでつけ、品のいいスーツに身を包んだ姿はいかにも人当たりのいいサラリーマンといった風体だが、人の良さそうな笑えみが浮かべられた顔は、よくよく見れば歴戦の戦士のように精せい悍かんだ。

　あれ？　ふと、ラウルは首をひねった。この人、どっかで見たことあるような……。

「っ……」

　シエルのかたわらに立つラウルを見やったとたん、はっと息を吞のんで。眼鏡の男はなんだか少し驚いたような顔をし、ラウルへ訊たずねてくる。

「あの、ところで、君は……」

「えっ、あっ、はいっ！　お、俺っ……僕はっ、今日から入った新人バイトでっ……」

「新人バイト……」

　とつぜん話を振られて声をうわずらせるラウルの前で、眼鏡の奥の目を僅わずかに細めた男がやがて、にっこりと笑った。

「そーですか、そーですか、それはそれは、ご苦労様です。大変でしょうが、がんばってください」

　軽く会釈するなり、きびきびとした足取りで歩き始める男。

　細身ながらがっしりとした男の背中を見やりつつ、ラウルがシエルへ耳打ちした。

「おい、いまの人、誰だれなんだ？　俺、なんか見覚えが……」

「ああ、親会社の役員査察ですよ。インペリアル社っていう武器メーカーなんですけど、ラウルさん知ってます？」

「って、知ってるもなにも、超ちよう大手の老舗しにせ武器メーカーじゃねえかっっっ！」

　予想だにしなかった解答に、ラウルは思わず色めきたつ。

「インペリアルって言や、月刊勇者マガジンの一度は使ってみたい武器ブランドランキング不動の一位だぜっ⁉　そういや前に『オールＡ』が親会社は武器メーカーだとか言ってたけど、あれマジだったのかよっ！　あそこ、社長も幹部も元勇者だから勇者視点の武器づくりに定評があって……って、いま通ってったの、まさかアーウィン・デイルっ⁉」

「あ、はい……」

　ラウルの剣けん幕まくに押されたように頷うなずきつつ、シエルが首を傾かしげた。

「もしかして、アーウィンさんって、有名な勇者だったんですか？」

「って、お前《太刀たちの勇者》アーウィン・デイルも知らないのかよっ⁉　切断に特化したカタナっていう異国の武器を使ってオリハルコンさえ切きり裂さくっていう！　ウェスタンデジットの戦いで魔ま王おうの角を切り落とした功績によりＳクラス勇者になってっ、四十の若さで電でん撃げき引退してっ……どうりで身のこなしが違ちがうと思ったらっ！」

「は、はあ……」

「ていうか俺っ、いま生アーウィン氏と会話しちまったのかよっ⁉　歴史に名を刻むような勇者なのに俺みたいな下したっ端ぱにまで声かけてくれるだなんて、実るほど頭を垂れるライスプランツって言うかっ……くそっ、サインもらえば良かったっ……！」

　すっかり興奮したようにまくしたてるラウル。……でもっ、仕方ないだろっ！　だって相手は、勇者カードでもぶっちぎりの一番人気だったキラカード勇者、アーウィン・デイルなんだぜっ⁉

「……あの、じゃあ、ぼく、そろそろ仕事に戻もどりますね」

　感動にうちふるえるラウルのかたわらで、シエルがおずおずと口を開く。

「レオンとはいろいろと勝手が違うでしょうけど、頑がん張ばってくださいね、ラウルさん」

　にこにこと人当たりのいい笑みを浮うかべ、シエルが軽く会釈した。




　　　　＊　＊　＊




「──ラウルさん、こちらへどうぞ」




　待ちに待った休きゆう憩けい時間。

　売り場でカレンに声を掛けられ、ラウルはそのまま、バックヤードの奥にある副店長室へと案内された。

「って……！」

　部屋に踏ふみ込んだとたん視界に飛び込む数台のマジコムモニタ。

　少し画質は粗あらいものの、そのすべてに、見慣れたレオン王都店の光景が映っている。

「カレンさんっ、いつもこんなの見てたんですかっっっ？」

「恐きよう縮しゆくです」

「いや、ぜんぜん褒ほめてませんからっっっ！」

　思わず声をあげるラウルの前で、カレンが目の前のキーボードを指した。

「レオン王都店内の防犯カメラは全部で九台。ただし、二台は故障中のようです。現在はランダム表示になっていますが、こちらのキーで任意のカメラを選せん択たく、拡大することも可能です。もっとも、元々の性能が絶望的に低いので、解像度はあまりよくありませんが」

「……お気き遣づかいは感謝してますけど、遠回しにうちの備品ディスらないでくれません？」

「音声は拾えませんが、参考にはなると思います」

　半眼で呟つぶやくラウルの言葉も気に留めず、淡たん々たんと続けるカレン。……と。

「って、あれっ？」

　まるでカレンの性格を表すかのようにきっちりと片付けられたデスク。

　その端はしに置かれた写真立てに気づき、ラウルは思わず表情をゆるめた。

「それ、カレンさんのかわいがってる猫ねこですか？」

「～っっっっっっっ！！！！！！！！！」

　次の瞬しゆん間かん、耳まで赤面したカレンがすさまじいスピードで写真立てを回収し、背中に隠かくしながらこほんと咳せき払ばらいする。

「で、では、ご自由にっ……」

　──そう言い残し、足早に部屋を出て行くカレン。

　残されたラウルはひとり、モニタへと向き直った。




「さて、と……」

　カレンに渡わたされたエターナル弁当のフタを開けつつ、ラウルが画面へ目を向ける。

「いまんとこ、特に変わったところはなさそうだけど……」

　──カレンのモニタに映し出されたマジックショップ・レオン王都店内。

　平日夕方の店はいつものように閑かん散さんとしていて、数人のお客さんが思い思いに商品を見て回っている。

　レジカウンタにはフィノとアイリの姿。時間的に、仕入れ伝票のチェック中だろうか。不意に顔をあげたフィノが、かたわらのアイリになにか話しかける。

　……と。

「……っ！」

　マジコムコーナーの前にニセラウルの姿を認め、ラウルは思わず身を乗り出した。

　売り場の隅すみでなにやら会話を交かわすニセラウルと副店長。

　ニセラウルがなにか口にしたとたん、バイザー副店長が感心したように頷いて。たまたま側そばを通りかかったセアラ店長も、ニセラウルへやさしげなまなざしを向ける。

　なんだかとても和なごやかで、和わ気き藹あい々あいとした雰ふん囲い気き。

　マジコムモニタを見やりつつ、ラウルが割わり箸ばしをぎゅっと握にぎりしめる。

　くそっ、あいつ、すっかり店に馴な染じみやがって！




　映像の中、本来ならばラウルがいるべきはずの場所でうれしそうに微笑ほほえむニセラウル。

　……ライバル店の副店長室で、ライバル店の制服に身を包みつつ。ラウルは苦々しい面おも持もちで歯ぎしりした。




　　　　＊　＊　＊




「──おい、なんでお前、俺の名前知ってんだよっ？」




　声掛けしたとたんお客さんに怒ど鳴なられ、黒髪の少年が目を瞬またたかせる。

「あの、いつも見かけますし、メンバーズカードを読み込んだとき名前が出るので……」

「お前に教えるためにカード作ったわけじゃねえし、そもそも店員風ふ情ぜいがなに俺を名前で呼んでんだよっ⁉　図ずう々ずうしいんだよっ！」

「っ……」

「くそっ、気分悪いっ！　こんな店二度と来るか！　おい、俺のデータ消しとけよ！」

　財さい布ふから取り出したメンバーズカードを床ゆかへ叩たたきつけて、店を出ていく男。

　あっけにとられたようにたたずむ少年の肩かたへ、ふと、誰かが手を置いた。

「……副店長？」

「あー、災難だったなー……」

　同情するように目をすがめ、入り口ドアを見やった副店長が少年の目の前で嘆たん息そくする。

「あのお客さん、いつもあーなんだよ。すげえ気難しくって、ちょっと気にくわないことがあるとすぐカードの登録データ消せって騒さわぐくせに、ほんとにデータ消すと、次に来たとき俺のポイント返せ訴うつたえてやる！　とかってごねるんだよなー。一度消したら元に戻せねーシステムだっての。おれも昔、ひどい目に遭あって……」

「…………」

「ま、まあっ、そのっ、ラウル君は悪くねーし、あーいうヘンなお客さんは天災みたいなモンだから、気にしないのが一番さっ」

「…………」

「あー……ラウル君、ちょっと小休憩でも行ってくるかー？　ガムでも嚙かんで、イヤな気持ちを切り替かえてー……」

「うわあっ、オモシロいっ……」

　気遣うような副店長の言葉をよそに、ぽつりと呟く少年。

「へっ？」

「いえ、ああいう反応もあるんだなって。なんか、面白いですね」

　思わず声をあげる副店長を見上げ、ラウルと呼ばれた少年がにっこりと笑ってみせる。

「お気遣いありがとうございます、副店長。でも、オレ、ぜんぜん気にしてないんで大だい丈じよう夫ぶです」

「へえ、ラウル君、あーゆークレーム苦手だとばっかり思ってたのに、ずいぶんとタフになったねえ……」

　余よ裕ゆうたっぷりな部下の言葉に、副店長が感心したように独りごちた。




　　　　＊　＊　＊




「──ねえ、アイリ。店長が追い出したのって、ほんとに、ニセ者なのかなあ？」




　店をぐるっと見渡せる位置にある入り口隣となりのレジカウンタ。

　フィノの言葉に顔を上げ、目をすがめたアイリが嘆息した。

「ラウル・チェイサーは問題なく仕事してるし、むしろ絶好調みたいじゃない。……だいたい、店長が部下を間ま違ちがえるハズ、ないんじゃないかしら」

「うん。オレ様も、そう思うんだけど……──」

「──おい、お前ら、なに話してるんだ？」

「「っ⁉」」

　……ウワサをすればなんとやら。たまたま前を通りかかったラウルが、レジカウンタの少女たちへ声を掛かけてくる。

　気まずげな顔をするアイリをよそに、なにか考え込んでいたフィノがふと、口を開いた。

「ねえラウルっ、オレ様、そろそろアパートの前に毒の沼ぬま地ち作ろうと思うんだけど……」

「へっ？」

　とつぜんフィノが言い出した言葉にきょとんとするアイリ。

　カウンタの向こうで、ラウルが目を丸くする。

「あ、ああ、そうか……怪け我がしないように気をつけろよ？」

「う、うんっ！」

「完成したら、オレにも見せてくれよ」

　爽さわやかに言いながら、売り場へ戻っていくラウル。そんな少年の姿に、フィノがふっと目を細めた。

「やっぱり……見た目も声もラウルだけど、なんか、違うような気がする……」

「まあ、あなたの言いたいこと、なんとなく分かるけど……」

　フィノと同じく、どこか納なつ得とくいかないといった表情でラウルを一いち瞥べつして。しかし、アイリはやがて、自分に言い聞かせるみたいに首を振ふる。

「……でも、たぶん考えすぎよ。朝からふたりもラウル・チェイサーを見たから、きっと混乱してるだけ。じきに慣れるわ」

「そうかなあ……」

　アイリの言葉に生返事しつつ、目を伏ふせたフィノがぽつりと呟いた。




「でも、オレ様、やっぱり、あっちの方のラウルがっ……」




　　　　＊　＊　＊




「くそっ、ぜったい、あいつの正体を暴あばいてやるっ……！」




　神経をいらだたせるようなうざったい羽音。

　秋にはころころしたドングリをたくさんつけるオウトクヌギの枝の上。竜りゆうあんパンをくわえたラウルは手にした紙パック入りミルクを振り回し、顔にたかろうとするモンスターモスキートを追い払はらいつつ独りごちる。

　アマダでのバイト初日をどうにか終えたラウルは、コンビニで軽食を購こう入にゆうしたあと自分のアパートへ向かい、ちょうどラウルの部屋のベランダあたりまで伸のびたこの木の枝に陣じん取どって、ニセラウルの帰宅をひたすら待ち構えていた。




　……先刻、アマダの副店長室でラウルが見たレオンの映像。

　店長や副店長、フィノやアイリ……王都店のスタッフたちに囲まれて楽しげに笑うニセラウルの姿を思い浮うかべ、ラウルは悔くやしさに身を震ふるわせる。そこは、俺の場所なのにっ！

　仲間も、家も、俺のものを全部奪うばいやがってっ……あいつ、ぜってー許さねえっっっ！

　木の枝の上に身を潜ひそめ、これで何十回目か分からぬ決意をあらたにするラウル。

　ぜったいにあいつの尻尾しつぽを摑つかんで、すべてを取り戻もどしてやるっ！




「……ていうか、あいつ、なにやってんだよ」

　腕うでの時計を見やりつつ、ラウルはじれったそうに吐はき捨てる。

　……しかし、それもやむを得ぬこと。レオンとアマダの閉店時間はどちらも同じ夜８時だが、ほとんど定時で上がってきたアマダのラウルとは違い、レオンのニセラウルは閉店後も作業に追われてるはずだ。

　レジ締しめやモップがけはもちろん、営業時間中に並べきれなかったアイテムの品出しや、翌日から反映される価格変へん更こう商品のプライスカードの貼はり直し。集中しないとなかなかうまくいかない商品ＰＯＰを作ったり、本部に提出する報告書を作成したり……なんたって、うちの店レオンの仕事は店が閉まってからが本番だからなっ！

　……けど、バイトとはいえレジ締めから十五分で帰れるだなんて、さすがアマダは業界最大手っていうか。うすうす思ってたけど、もしかして、うちの会社レオスタツドってブラッ……い、いやっ！　ダメだ！　それ以上は、いけないっっっ！

　ぶんぶんと頭を振るラウル。

　と、それまで暗かったラウルの部屋に、ぱっと明かりが灯ともった。




「っ……！」

　思わず息を潜めるラウルの視界の中、窓まど枠わくの向こうに、ひとりの少年の姿が現れる。




　黒い髪かみに、黒い瞳ひとみ。ラウルとうり二つの顔と背格好。

　斜ななめがけしていたラウルのスポーツバッグを床へ置き、黒いズダ袋ぶくろと近所のコンビニの袋をローテーブルへ投げ出すなり、ニセラウルが我がもの顔でベッドに腰こしを下ろした。

「って、あのパッケージは８００ゴールド台の特製弁当っ⁉　ああっ、しかもビッグ竜フランクにメガ盛りブラックハッシュドポテトっ、フェニックス卵の高級プリンにハーゲン・バッツのパイント容器までっ……って、あれ、チャラ男御ご用よう達たしの男性誌じゃねえかっ⁉　『二大特集！　女をオトす最強テクニック＆ちょいワル男子の盗賊シーフ系ファッション！』とか、あいつ俺の格好でなんてモン買ってんだよっっっ⁉　これからあそこのコンビニに行きづらくなるだろうがあああああああっ！」

　くそっ……！　鼻歌交じりにコンビニ袋を漁あさるニセラウルの様子を覗のぞきつつ、ラウルは怒いかりにわなわなと震えてしまう。給料日前だってのにあいつっ、俺の金でさんざん贅ぜい沢たくしやがって……っ！

　一部始終を覗かれているとも知らず、パキンと割わり箸ばしを割るニセラウル。

　と、割り箸を手にしたまま、彼はふと、かたわらに置かれたズダ袋へと手を伸ばした。

「って……」

　やがて袋から現れたそれに、ラウルはつい、目を丸くしてしまう。




　──『ゼロから学ぶマジックアイテムのキホン』、『リアン・リー式エクストリーム接客術』、『クレーマーと戦う～接客戦士に送る十の秘策』、『お客さんはスライム算で増やせ！』……次々に取り出される数冊の本や、いくつもの分厚いファイル。

　そのうち一冊のファイルを開くなり、ニセラウルがもくもくと弁当を食べ始めた。

　って、あいつ、なにやってんだよっ……！

　せっせと箸を動かしつつ、ファイルへ目を走らせるニセラウル。

　弁当を食べ終えたあともニセラウルはファイルから目を離はなさず、ときに手を止めてなにやらぶつぶつと呟つぶやき、手帳にメモを書き留めて……その表情はひどく真しん剣けんで、自分と同じ顔ながら、なんだかひどくカッコよく見える。

　ていうか、あいつが読んでるあのファイル、表紙の色といい、厚みといい、なんか、どっかで見たことあるような……。

　確かく認にんしようと身を乗り出した、その時。

　ラウルの耳に、聞き慣れた玄げん関かんチャイムの音が飛び込んだ。




「！」

　窓枠の中で立ち上がり、玄関へと消えるニセラウル。

　ややあって、窓枠の中にニセラウルともうひとつ、新しい人ひと影かげが映る。

「……って、フィノっ⁉」

　慌あわてて葉の陰かげに隠かくれて息を潜めるラウル。

　……やがて、窓ガラス越ごしに、ふたりの会話が聞こえてきた。







「──……ラウル、用事ってなに？」

「じつはさ、ちょっと、お前に聞きたいことがあって……っ⁉」

　言いかけて、ふと、言葉を切るニセラウル。

　その視線が、フィノのシャツの胸むな元もとへ吸い寄せられる。

「フィノ、お前、それっ……」




　少女の襟えり首くびからちらりと覗くごつごつした鎖くさりと、その先に下がる闇やみ色の石。

　それに気づいたとたん、ラウルも思わず息を吞のむ。

　ちょっ、あれってっ……！

《支配の血星石ブラツドストーン》──魔ま王おうが魔人を支配するために使う、魔王のマジックアイテム。

　かつて、元勇者のごろつきどもと先代魔王の腹心だった魔人レイドが共きよう謀ぼうし、「魔王になれ」とフィノに迫せまったときに彼らが突つきつけてきた石で……って、たしかレイドが持ち去ったハズだったのに、なんでフィノが持ってるんだよっ⁉

「なあ、それ、見せてもらっていいか？」

「えっ……」

　ニセラウルの申し出に、びっくりしたように目を丸くするフィノ。

　ややあって、少女が遠えん慮りよがちに口を開いた。

「な、なんでっ？」

「いや、すげえきれいだし、カッコいいから」

「いい……けど……」

　おずおずと言いながら、フィノが自分の胸元にそっと、手を差し入れた。




　白い肌はだに鎖を絡からませつつ胸の谷間から現れる、血ち飛沫しぶきのような真しん紅くをまとった闇色の石。

　フィノの胸の前に下げられた《石》を見やり、ニセラウルがまぶしそうに目を細める。




「だ、だめっっっ！！！！！」

「っ⁉」




　ニセラウルが触ふれようとしたとたん、かばうように血星石を抱だきしめるフィノ。

　思わぬ反応にびっくりしたように、ニセラウルがあわてて手を引っ込めた。

「だ、だめっ……これ、人間がさわるとすっごく痛いんだぞっ⁉」

「す、すっごく痛いのか……？」

「うんっっっ！」

　血星石を腕で覆おおったまま、フィノが大きく頷うなずいて、

「だからっ、ラウルがさわるのはダメっっっ！」

「わ、分かったっ……」

　少女の剣幕に押され、おずおずと答えるニセラウル。

　石を手にしたフィノが、上うわ目め遣づかいにニセラウルを見上げる。

「それで、話って、なんなんだっ？」

「あ、ああっ……」

　目の前の少女を見下ろし、ニセラウルが口を開いた。




「──お前さ……ほんとに、魔王になる気はないのか？」

「っ……！」




　血星石を手にしたまま、はっと表情を強こわばらせるフィノ。

　すぐそばの枝の上で、ラウルも思わず息を吞む。

　あいつ、まさか、フィノの正体をっ……フィノが魔王の娘むすめってこと、知ってるのかっ？




　目の前の少年を見つめ、なにか言いかけて、ためらうように口を閉じ、またなにか言いかけたあと、ぶんぶんと首を振ふって……。

　……やがて、フィノがおそるおそる聞き返す。

「ど、どうしてそんなこと聞くんだっ？」

　戸と惑まどうようなフィノの問いに、ニセラウルがふっと、唇くちびるの端はしを持ち上げた。

「だって……」

　その両手が不意に、目の前にたたずむ少女の首へと伸ばされ……っ⁉




　──反射的に身構えたラウルの前で、フィノの肩かたをぎゅっと摑んで。

　まっすぐ少女の瞳をのぞき込んだニセラウルが、真剣な顔で言い放った。

「……オレ、お前のことが好きなんだ」




　……って、あいつ、アイリだけじゃ飽あき足らずっ、フィノにまで毒どく牙がをっっ⁉




「え、ええと……」

　ニセラウルの告白に、きょとんとしながら蒼あおい目を瞬またたかせるフィノ。

　ややあって、少女がためらいがちに聞き返す。

「オレ様も、ラウルのこと好きだよ？」

「いや、そうじゃなくって、お前と、ずっと一いつ緒しよにいたいっていうかっ」

「そんなの、好きなら当然だろ？」

「その……お前と、恋こい人びと同士になりたいっ」

「コイビトドウシ？」

「だから、その、もっと仲良くなりたいっっていうか」

「もっと仲良くなるって……これ以上、どうやるの？」

「いや、だからっ……っ、なんて言えば分かるのかなっ……」

　どうしてそんな当たり前のことを言うんだろう？　なんて顔で聞き返してくる少女の反応にすっかり苦戦するニセラウル。

　木陰から様子をうかがいつつ、ラウルはほっと胸をなで下ろした。

　……へっ、ざまあ見ろっ！　すっかり弱り切った表情のニセラウルに、ラウルは思わずほくそ笑えんでしまう。

　あいつがなに考えてるか知らないけど、フィノにそんなこと言ったって通じるもんか。だいたい、あいつ、カノジョの意味だって分かってないんだぞっ？　だから、お前の思い通りには、ぜったいっ……。




「……オレ、お前と子どもを作りたいんだ」




　ニセラウルがさらりと口にした瞬しゆん間かん、ラウルはあんぐりと口を開いた。

　って、あいつ、俺の顔でフィノになに言ってやがるんだよっっっ！！！！！




「え」

　ニセラウルの言葉を聞いたとたんに蒼い目を丸くするフィノ。

「ええと、そ、それって……」







[image: ]







　ほんの少しだけ、間があって。

　一瞬後、あどけないフィノの顔が、みるみるうちに赤く染まった。




「くそっ！　あいつめっっっ！！！！！」

　身を隠していることも忘れて飛び出しそうになるラウル。

　しかし、それより先に、真っ赤になったフィノがニセラウルの身体からだを突き放し、あわてたように後ずさる。

「あっ……」

　これ以上ないほど頰ほおを上気させ、声にならない声を洩もらすフィノ。

　ニセラウルから目を逸そらすなり、少女がくるりときびすを返した。




「お、おやすみなさいっっっ！！！！！」

「って、おいっ、フィノ！」




　うわずった声で叫さけぶなり、ぱたぱたと逃にげていくフィノ。

　ひとりぽつんと部屋に取り残されたニセラウルを見やり、枝の上のラウルはなんだか少し安心する。

　……って、安心してる場合じゃねえしっ！

　あいつの目当て、フィノなのかっ……？　そう思ったとたん、ラウルの背中がぞくりと粟あわ立だつ。フィノが魔王の娘だと知ったうえで、俺のフリして近づいて……あいつ、いったいなにを企たくらんでやがるっ⁉




　……あいつを、このままにしちゃおけない！

　窓まど枠わくの向こうのニセラウルを睨にらみつつ、ラウルは胸中でそう呟つぶやいた。




　　　　＊　＊　＊




　──あーあ、逃げちゃった。

　あわてて部屋を飛び出していく少女の背中を見やりつつ、黒くろ髪かみの少年が嘆たん息そくする。

　……さすがに、ちょっと焦あせりすぎたかな？　でも、あの子も、魔王の娘にしてはずいぶんウブっていうか、かわいい反応しちゃってさ。ま、気持ちは分からないでもないけど。

　どっちにしろ、チャンスはまだ、いくらでもある。

　少女が持つ闇色の石を思い出し、少年はくすりとほくそ笑んだ。

　やっと、やっと見つけた。アレさえ手に入れれば、ボクは……！




「……と」

　ぽんと手を叩たたくなり、少年が思い出したように読みかけていたファイルを拾い上げる。

「今日やった仕事の疑問点と改善点、忘れないうちに、復習しとかないとっ……」




　　　　＊　＊　＊




「いらっしゃいま……ふああああっ……」




　とても平日とは思えないような賑にぎわいを見せるアマダ・マジック王都本店。

　今日も今日とてアマダの制服でチラシを配りつつ、ラウルはまるでワーウルフのような大あくびをしてしまう。




　──結局、昨夜はあのあとも一晩中アパートを見張っていたラウルだったが、ニセラウルに不ふ審しんな動きは見られなかった。ラウルが危き惧ぐしたように隣りん室しつのフィノを狙ねらうでもなく、ニセラウルはファイルの資料や接客ハウツー本を読みあさったあと、明かりを消して大人しく眠ねむりについたようだ。

　……ま、不思議と言えば、枝の上でうたた寝ねしていたラウルの肩にいつの間にか、いい匂においのするやわらかな毛布が掛かかってたことだけど……きっと、どこかの誰だれかが干しっぱなしにしていた洗せん濯たく物ものが風で飛んで、たまたまラウルの身体に引っかかったんだろう。




　さいわい、フィノは本日公休日。ニセラウルは店へ向かったから、少なくとも、レオンの営業時間中はフィノは安全なハズだ。

　……もちろん、あいつの狙いがフィノじゃなく、レオン王都店や他ほかのなにかって可能性もあるし、不安は残るけど、あそこには俺と同じ元勇者志望のアイリも、先代魔ま王おうをたったひとりで倒たおしたセアラ店長だっている。そもそも俺、レオンに出禁食らってるし……その点、ここアマダにいれば、あいつの動きもある程度は監かん視し出来る。カレンさんも、俺の仕事中になにかあれば、すぐ教えてくれるって言ってたし、とりあえずは大丈夫だろう。




　本当は、フィノに会って来たかったけど……。

　今朝のことを思い出し、ラウルは思わず嘆息した。







　早めにアパートを出て意い気き揚よう々ようと出勤していくニセラウルを見送ったあと、ラウルはすぐにフィノの部屋へと向かった。レオンに残った方のラウルがニセ者で、フィノを狙ってるかもしれないということを伝えようとしたのだ。

　でも、信じてもらえなかったらどうする……？

　昨日の店長の冷たいまなざしを思い出し、フィノの部屋のチャイムを押しかけたラウルは手を止めた。

　フィノだってきっと、店長に追い出された俺のことをニセ者だと思ってるハズだ。

　いつも無む邪じや気きに俺を慕したってくれるフィノ。

　もしも、あいつにまで、あんな目で見られたら、俺はっ……。




　──けっきょく、チャイムを押すことは、どうしても、できなくて。

　ポケットから出てきたレシートに「レオン王都店のラウルに気をつけろ」なんて書き殴なぐってドアの隙すき間まに差し込むなり、ラウルはアマダへ出勤したのだった。







　やっぱり、ちゃんとフィノに会うべきだったんだよな……。

　後こう悔かいと自責の念に、ラウルは深々とため息をつく。

　あんな小さな紙切れ一枚じゃ、どう考えたって不安すぎる。

　たとえ信じてもらえなくたって、あいつの身に迫せまってる危険に気づいてるのは今のところ、俺しかいない。

　あいつを守れるのは俺しかいないのに、その俺が逃げて、どうするんだよ……っ⁉




　休きゆう憩けい時間がきたらアパートへ戻もどろう。アマダのチラシを抱かかえ、ラウルはそう決意する。

　昼時までフィノが部屋にいるかは分からないけど、このままじっとしてるよりはいい。今度こそフィノに会って、ちゃんと伝えるんだ！




　そう心を決めたとたん、ほんの少しだけ軽くなる気持ち。

　うつむき加減だった顔を上げ、営業スマイルを浮うかべたラウルがはきはきと声をあげた。

「いらっしゃいませっ！」




　──それにしても……

　売り場のお客さんにせっせとチラシを配りつつ、ラウルはなんだか拍ひよう子し抜ぬけしたような気持ちになってしまう。

　表向きは健全な企き業ぎようだけど、裏では魔人を捕とらえて魔力を食い物にしたり、弱小店のレオンをひねり潰つぶそうとする、血も涙なみだもない業界最大手……てっきり悪の巣そう窟くつかなにかだと思ってたアマダ・マジックは、なんだか意外すぎるほどまっとうなところだった。

　昨日からお客さんの問い合わせを受けて何度も商品を案内したラウルだったが、商品ＰＯＰは大きな文字で読みやすく分かりやすいし、商品の並べ方ひとつとっても、お客さん目線でしっかり考え込まれて作られてる。

　しかも、こんなに大型の店てん舗ぽにもかかわらず、バックヤードは整理整せい頓とんが行き届き、どこにどれだけ在庫があるかが一いち目もく瞭りよう然ぜんだ。

　それに……。




「こんにちは！　こちら、新しいチラシなんで、よければどうぞ！」

「あら、店員さん。ちょっとマジカセについて聞きたいんだけど……」

「あ、はいっ、ご案内いたしますっ！」

　チラシを渡わたそうとしたとたんお客さんから尋たずねられ、ラウルはあわてて返事した。




　──『こちらのチラシを、接客のきっかけに使ってください』

　アマダ副店長カレンに渡された大量の、アマダの最新チラシ。

　売り場にいるお客さんに「なにかお探しですか？」なんて漠ばく然ぜんと声を掛けるより、チラシを渡すという口実があったほうが、ずっとラクな気持ちで話しかけることができる。

　しかも、チラシを手にしてるお客さんはすでに他の店員が話しかけたお客さんだと一目で分かるので、同じお客さんに違ちがう店員が二度三度声を掛けるような事態も防ぐことができるという。




　……正直、ラウルはお客さんへの声掛けがあまり得意じゃない。

　接客を必要としてるお客さんがいることは分かってるけど、必要としてないお客さんがいることも分かってるからつい躊ちゆう躇ちよして、目の前のお客さんがいったいどちらなのか見み極きわめようとしてしまう。

　店員として消極的で押しが足りないことは自覚してるけど、自分自身、お店で店員に話し掛けられることがあまり得意じゃないから、どうしてもためらってしまうのだ。

　このチラシ配布作戦は、そんなラウルみたいな店員のために考え出されたアマダの独自マニュアルらしいけど、実際、かなり合理的なんじゃないだろうか。




　やっぱ、大手は違うよな……。

　お客さんの前でカタログを開きつつ、ラウルは胸中で呟く。

　そもそも、うちみたいな弱小は決まって「うちは真心の接客で勝負！」なんて言うけど、人員に余よ裕ゆうがある大手の方が棚たなもきれいだし、ひとりひとりのお客さんに掛けられる時間も長く、ていねいに案内できる。とうぜん、接客の質も高いに決まって……って！

　すっかりアマダに染められそうになり、ラウルはあわてて首を振ふった。

　くそっ、俺はあくまでレオンの人間だっ。うちの会社レオスタツドにだって、アマダよりいいところがっ……ええと、と、とにかくっっっ！

　……ラウルが必死にレオンの良いとこ探しを始めた、その時だった。




「きゃあああああああああっっっ！！！！！」




　──不意に、売り場に響ひびく悲鳴。

　ばきばきと、どこかでなにか硬かたいものが折れるような音。

　反射的に、音が聞こえてきた方向──頭上を仰あおぎ見た瞬しゆん間かん、ラウルは息を吞のんだ。




　ラウルのちょうど真上の天てん井じように吊つるされた大型の照明装置。

　たくさんのマジックライトが光る金属の塊かたまりを天井へつなぎ止めていた支えのうち一か所が外れ、数メートルはあろうかという装置が売り場へと大きく傾かしいでいる。




「避ひ難なんしてくださいっっっ！！！！！」




　どこかでアマダ店員が叫さけんだとたん、オオガネグモの子を散らすみたいに周囲から逃にげるお客さんたち。そんな中、ラウルのすぐ目の前で、ひとりの女性が腰こしを抜かしたようにへろへろとへたりこむ。

　次の瞬間、ひときわ大きな音をたてて弾はじけた最後の金具の音に、ラウルが床ゆかを蹴けった。




　なすすべもなく落下してくる巨きよ大だいな金属の塊。

　あいつが俺たちを押しつぶすまでコンマ数秒。お客さんを逃がすには間に合わない！

　一瞬の判断で身を翻ひるがえしたラウルは彼女をかばうように照明装置の直下に滑すべり込み、まっすぐ腕うでを伸のばしたまま頭上へと手のひらをかざした。……頼たのむっ、間に合えっ！




「《起動ブート》っ──！」




　天井から降ってきた軽く千キロを超こえそうな照明装置に指先が触ふれた刹せつ那な、重力を相そう殺さいする《魔法回路サーキツト》を組み上げてありったけの魔力を走らせるラウル。

　両腕が抜け落ちそうなほどの衝しよう撃げき。

　肩かたや背中の骨が音を立てて軋きしみ、急激な魔力の消しよう耗もうに目がかすむ。……けどっ、ここで手を離はなすわけにはいかない！

「はっ……やくっ、逃げてくださいっ……！」

　苦しげなラウルの言葉に我に返ったように、身体からだを引きずるようにして後ずさる女性。

　駆かけ寄ってきたアマダ店員が安全な場所まで彼女を避難させるのを視界の端はしで確かく認にんしたとたん、ラウルの腕ががくりと落ちた。




「……っ、《終了ジエンド》！」

　ラウルが終了命令を口にしたとたんに照明装置を包んでいた光の回路が消しよう滅めつし、巨大な金属の角がフロアの床へとめりこんで。

　魔力と体力をすっかり使い果たしたラウルが、ふらふらとその場に座り込んだ。







　……しばしの、沈ちん黙もく。

　ややあって、どこからともなく聞こえてきてた拍はく手しゆの音が、あっという間にフロア中へ響き渡る。




「おいっ、なんだよっ、いまのっ⁉」「もしかして、魔法っ⁉」「すげえっ……」「無事で良かった……」「あの店員、いったい何者なんだっ⁉」




「っ…………」

　虚きよ脱だつ感につい、ぼんやりしてしまう少年。

　そんな少年の耳に、駆けつけてきた店員のひとりが叫ぶ声が聞こえる。

「って、おいっ、なんだっ、これっ……」

　事故の原因となったと思おぼしき、照明装置と天井を繫つないでいた金具。しかし、破損部分に劣れつ化かや金属疲ひ労ろうの痕こん跡せきはなく、まるで、なにか鋭えい利りなものですっぱり斬きられたような……。

　困こん惑わくの表情を浮かべるアマダ店員を見やりつつ、ラウルはなんだかイヤな予感を覚えてしまう。

　って、まさか、これっ……事故じゃなく、何者かの仕業でっ……！

「あ、あのっ……」

　……と。

　そんなラウルの前に、ひとつの人ひと影かげが歩み寄った。

「あ、ありがとうございましたっ！」

　ラウルに深々と頭を下げる、ラウルが助けたばかりの女性。

　後れて駆け寄ってきた若いアマダの店員たちが、床に座ったままのラウルへ手を差し伸べてくる。

「きみっ、お客さんを助けてくれてありがとうっ！」

「やるじゃないか、新入り！」

「怪け我がはないですかっ？　ちゃんと立てますかっっっ？」

「と、とってもカッコよかったですっ！！！」




　……ラウルを囲み、口々に言い放つアマダの店員たち。人の良さそうな彼らの笑え顔がおを見上げつつ、ラウルの胸がなんだか、じわりとあたたかくなった。

　な、なんかっ……思わず、ラウルは胸中で独りごちてしまう。

　給料は良いし、メシはうまいし、仕事も比ひ較かく的てきラクだし、同どう僚りようもいいヤツらみたいだし、アマダも、意外と悪くないんじゃ。

　このまま、ここで働くのもっ……。

　──ラウルがつい、そんなことを考えた瞬間。

　不意に、人混みの中からひとりの少女が飛び出した。




「ラウルっっっ！！！！！」




　視界に映る銀色の髪かみと、聞き慣れたかわいらしい声。

　ラウルがはっとする間もなく、小こ柄がらな身体が腕の中に飛び込んでくる……っ⁉

「ふ、フィノっっっっ！！！！？」

「っ……ラウルの匂においっ……」

　小さな身体中で思い切りラウルに抱だきつき、くんくんと鼻を鳴らすフィノ。

　やがて勢いよく顔を上げるなり、フィノがぱっと口を開いた。




「ねえラウルっ、オレ様、そろそろアパートの前に毒の沼ぬま地ち作ろうと思うんだけどっ」

「へっ……って、お前いきなりなに言ってんだよっ⁉　ていうかご近所さんに迷めい惑わく掛かけるんじゃねえっっっ！！！！！」

「わああっ！　やっぱり、こっちが本物のラウルだっっっ！」

「って……」

　ラウルに叱しかりつけられた瞬間、なぜかうれしそうに目を細めるフィノ。

　なにがなんだか分からないまま、ラウルが動どう揺ようしながら訊たずねた。

「お前っ、どうしてここにっ……」

「だって、ラウルが手紙をくれたんじゃないか！」

　ラウルの問いに、フィノがえへんと胸を張る。

「今日の朝、オレ様んちのドアに挟はさまってたレシートの手紙っ、ラウルのだろっ？　王都風からあげ弁当と鳥竜茶って、ラウルがいつもよく食べてるやつだもんなっ！　オレ様、やっと鼻もきくようになったし、匂いをたどって本物のラウルを探しに来たんだぞっ！」







[image: ]







「っ、お前、俺のメモをっ……俺のこと、信じてくれるのかよっ……」

「……当たり前だろっ？」

　おずおずと訊ねるラウルに、きょとんとした顔をするフィノ。

　ややあって、フィノが蒼あおい目を伏ふせた。

「だって、こっちのラウルが……ラウルが本物だもんっ。ラウル、お店追い出されていろいろ大変だったろ？　昨日気づいてあげられなくって、ゴメンなっ……」

「フィノっ……」

「でも、これからは、オレ様が味方になるからっ！」




　腕の中からラウルを見上げ、屈くつ託たくなく笑うフィノ。

　そんな少女にラウルもつい、表情をゆるめてしまう。

　……俺、なんでこいつのこと、信じられなかったんだろ。こいつは俺のこと、こんなに信じてくれてるのに。




「って」「あらあら、こんな昼間から、人前で……」「くそっ、見せつけやがってっ」「リア充じゆう爆ばく発はつしろおおお」「ていうかあれ完全に入ってるよね？」「若いわねええええ……」




「ふ、フィノっ！　離れろっっっ！！！！！」

「えーっ……」

　あわてて叫ぶラウルに突つき放され、しぶしぶ身体を離すフィノ。

　改めてラウルを見やったフィノが、大きな目を丸くした。

「って、ラウル、どうしてアマダの制服着てるのっ？　アマダに行っちゃうのっっっ？」

「い、いやっ、これは、そのっ……」

「レオンに戻もどってきてっ！」

　口ごもるラウルの胸にすがりつき、まっすぐこちらを見上げたフィノが必死に訴うつたえる。




「オレ様、ラウルと一いつ緒しよがいいっ！　ラウルと一緒に働きたいんだっ！」

「フィノ……」

「っ……お願いっ……ラウルっ、アマダに行っちゃやだあっ……」




　蒼い瞳ひとみいっぱいに涙なみだを溜ため、声を震ふるわせるフィノ。

　そんな少女をなだめるように、ラウルがそっと、フィノの頭に手を置いた。

「……そうだな」




　……ここも、決して、悪いところじゃないみたいだけど。

　俺の帰りを待っててくれる、こいつのためにも。あいつに奪うばわれた俺の居場所を、一刻も早く取り戻さないとな。




　　　　＊　＊　＊




「……すみません、俺、やっぱりレオンに戻ります」




　──アマダ王都本店の副店長室。

　今回の件でずいぶんと世話になったカレン副店長の前で、ラウルが深々と頭を下げる。

「カレンさんには、ずいぶんと良くしてもらって……不義理は承知ですけど、でも、俺、やらなきゃいけないことがあるんです」

「……そうですか」

　謝罪するラウルを見下ろし、あっさりと頷うなずくカレン。

「そうおっしゃるなら、仕方ありません。ラウルさん、お疲つかれさまでした」

「はい……」

　もう一度会え釈しやくするなり、きびすを返そうとするラウル。

「……待ってください」

　そんな少年を呼び止め、バインダーを抱いたカレンが、丁てい寧ねいに頭を下げた。

「先ほどは、うちの顧こ客きやくを助けて戴いただいたそうで、本当にありがとうございました。……セアラさんがなにを考えているかは知りませんが、もしも、またレオン王都店を追い出されるようなことがあれば、いつでもまた、うちに来てください」

「っ……あ、ありがとうございますっ！」

「そうそう、それと……」

　あわてて頭を下げたラウルの前で、カレンがふっと目をすがめて、




「あまりやっかいごとには巻き込むな、と、くれぐれも、セアラさんにお伝えください」

「っ……？」




　思わず怪け訝げんな顔をするラウルの前で、カレンが小さく嘆たん息そくした。







「ラウルっ！」

　アマダの制服を脱ぬぎ、いつもの私服に着き替がえ直して。

　ラウルが店を出たとたん、入り口前で待ってたフィノがうれしそうに駆かけ寄ってくる。

「なあ、ラウルっ！　これから、どうするんだ？」

「ああっ……」

　フィノの言葉に頷きつつ、ラウルが提案する。

「考えたんだけど、いったん俺たちのアパートへ行ってみよう。いまならあいつ、仕事中でいないハズだし、あいつの私物をあされば、なにか手がかりが見つかるかも」

「で、でも、勝手に人の部屋に入るって……」

「俺の部屋だよっっっ！！！」

　なんだか後ろめたそうに口ごもるフィノにツッ込んで、ラウルが少女を促うながした。




　　　　＊　＊　＊




「えっ、ラウル、昨日の夜のあれ見てたのっっっ⁉」




　──アマダ王都本店からアパートへと向かう道すがら。

　自分とニセラウルとのやりとりを一部始終目もく撃げきされていたことを知り、フィノが恥はずかしそうに声をあげる。

「ああ……俺、ニセ者の正体探さぐってやろうと思って、庭の木に登って俺の部屋見張ってたら、お前が入ってきて……」

　少し気まずげに頷きつつ、ラウルがフィノを見やった。

「でも、お前、よくあいつから逃にげられたな？」

「だって、あれ、ラウルじゃないって思ったんだもん」

　ラウルの問いにきっぱりと言い放つフィノ。

「昼間からなんとなくおかしいって思ってたし、ラウルが親父おやじのペンダント見たがるなんてヘンだと思ったし、そんなヤツにいきなりあんなこと言われたから、びっくりして、なんか、怖こわくなってっ……」

　呟つぶやきながら、フィノはかわいらしいくちびるを言い訳するみたいに尖とがらせる。




「……だいたい、本物のラウルだったらオレ様、べつに逃げないしっ……」

「へっ？」




　フィノの言葉に、つい、マヌケな声をあげるラウル。

「フィノ、それってつまり、その……」

　どきどきと騒さわぐ心臓。なんだか、頰ほおが熱くなる。

「あいつじゃなく、俺に言われたんだったらＯＫしてたってこと……？」

「えっ？」

　おずおずと訊ねるラウルの前で、きょとんとしたように目を瞬またたかせるフィノ。

　……ややあって。




「～っっっ！！！！！」




　ようやく、自分がなにを言ったのか気づいたみたいに、ぱっと顔を赤らめたフィノがあわてたように口を開いた。

「って、べべべつにそういう意味じゃないぞっっっ⁉　そのっ、だからっ、ラウルとならいいとかっ、そういうんじゃなくってっ……」

「って、ふ、フィノっ……⁉」

「えっ……っ、ち、違っ！　違ちがうのっっっ！　お、オレ様はただっ、ラウルが相手ならべつに逃げる必要ないってっ……って、あ、あれっっっ？　ふ、ふええええええええっ」

　動どう揺ようするラウルの前であたふたと言い訳しながら、さらに収拾がつかなくなってることに気づいて涙目になる少女。

　銀色の頭をぶんぶんと振ふりつつ、フィノが声を荒あらげた。




「と、とにかくっ！　オレ様っ、あいつはラウルじゃないって思ったのっ！　だから逃げたのっっっ！！！！！」

「わ、分かった分かった」

　耳まで真っ赤になって力説する少女をなだめつつ、ラウルは照れたように目を逸そらした。




　　　　＊　＊　＊




「──まさか、あれほどのスピードで《魔法回路サーキツト》を組み上げるとは……」




　アマダ王都本店の二階、アマダ・マジック統とう括かつ本部の応接間。

　分厚い革かわ張ばりのソファに腰こし掛かけ、黒くろ縁ぶち眼鏡の男が嘆息した。

「せっかく向こうから飛び込んで来たことですし、プロジェクトの邪じや魔まをされる前にぜひ処分しておきたかったんですが……勇者予備校首席を甘く見過ぎていたようですねえ」

　男の手に握にぎられた、緩ゆるやかなカーブを描えがく片かた刃ばの刀とう剣けん。

　剣けん吞のんな輝かがやきを放つ刀身を白布でぬぐいつつ、男が独りごちる。

「……しかし、もったいないですねえ。世が世なら、優ゆう秀しゆうな駒こまになったことでしょうに」

　不意にテーブルの上で音を立てる携帯魔法通話器マジツクフオン。

　男が手を伸のばすと、アイテムの向こうから少し生意気な声が聞こえてくる。




『もしもし、オジサン？　ボクだけど、定期報告を──』







　第三章「変装した俺が俺のニセ者に接客を受けるという事案が発生」







　かちゃかちゃ、かちゃかちゃ……。




　アパートの廊ろう下かに響ひびく小さな金属音。

　自分の部屋のドアの前にひざまずき、真しん剣けんな面おも持もちで鍵かぎ穴あなをいじるラウル。そんな少年のかたわらにちょこんとしゃがみ込み、フィノが不思議そうな顔で訊たずねてくる。

「……ラウル、なにやってるんだ？」

「鍵を開けようとしてるんだよ」

　伸ばしたクリップで鍵穴をつつきながら、ラウルは思わず舌打ちする。

　くそうっ、なにが悲しくて俺っ、自分の部屋の鍵をピッキングしなきゃいけないんだよっ……！

　かちゃかちゃ、かちゃかちゃ……。いくらクリップを動かしてもいっこうに開かない鍵。

　いらだちを募つのらせつつ、ラウルがぶつぶつと独りごちた。

「って、おかしいなっ……アマダの休きゆう憩けい室のマジコムで調べた方法によれば、これでたしかに、開くはずなのにっ……」

「……なあ、ラウル」

　そんなラウルを興味深げに見やりつつ、かたわらのフィノが提案する。

「鍵を開けたいなら、管理人さんに頼たのめばいいんじゃないか？　オレ様も、前に鍵なくして閉め出されちゃったとき、管理人さんに頼んで開けてもらったぞ？」

「あっ……」

　伸ばしたクリップを片手に、ラウルがぽかんと口を開いた。







　──数分後。




「はい、開きましたよ？」

　扉とびらに差し込んだ合い鍵をくるりとまわし、あっさり鍵を開けた管理人さんが顔を上げる。

「ラウル君、無くした鍵は自腹で作ってもらうけど、いい？」

「すみません、ありがとうございます……」

　管理人さんにお礼を言い、自分の部屋へと足を踏ふみ入れるラウル。

　少年の服の裾すそをぎゅっと摑つかみ、フィノが後ろからこわごわと続いた。

　さあ、いよいよ、ニセ者の痕こん跡せきとご対面だっ……！




　木の枝からは、よく見えなかったけど……思わず、ラウルは唾つばを吞のむ。

　あいつ、俺の部屋を、いったいどんな風に荒あらしてっ……って。

　目の前に広がる光景に、ラウルは目を丸くした。




　きっちりと片付けられ、クッションの位置に至るまで一分の隙すきもなく整せい頓とんされた部屋。

　布ふ団とんのシーツはまるでホテルみたいにしわひとつなく伸ばされ、台所の隅すみには、王都ルールに沿ってきちんと分別されたゴミ袋ぶくろがきれいに並んでいる。

「って、コンビニ弁当の容器もちゃんと洗って乾かわかしてあるっ……しかも、俺が前日に食べた分までっ……！」

「あっちのラウル、きれい好きなんだな……」

　感心したように呟くフィノ。

　……と、部屋の中をきょろきょろしていた少女がふと、ローテーブルの下に落ちていたなにかを拾い上げた。

「ねえ、これって、ラウルの？」

「へっ？」

　ふりふりのレースとリボンで彩いろどられた、さらさらした手て触ざわりの布。

　フィノが差し出してきた布を受け取り、ラウルは思わず首を傾かしげてしまう。

「いや、俺はこんなの、見覚えな……って！」

　……手て渡わたされた布を軽く広げてみたとたん現れる三角形にきわめて近い形状。

　遅おくればせながらその正体に気づいたフィノが目を丸くした。

「それっ、ぱんつ……」

「って、お、俺じゃねえよっっっ！！！！！」

　もの言いたげなフィノの視線に、ラウルは全力で潔白を訴うつたえる。隅っこにタグがついてるとこを見るとたぶん昨日コンビニで買い物したついでに買ったんだろうけど、あいつ俺の姿でなに買ってくれてんだよっっっ⁉

　ていうか、アイリやフィノをあんなに簡単に口説いたり、チャラい男性誌や女物の下着を買ってみたり、あいつ、もしかしてとんでもないスケベ野や郎ろうなんじゃっ……！

　くそっ、なおさら、このままにはしておけない！　決意を新たにしつつ、ふたたび部屋のチェックに戻もどるラウル。

　そんな少年の視界に、部屋の片隅に置かれた本ほん棚だなが飛び込んできた。




「……っ！」

　部屋と同じくきれいに片付けられたラウルの本棚。

　ラウルの本の隙すき間まを埋うめるように、昨日窓から見えた例のファイルや接客ハウツー本や男性誌なんかがきっちりとサイズを揃そろえて並べられてる。

「って、やっぱりこれ、うちの会社レオスタツドのマニュアルだっ！」

　ファイルの背表紙に書かれたタイトルを指でなぞり、ラウルは思わず声をあげた。こんなものが市し販はんされてるわけないし、あいつ、いったいどこで手に入れたんだろう？　そしてこの、大量の接客ハウツー本……。

「『クレーマーと戦う～接客戦士に送る十の秘策』……」

　なにげなく目に留まった一冊を手に取り、ラウルはそれをパラパラとめくってみる。……へえ、と、ラウルは感嘆した。なんか俺、こういうハウツー本ってこれまで読んだことなかったけど、けっこう思い当たる部分多いし、ためになるかもしれない。他人の経験を知識として補うってのも、割といい手段なのかも……と。

　──『王都アルティメットモテ宣言！』　ニセラウルが昨日買ってきた男性誌に目を留め、ラウルはごくりと唾を吞む。『禁断のマル秘テクでどんなカノジョもメロメロに──』

「ねえ、ラウルっ！」

「っっっ！！！！？」

　とつぜん声を掛かけられ、伸ばし掛けた手をびくっと引っ込めるラウル。

　マジヴィの前で、ひざまずいていたフィノが声をあげる。

「これが、ラウルが副店長から借りたやつっ？　ほら、女騎き士しなんとかっていう……」

「って、その件は忘れろおおおおおっっっ！！！！！」

　思わず叫さけびながら振り返ると、フィノが指すマジヴィの前に、見慣れぬ黒いケースのＭＶＤソフトが積まれていた。

「……なんだ、これ……」

　窓からは見えなかったけど、これも、あいつの私物か……？

　首を傾げつつ、ＭＶＤ再生機を起動させるラウル。

　ソフトを機械に突つっ込んだとたん、マジヴィの画面に見覚えのある光景が映った。




『──いらっしゃいませっ！』




「あ、ラウルだっ！」

　マジヴィに映った少年を見るなり声をあげるフィノ。

　画面の中、レオン王都店の売り場に立つのラウルがお客さんに頭を下げる。

　ニセラウルのそれとは明らかに違ちがう接客スマイルに、少し自信なさげな雰ふん囲い気き。間ま違ちがいない。たしかにこれ、俺だけどっ……でも、俺、撮さつ影えいとかされた記き憶おくなんてねえぞ！

「まさか、これっ、隠かくし撮どりっ……」




『はいっ、そうです……』

　画面の中でお客さんに頷うなずく自分の姿を眺ながめつつ、ラウルはあんぐりと口を開けた。




　　　　＊　＊　＊




　目ま深ぶかにかぶったドラゴンベース・ボール帽ぼうに、綿めん紗しやのマスク。

　顔の半分を隠す高い襟えりに、耳には黒いイヤホン。

　店の周囲をうろうろしていた見るからに怪あやしげな少年はやがて、意を決したように入り口のドアをくぐる。




「いらっしゃいませっ」

　店内に足を踏み入れたとたん声を掛けられ、びくっと身を強こわばらせる少年。

　しかし、にこにこしながら挨あい拶さつした栗くり色いろの髪かみの美少女は、それ以上特になにかアクションするでもなく、自分の作業へと戻っていって。

　見るからに怪しげな少年……アマダのバイト代の残りと、自室の勇者ポスターの裏に隠していた１万ゴールドのへそくりで変装したラウルは思わずほっと胸をなで下ろした。

　……よかった。どうやら、バレてないみたいだ。




　アパートの部屋に残されていた私物からニセラウルの正体を割り出すことはできなかったものの、女物のパンツからは、あいつがむっつりスケベ野郎だということが、レオンの業務マニュアルや仕事中のラウルを隠し撮りしたＭＶＤからは、少なくともあいつがパラレルワールドから来ためちゃめちゃ優ゆう秀しゆうな俺だったり、店員として経験を積んだ未来の俺だったり、女め神がみ様が住む伝説の泉から出てきたきれいなラウル・チェイサーだったりすることはなく、資料を参考にしてラウルに成り代わろうとしている別人だということがはっきりした。

　とにかく、別人なら手加減する必要はない！　こいつを使って、あいつの正体を暴あばいてやるっ……！

　ふところに忍しのばせた私物の携けい帯たいマジカセレコーダーを確かく認にんし、ラウルは小さく頷いた。




　ラウルの目的は、お客さんとして王都店に潜せん入にゆうしてニセラウルと話し、どうにかしてボロを出させること。この店で一いつ緒しよに働いてきた俺やスタッフのみんなだけが知ってて、あいつだけが知らないこと。それをうまく引き出して、このマジカセレコーダーにバッチリ録音し、証しよう拠ことして店長につきつけてやるんだ！

　……と。

　ふところへ突っ込んだ指先に触ふれたマジカセレコーダーとはべつの感かん触しよくに、ラウルは思わず目をすがめた。




　　　　＊　＊　＊




「オレ様も行くっ！」

　──いまをさかのぼること一時間前。

　ニセ者の留守を狙ねらって侵しん入にゆうしたラウルの部屋で、作戦を聞いたフィノが声をあげる。

「オレ様も、ラウルの役に立ちたいっっっ！」

「ダメだって。危険だし、そもそも、ふたりで行ったらバレる可能性上がるだろ？　お前は大人しく、自分の部屋で待ってるんだ」

「ぶーっ……」

　不満げに頰ほおを膨ふくらませつつ、しぶしぶ頷くフィノ。

　と、ふと、なにかを思いついたみたいに、少女が首の後ろへ手を回した。

「それなら、オレ様の代わりにこれ、持ってって！」

　──まるで鮮せん血けつを浴びたような闇やみ色の石。

　ごつごつした鎖くさりをくぐるようにしてフィノが首から外し、すっと差し出してきた仰ぎよう々ぎようしいペンダントにラウルは息を吞む。

「って、それ、魔ま王おうのペンダントっ……そうだよっ、お前っ、いつのまにそれっ……！」

「あれ、言ってなかったっけ？　こないだ、いつもの野菜と一緒に送られてきたんだっ！　手紙に、『時期が来たのでお返します。あなたのファンより』って書いてあってさ」

　あっけらかんと言いながら、フィノがにっこりと笑った。

「これ、お守りになるって、前にオレ様の教育係の魔人レイドに聞いたことがあるんだ！　だから、ラウルの作戦がうまくいくように貸してあげるっ！」

「い、いや、その、気持ちはありがたいけど……」

　目の前に突きつけられた仰々しいペンダントを見やりつつ、昨晩のフィノとニセラウルのやりとりを思い出したラウルはつい、言葉を濁にごしてしまう。

「……それ、人間がさわると、すっごく痛いんだろ？」

「えっ？」

　おずおずと口を開くラウルの前で、ペンダントを掲かかげたままきょとんとして。

　ややあって、フィノがあっけらかんと言い放った。

「ああ、それ、ウソだぞっ？　あっちのラウルが血星石見る目が怖こわかったから、あんまり触さわらせたくなくて言っただけだ！」

「へっ？」

「だいたい、これ、ちょっと前まで、人間の勇者たちが普ふ通つうに持ってたじゃないか」

「っ…………」

　なんだか面おも白しろそうに笑うフィノ。

　恥はずかしさに赤面しつつ、ラウルは少し乱暴な手つきで血星石を受け取った。




　重い鎖が立てる音。少女の肌はだのぬくもりが残る石の、思った以上にずしりとした感触。

　魔王のペンダントを目の前にぶら下げつつ、ラウルは感かん慨がい深ぶかげに独りごちる。

「これが、魔王の証あかし、《支配の血星石ブラツドストーン》か……」

「レイドが言ってたんだけど、この石には、世界中のものの、ありとあらゆる仕組みが全部、詰つまってるんだって」

「世界中の仕組み？」

　思わずオウム返しするラウルに、フィノがこくんと頷いた。

「うん。だからね、こいつは、いろんな願いごとを叶かなえてくれるんだっ！　きっと、ラウルの作戦もうまくいくぞっ？」

「……ああ、ありがとな、フィノ」

　少女の激げき励れいについ、表情をゆるめるラウル。

　ふところへ《石》をしまうラウルを見上げつつ、フィノが残念そうにため息をついた。




「でも、オレ様もやっぱり、ラウルと一緒に行きたいな……」




　　　　＊　＊　＊




　──指先に触れる、なめらかで、硬こう質しつで、ひやりとした感触。

　元勇者志望の俺に魔王の形見をお守りに渡わたすってのも、なんか妙みような感じだけど……フィノが貸してくれた魔王のペンダントを握にぎりしめ、ラウルは思わず笑ってしまう。でも、なんか、あいつらしいよな。

　あいつの応おう援えんに応こたえなきゃな、胸中で決意しつつ、ラウルは帽ぼう子しのつばごしに売り場を見み渡わたした。

　さあ、ニセラウルはいったいどこにいるんだっ？




　……いくら変装してるとはいえ、店長を始めとする同どう僚りように声を掛かけられたらやっかいだ。店長に出禁食らってる身としては、こうやって店にいるのがバレたら死活問題。ふたたび追い出されるだけならまだしも、それ以上の制裁を受ける可能性だってある！

　他ほかのスタッフに摑つかまる前に、こちらからニセラウルに話しかけて……って、あれ？




　きょろきょろ、きょろきょろと、何度も売り場を見やりつつニセラウルを探すラウル。

　しかし、肝かん心じんのニセラウルの姿は、どこにも見当たらない。

　……って、おかしいな、今日はたしかに俺、出勤のはずなのに。

　もしかしてあいつ、バックヤードとかにいるとか……？

　思わず首を傾かしげるラウルの耳のイヤホンに、ふと、店長の声が飛び込んだ。

『──あら、ラウルくんは？』




　……ラウルのイヤホンの先にあるのは、フィノに貸してもらったお店のインカム。

　今日はイヤホンしかつけてないから受信用だけど、こうしてスタッフ同士の会話をこっそり傍ぼう受じゆすることができる。きっと、同僚たちの動向を把は握あくするのに役立つはずだ。




『ラウル・チェイサーなら、たったいま休きゆう憩けいに行ったところですよ。あと三十分くらいで戻もどると思います』

『あらあら、そうだったの。頼たのみたい仕事があったんですけど……』

　……って、聞いてねえぞ、おい！

　インカムから聞こえるアイリと店長の会話に、ラウルはすっかりショックを受ける。

　ニセラウルが戻ってくるまで、あと三十分……いったん出直すってのも不自然だし、かといって、このまま売り場で待ってれば、正体がバレる危険性も高くなる。

　くそっ、いったい、どうすればっ……。




「──お客さん、なにかお探しですかー？」

「ファッ！」

　にこにこしながら話しかけてくる副店長に動どう揺ようし、思わず叫さけぶラウル。

　……って、ヤベっ、声が裏返ったっ！

　い、いまさら低音の作り声は出せないしっ……こ、この声こわ色いろで押し通すしかない！

　とっさにそう判断し、ラウルは一オクターブ高い声で返した。

「あ、い、いえっ、見てるだけなんでっ……」

「そーですか、そーですか。そいつは、なによりです。なにかご用などありましたら、遠えん慮りよなさらずどーぞ、お声かけくださいねー？」

「は、はい、ありがとうございますっ！」

　愛あい想そ良く言いながら離はなれる副店長を見送り、ラウルはほっと胸をなで下ろす。っぶねえ、いきなりバレるかと思ったっ……！

　……けど、副店長、ぜんぜん俺のこと気づいてないよな。いや、こっちにとっちゃ、好都合なんだけど、ちょっと複雑な気分って言うか……。

　と、胸の裡うちで呟つぶやくラウルの耳に、ふと、インカム着信のノイズが入った。




『──あー……マジヴィコーナーに挙動不ふ審しんな人物発見なー。とりあえず牽けん制せいしといたんで大だい丈じよう夫ぶだとは思うが、念のため、さりげなーく注意しててくれー』

『はいはい、分かりました』

『サングラスのお客さんですね、了りよう解かいです』




　──ロックオンされたっっっ！

　信しん頼らいする仲間たちに全力で不審人物扱あつかいされ、ラウルはなんだか凹へこんでしまう。




　ま、まあ、でも、うちの店、万引き結構多いもんな。こないだも、展示のマジヴィが盗ぬすまれて大変だったし、副店長がああやって警けい戒かいするのも仕方ない。でも……。

　……レジから、売り場から、バックヤードから、ひしひしと感じるスタッフたちの視線。

　明らかに集中監かん視しモードへと変化した空気に、ラウルはすっかり動揺してしまう。

　くそっ、変装がバレるかもしれないから、注目されたくないのにっ……ていうか、この状態で正体バレないようにあと三十分店うろつくって、相当難易度高いだろっ⁉




　……え、ええと、ニセラウルが来るまでなるべく声を掛けられずに放置しといてもらうための方法は──とりあえずマジヴィコーナーから移動しつつ、ラウルは方法を検討する。




　まず、店員の気持ちになって、考えてみよう。

　俺が声掛けにくいお客さんといえば、声掛けにくいオーラが出てるお客さんで……ってそのまんまじゃねえか！　なんの参考にもならねえよ！

　じ、じゃあ、逆に考えてみたらどうだろう？　冷ひや汗あせをかきつつ、ラウルが頭をひねる。

　声を掛けやすいお客さんといったら、アイテム見てるお客さんとか、カタログ見てるお客さんとか、きょろきょろしてるお客さんだよな。

　つまり、逆にアイテムやカタログには目もくれず、ただまっすぐ一点のみをじっと見つめていれば、店員に声を掛けられることは……って、たしかに声は掛けづらいけど！　なんかこうそれ以前に怖いよ！　通報されるよ！




　……ふ、普通でいこう。普通で。

　ぶんぶんと頭を振ふりつつラウルは自分に言い聞かせる。

　ごく普通にアイテム見つつ、店員が近づく気配を察したら、声を掛けられる前にさりげなく逃にげる戦法。

　さいわい、俺には勇者志望として培つちかった戦士のカンがある。

　研とぎ澄すまされたこの能力を駆く使しすれば、周囲の店員の気配を察知するくらい造作もないことでっ……。

　……って。




　──たまたま通りかかった魔ま法ほう文ぶん房ぼう具ぐ売り場。

　一番下の棚たなを見た瞬しゆん間かん、ラウルは思わず息を吞のんだ。

　通常なら種類別に列をなし、角をそろえてぴっちり並んでるはずの魔法消しゴム。けど、いまはまるで卓たく上じようの魔マー雀ジヤンパイのようにごちゃまぜになり、棚板の上にデタラメに散らばっている。

　また、子どもの仕し業わざか……つい、ラウルは嘆たん息そくしてしまう。

　ここの棚、かなり低めだし、魔法消しゴムはなぜかあいつらの興味を惹ひくらしく、積み木代わりにして遊んでる幼児をわりとしょっちゅう見かけたりする。店員としてはなかなか注意もしづらく、お客さんが帰るたびにせっせと並べ直すのが日課だった。

　……そういや、この店に来たばかりの頃ころのフィノも、閉店後の売り場にかがみ込んで夢中で魔法消しゴム積み上げてたことがあったっけ。……とりあえず売り物で遊ぶなって注意したけど、あいつ、幼児と同レベルかよ……。




　そんなことを思い出しつつ、つい、いつもの癖くせで並べ直そうしたラウルは手を止めた。

　……って、危ねえっ、お客さんが棚直すとか、不自然すぎるし！

　正直、めちゃめちゃ気になるけど……まるで嵐あらしの過ぎ去ったあとみたいな魔法消しゴムコーナーから必死で目を逸そらしつつ、ラウルは自分に言い聞かせる。

　我が慢まん、我慢っ……。

　……って。




　なにげなく隣となりを見やった瞬間、目に飛び込んでくるマジカルインキペン。

　アイテムと値札のズレに気づいたラウルは思わず目を剝むいてしまう。

　っ、おい、誰だれの仕業だよっ！　７８０Ｇのペンが98Ｇのペンのフックに掛かってるとか、これ、ぜってーあとでレジでトラブルになるアレじゃねえかっ！




　──「あれ、この商品、売り場に98ゴールドって書いてあったけど？」というお客さんからの指し摘てきは、レジスタッフが遭そう遇ぐうするトラブル不動の一位（ラウル調べ）かつ、聞きたくない言葉グランプリの優勝候補筆頭。

　トラブルレベルこそ低いものの、そのたびに「確かく認にんしますので少々お待ちください」と告げてレジカウンタを抜ぬけなくてはならず、結果としてレジに長ちよう蛇だの列を作ってしまうことや、深刻なクレームに発展することもあり、ラウルも何度か痛い目を見た。

　ちなみに、たいていの場合の原因は、パッケージがよく似た別の商品が値札の場所に誤って置かれていたか、期間限定セールＰＯＰの剝はがし忘れ。

　後者のケースはスタッフが気をつければ防ぐことができるものの、前者のケースは品出し時点の間ま違ちがいだけでなく、お客さんが商品を手にとって戻した際に生じることも多いから、巡じゆん回かい時にスタッフがチェックするしか防止策はない。こういう棚のメンテナンスは、店員の重要な仕事なのだ。




　な、直してえっ……！

　間違った値札の場所に掛けられたペンを眺ながめてうずうずするラウル。あまりの直したさにぷるぷると手が震ふるえ出す。くそっ、鎮しずまれ俺の右手っっっ！

　けど、やっぱり、さすがにこれはマズイっていうか……その……。

　ち、ちょっとくらいなら、大丈夫だよなっ……？

　ついに堪こらえることができなくなって。ラウルはおずおずと、目の前のペンへ手を伸のばす。

　商品買うフリして手にとって、検討するようなフリをしてパッケージの裏を見て、やっぱりやめたフリしてこっちのフックに戻して……っと、完かん了りようっ！




　残念な小芝しば居いを挟はさみつつ、どうにかミッションをクリアするラウル。

　正しい位置に戻ったペンを見やり、少年は満足げに頷うなずいてみせる。よしっ、これでひとつ、トラブルの芽を摘つむことができたぞっ……。

　……って。




　達成感を抱いだきつつ改めて売り場を眺めた瞬間、ラウルは絶望してしまう。

　って、よく見たらここの商品の並び、メーカーも価格も色も、なにもかもがめっちゃめちゃの、ぐっちゃぐちゃじゃねえかあああっっっ！




　メーカーＡの黒ペンが三本続いた隣はメーカーＢの赤ペンで、次はメーカーＢの緑ペン。そしてなぜか、その隣はまた、メーカーＡの黒ペンが並ぶというカオスな陳列。

　見た目のきれいさとか、法則性とか、お客さんの選びやすさとかをガン無視し、とりあえず空いた場所に商品をどんどん並べていったという感じの乱雑っぷりで……たしかここ、副店長の担当だっけ？　うああっ、整せい頓とんしてえええっ……！




「──あの、どうかされましたか？」

「っ⁉」

　アイリに声を掛けられ、びくっと背筋を伸ばすラウル。

　什じゆう器きから外したフックを握にぎりしめたまま、せっせとアイテムを並べ直していた少年がぶんぶんと首を振る。

「あ、い、いやっ、そのっ……こ、これ、外れてましたよーっっっ⁉」

「あ、はい……ありがとうっ、ございますっ……？」

　すっかり動どう揺ようしながらラウルが押しつけたフックを、怪け訝げんな顔で受け取るアイリ。

　こそこそと文ぶん房ぼう具ぐ売り場から離はなれるラウルの耳に、インカムノイズが入る。

『副店長、例の挙動不審なお客さん、文房具売り場でなにかしてたみたいです。念のため、値段が高い商品の在庫チェック、しておきますか？』

『あー、アイリ君、よろしく頼たのむわー』

　くそっ……アイリと副店長のやりとりに、ラウルは拳こぶしを握りしめる。

　ニセ者の正体暴あばいて店に戻もどった暁あかつきには、心ゆくまで直してやるからなっ……！




『……それにしても、あのお客さん、なんだか覚えがありません？』

「っ⁉」

　不意に飛び込んで来たインカム越しのアイリの声に、ラウルは思わず息を吞んだ。

　って、まさか……ラウルの心臓がにわかに騒さわぎ出す。

　棚なんか直してたせいで、俺のこと、バレてっ……

『あー……そういや、たしかに……』

　インカムで呟きつつ、売り場の向こうからたしかめるようにラウルの様子をうかがってくるバイザー副店長。

　やがて、その目が、なにかの確信を得たみたいにすがめられる。

　まずいっ、ど、どうしよっ……とりあえず、逃げるかっ……⁉




　すっかり動揺するラウルの、視界の端はしで。

　珍めずらしくシリアスな顔をした副店長が、静かにインカムマイクへ顔を寄せた。




『あー、あれだろー、ほら、最近マジヴィでよく見る挙動不ふ審しんが持ちネタのお笑い芸人』




『って、そんな芸人さんがいるんですか？』

『ああ。「挙動不審な勇者」とか「挙動不審な戦士」とか「挙動不審な武器屋の主人」みたいなネタやるやつ、オタクっぽい雰ふん囲い気きとか、あのお客さんにそっくりだよなー』

「っ……」

　副店長のインカムに、ラウルは思わず肩かたを落とす。

　俺の雰囲気、そこまでオタクっぽくて挙動不審なのかよおおおおおっ……！




『ええと、たぶん、その人とは、違うと思うんですけど……』

　なんだかいまいち納なつ得とくできないように、インカムで独りごちるアイリ。

『もしかして、あれ、ラ……』

　……と。




『──ラウル、休きゆう憩けい上がりまーすっ』

「っ！」

　アイリの言葉を遮さえぎってインカムに割り込んでくる元気な声。

　待ちに待ったその声に、ラウルがはっと背筋を伸ばした。

　来たっ……！　懐ふところの携けい帯たいマジカセレコーダーを握りしめ、ラウルは思わず身構える。

　さあ、あいつの尻尾しつぽを摑つかんでやるんだっ！




『……あ、先にお客さんトイレの掃そう除じしてきますね！』

　決意を込こめて顔を上げたラウルの視界の端を駆かけていく、掃除道具を手にしたニセラウルの姿。

「…………」

　……なんとなく出鼻をくじかれ、ラウルがため息を吐ついた。




　　　　＊　＊　＊




「いらっしゃいませっ！」




　顔いっぱいの笑みを浮うかべてはきはきとあいさつしてくる黒くろ髪かみの少年。自分そっくりなニセ者のあまりのさわやかさに、本物のラウルはすっかり圧あつ倒とうされてしまう。

　くっ、なんて強力な好青年オーラ……って、いきなり吞のまれてどうするんだよ、俺っ！　それにこいつ、外そと面づらこそ良いけど、根は欲よく望ぼうのままに手を出したり女物の下着なんか買っちゃうようなド変態野や郎ろうなんだからなっ！　硬こう派はで真ま面じ目めで誠実な俺の方がずっと好青年だしっ！　見た目や挙動はともかく、俺は魂たましいが好青年なんだよっっっ！




　……そう念じることでどうにか自分を取り戻しつつ、懐に仕込んだ携帯マジカセレコーダーのスイッチを入れて。

　意を決したように、ラウルが口を開いた。

「あ、あのっ、ちょっとお聞きしたいんですけどっ……！」

「はい、なんでしょうかっ」

　どう見ても不審人物といった服装と甲かん高だかい声で訊たずねるラウルと、店の制服をきっちりと着こなして自信たっぷりに頷くニセラウル。

　……くそっ、最初に声こわ色いろの選せん択たくを間違えたせいで、ただでさえ覆くつがえしようのない格差が絶対的なものにっ！

　ていうか、前に店長と身体からだを交こう換かんしたときにも思ったけど、俺って、中身が俺じゃない方がカッコよく見えるのはなんでなんだろう？　元は同じ顔のハズなのに、雰囲気や表情の作り方が違うっていうか……くそっ、俺だって、こいつから名前を取り戻したら、こんな感じになってやるんだからなっ！

　密ひそかにそんな決意をしつつ、ラウルの中にむらむらとわき上がる対たい抗こう心。

　正体暴くのも大事だけど、その前に、どうにかしてこいつに一ひと泡あわ吹ふかせてやりたい。俺よりそつなく接客をこなすこいつをテストして、仕事の厳しさを教えてやるっ……！




「ええと……あっ、この自動魔ま法ほう掃そう除じ機きなんですけど……」

　……予定変へん更こう。

　最初に用意していた話題を保留し、ラウルは適当に取り上げたカタログを指した。

「これ、自宅で使うにはあらかじめ魔法配線工事が必要って前に聞いたことあるんですけど、だいたいいくらくらい掛かかるものなんですか？」

　ニセラウルへ意地悪な質問をしつつ、ラウルは胸中でほくそ笑む。




　──スイッチを入れるだけで勝手に部屋の掃除をしてくれる円えん盤ばん状の自動魔法掃除機は、ここ最近問い合わせの多い人気アイテムだ。ただし、エアコンなどと同様、あらかじめ床ゆかや壁かべの《魔法領域》に魔法導線を埋うめ込んで建物自体をマジックアイテム化し、本体に触ふれることなく魔力供給するための工事が必要で、その費用は建物の形や業者、構文の密度によって変わってくる。

　お客さんはよく、だいたいの金額や相場を知りたいなんて感じのことを聞いてくるけど、そこでうっかり適当な金額を言ってしまうとあとあとトラブルになったりする。ラウルも新人の頃ころにやらかしたことがあって……あのときは、大変だったなあ。




　……さあ、こいつは、なんて答えるんだっ？

　なんとなくわくわくするラウルの前で、ニセラウルがぺこりと頭を下げた。

「すみません、オレ、工事のことはちょっと分からないんで、詳くわしい者に聞いてきます」

「って、い、いやっ！　良いんだけどっ！」

　って、おいっ、仲間を呼ぶなっっっ！

　あわてて声をあげるラウル。

　動揺のあまり後ずさった拍ひよう子しに、かたわらのワゴンに思い切り腰こしをぶつけてしまう。

「痛っ！　そ、そのっ、工事もいろいろあるだろっ？　こっちも聞いてみただけだしっ」

「そうなんですか、勉強になりますっ！　お客さん、良かったら俺に教えてください」

「い、いやっ、その、なんか……こっちこそ……すみません……」

　って、な、なに謝ってるんだよ俺っ⁉　くそっ、ニセ者めっ……！




　……けど、こいつ、ほんとに感じのいい店員だな。あらためてそう思いつつ、はっと我に返ったラウルが頭を振ふる。

　って、騙だまされるな！　こいつは俺からすべてを奪うばったんだぞっ⁉

　そうだ、どんなに仕事熱心で、どんなにいいヤツそうでも、こいつは俺のニセ者なんだ。




「──そういえば……」

　目の前のニセラウルを睨にらみつけ、ラウルはついに、本題を切り出した。

「こないだのチャリティイベント、この店も参加してましたよね？　俺も遊びに行ったんですけど、レオンさんがやってたのって、たしか、お化け屋や敷しきでしたっけ？」

　──つい先日、アマダ王都本店の前で行われた商店会主しゆ催さいのチャリティイベント。レオン王都店はフィノの身み柄がらを賭かけ、アマダとメイド喫きつ茶さで対決することになって……。

　隠かくし撮どりのＭＶＤで口調や仕草は真似まねできても、記き憶おくまでは真似できないハズだ。

　さあ、まんまと俺に話を合わせて、ボロを出せっ……！




　懐のマジカセレコーダーの存在感を感じつつ、ニセラウルの答えを待ち構えるラウル。

　そんな少年の前で、ニセラウルがにこにこしながら口を開いた。

「お化け屋敷やったのは、はす向かいのコンビニさんです。うちがやったのは、メイド喫茶ですよ」

「あ、ああ、そうでしたっけっ……」

「メイド喫茶で、女のコたちだけじゃなくオレまでネコミミつけさせられて。オムライスとか出したんですけど、けっこう好評で、最後にはあのアマダにも勝ったんです！　……ま、そのあといろいろあって、大変だったんですけどね」

「へ、へえっ……」

「あのときのオムライス、ほんとうまかったなあ……お客さんにもぜひ、食べてもらいたかったです」

　想おもい出話をしつつ、なんだか懐なつかしそうに目を細めるニセラウル。

　一分の隙すきもないニセラウルの解答に、ラウルは胸中で舌打ちする。……くそっ、なんで知ってるんだよっ！

　やっぱり、こいつ、本物の俺なんじゃ……ついついそんなことを思い始めるラウルの前で、ニセラウルが言葉を続けた。

「……やっぱり、うちの店長が用意してくれた幻まぼろしのタマゴのお陰かげですかね」

　って。

「あの幻のタマゴ、店長さんが用意したんですか？」

「はい」

　ラウルの問いに、にこにこしながら頷うなずくニセラウル。

「うちの店長、あれでかなりのやり手でして。あのときの作戦も全部、うちの店長が……」

「くくっ……」

　そんなニセラウルの言葉を遮るように、ラウルが笑い声を立てた。

「ついに証しよう拠こを摑んだぞっ！　タマゴを見つけたのは店長じゃなくフィノなんだ！　店長があのとき体調崩くずして自分ちで休んでたこと、スタッフならみんな知ってっ……」

　勝ち誇ほこったようにまくし立て、懐からマジカセレコーダーを取り出すラウル。

　いまのやりとりはバッチリ保存した！　これさえあれば、信じてもらえ……って。

「……あ、あれっ？」

　やけに静かなマジカセレコーダー。

　おそるおそる目を向けると、録音中はゆっくりと廻まわっているはずのマジカセテープが動いていない。……って。

「お、おいっ、ウソだろっ！　録音止まってやがるっ！」

　もしかして、さっき棚たなにぶつけたときにっ……！　思わず、ラウルは歯ぎしりする。くそっ、いまの、千せん載ざい一いち遇ぐうのチャンスだったのに！

　すっかり動どう揺ようするラウルの前で、きょとんとしていたニセラウルがやがて、楽しそうに笑った。

「ははっ、お客さん、面おも白しろい人ですね」

　相変わらずさわやかなニセラウルに、ラウルは唇を嚙む。くそっ、どうすればっ……！

　……って。




　考えを巡めぐらせるように周囲を見やった瞬しゆん間かん、視界に飛び込んでくる小こ柄がらな人ひと影かげ。

　──麦わら帽ぼう子しにサングラス、下はダッフルコートという珍ちん妙みようきわまりない出いで立ち。

　隣となりの調理アイテムコーナーに立つ人影は大きめのサングラスをずらすなり、見覚えのある蒼あおい目でラウルを見やりつつ、口パクとともにびしっと親指を立ててみせた。




『お れ さ ま に 、 ま か せ ろ ！』




　……って、ふ、フィノっっっ⁉

　思わず、ラウルはあんぐりと口を開けてしまう。

　あいつ、アパートで待ってろって言ったのに、なんで来てるんだよっっっ⁉

　予想の斜ななめ上を行く少女の行動に動揺し、出口を指して口パクで必死に「帰れ！」と告げるラウル。な、なんかもうっ、イヤな予感しかしないんだけどっっっ⁉　って！

　……案の定。

　少年の視界の中、自信たっぷりにコンタクトを送ってくるフィノのかたわらに、なにやら黒光りする小さな影が近づくのが見えた。




　……ゴキブリアと呼ばれる、フィノが大だい嫌きらいなテカテカした虫。

　気配を感じて顔を向けたフィノが、大きな目を丸くする。

「あ……」

　ゆらゆら揺ゆれる黒い触しよつ覚かくを見つめつつ。少女の口から漏もれる小さな声。

　……ややあって。




「やああああああああ助けてえええええええええっっっ！！！！！！」

「って、お前なあああああっっっ！！！！！」




　これが潜せん入にゆうだということをあっさり忘れ、ラウル目掛けて一目散に走ってくるフィノ。そんな少女を追い詰つめるように、黒い羽を広げたゴキブリアが耳障ざわりな音を立てて高々と飛ひ翔しようした。

「いっ、いやああああああああああああああっ！」

　恐きよう怖ふのあまり頭を抱かかえてうずくまるフィノ。

　間かん一いつ髪ぱつ、頭上をすり抜ぬけたゴキブリアが、ちょうどニセラウルの前にひらりと着地する。
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「っ……！」

　先ほどのフィノと同じく、かなり大ぶりなゴキブリアとまじまじと見つめ合って。

　一瞬後、ニセラウルの表情が、夜道で竜りゆうに出くわしたみたいに思い切り引きつった。




「きゃああああああああああああああああっ！！！！！！！！！」




　まるで少女のように叫さけぶニセラウル。

　その輪りん郭かくが不意に、まるで壊こわれたマジヴィ画面のように大きくぶれ……って⁉

「えっ」「なっ……」

　あっけにとられたように声をあげるフィノとラウル。

　我が目を疑うふたりの前で、ぼやけたニセラウルの姿の奥に、ひとりの少女の姿が浮うかび上がった。




　──ラウルのそれとは似ても似つかない、ほっそりした手足。

　いまにも泣き出しそうな、幼さの残るかわいらしい顔。

　乱れた銀色の髪かみに、涙なみだでうるんだ紅あかい瞳ひとみ──

　……って、ウソだろっ、おいっ！




「魔ま人じんっ……っ！」

　思わず口から洩もれる声。

　反射的に後ずさった拍子に、ラウルがかぶっていた帽子が床ゆかへ落ちる。

「って、お前っ、本物のラウル・チェイサーっ……⁉」

　ラウルの顔を見るなり動揺したように呟つぶやく魔人の少女。

　その面おもてに、みるみるうちに、ひどく悔くやしそうな表情が浮かんだ。

「ぼ、ボクの正体っ、見たなあっ……！」

　薬指に光る真しん紅くの宝石に触ふれた瞬間、ラウルと同じ姿を取り戻もどす少女。

　いらだちを込こめてこちらを睨にらんでくるニセラウルの視線に、ラウルは思わず身み震ぶるいした。

　こいつ、まさか魔人だったなんてっ……！




「って、ラウル君っっっ？」

「ちょっ、あなた、ラウル・チェイサーだったのっ⁉」

　騒さわぎに駆かけつけるなり顔を晒さらしたラウルに気づき、口々に声をあげる副店長とアイリ。

　なんだか難しい表情でこちらを見やる店長の視線に、ラウルは思わず息を吞のむ。

「フィノっ！　逃にげるぞっっっ！」

「う、うんっ！」

　かたわらのフィノの手を引っ張り、あわてて走り出すラウル。

　刹せつ那な、ラウルのふところから、なにかが転がり出した。

「っっっ⁉」

「って、やべっっっ！」

　──重い音を立てて床に落ちる、フィノから預かった魔王の《血星石》。

　はっと目を丸くするニセラウルの前であわてて《石》を拾い上げてふところへねじ込みつつ、ラウルたちは勢いよく店を飛び出した。……ちくしょう、ここは一時撤てつ退たいだっ！




「っ……」

　逃げるラウルたちの後ろ姿を見やりつつ、ニセラウルはなにかを考え込むように、ふっと目をすがめた。







　第四章「勇者になれなかった俺は魔ま王おうの娘むすめと一夜を過ごすことになりました」







「わあっ、おっきなベッド！」




　部屋に入るなり表情を輝かがやかせ、思い切り寝しん台だいへダイブするフィノ。

　そのままごろんごろんと転がりつつ、フィノが幸せそうにため息をつく。

「ふああああっ……なんか、オレ様の部屋のより寝ね心地ごこちいいっ……」

「そ、そっか、よかったなっ……」

　はしゃぐフィノとは対照的に、ラウルはどこか気まずげな表情で目を逸そらした。







　──ニセラウルが魔人と分かった以上、同じアパートに帰るのは危険と判断したラウルは、フィノとふたりで王都内の宿屋に避ひ難なんすることにした。

　けど、まさか明日あしたから始まる王都祭りの観光客で宿屋がいっぱいで、ダブルの部屋しかあいてなかったなんてっ……！




『っ……フィノ、俺、そんなに金持ってないんだけど、貸してくれないか？』

『ふはは、任せろラウルっ！　さあ、存分に借りるがいいっ！』

　言いながらフィノが自じ慢まんげに突つきつけてきたのは手作りの『セアラ銀行預金通帳』。……そういやこいつ、月５０００ゴールドのおこづかい以外は基本、セアラ店長に管理されてるんだっけ。

　そんなこんなで、アマダで手に入れたバイト代とへそくりの残りじゃダブル二部屋は予算的に不可能で、つまり、その、必然的に……。




「んーっ……お日様の匂においがするっ……！」

　たったひとつしかない寝台の上でごろごろと気持ちよさそうにくつろぐ少女。

　ほどよい感じにめくれたスカートから覗のぞく太ももに、ラウルは思わず唾つばを吞む。

　──『一いつ泊ぱく１００００Ｇだぜ？　泊とまっていくかい？』

　にやにやする宿屋の主人の顔を思い出し、ラウルはぶんぶんと頭を振ふった。くそっ、そ、そんなんじゃねーしっっっ！




「お、俺、床で寝るからっ……」

「えっ？」

　とつぜん言い出したラウルの言葉に、寝台から跳はね起きたフィノがあわてたように首を振った。

「って、それならオレ様が床に寝るっ！　オレ様、地面とか床で寝るの慣れてるもんっ！　ラウルの方が大変だったんだしっ、ラウルはベッドで寝ないとダメだもんっ！」

「でも、女のコを床に寝かせて俺だけベッド使うとか、できるわけないだろっ？」

「じゃあ、一いつ緒しよに寝ればいいじゃないかっ！」

「って……」

　フィノの言葉にどきりとするラウル。

　一方のフィノは、すごい名案を思いついたとでも言わんばかりに表情を輝かせる。

「ねえっ、このベッド大っきいし、それくらい余よ裕ゆうだろっ？」

「って、そういう問題じゃねえってっ！」

「ラウルが一緒じゃなきゃ、オレ様はベッド、使わないからなっ！」

「っ……」

　しぶしぶ頷うなずくラウルの前で、なんだか満足げに微笑ほほえむフィノ。

　けれども、ラウルがベッドに腰こしを下ろすなり、少女がふっと真ま面じ目めな顔をした。




「……ラウル、明日から、どうするんだ？」

「もちろん、あいつを倒たおすんだ」

　迷いのない口調で、ラウルが言い放つ。

「いまんとこ大人しくしてるけど、あいつが俺に化けてお前に近づいてなにかしようと企たくらんでる魔人だって分かった以上、このまま放ほうっておけないだろ？　知らずに一緒に働いてる店長やアイリたちの身だって危険だしさ」

「でも、あっちのラウル、すごく張り切って働いてたぞ？　お客さんにもやさしかったし、あいさつする声もだれより大きくてっ……」

「って、あんなの演技に決まってるだろっ？　店長やみんなに信用されるための、ただの見せかけだって！」

「そうかなあ……」

　ラウルの言葉に、なんとなく納なつ得とくいかないように語尾を濁にごすフィノ。







　──少しだけ、静かになる部屋。

　やがて、フィノがぽつりと口を開く。

「……ラウルも聞いただろ？　あいつ、オレ様に、魔王になる気はないのかって、聞いてきたんだ」

「フィノ……」

「やっぱり、あいつも、レイドに言われてオレ様を魔王にするために、きたのかな……」

　フィノのことを魔王にしようと企む、彼女の元教育係の魔人、レイド。

　怯おびえたように瞳を伏ふせ、フィノが拳こぶしをぎゅっと握にぎる。




「オレ様、魔王になりたくないのに……」




　思い詰つめたような横顔。

　そんなフィノを元気づけるように、ラウルが明るい声をかけた。

「ま、要はあいつを倒せばいいんだ。そうすれば、お前は魔王にならなくて済むだろ？　だから、なにも心配することないって」

「ラウル……」

　ラウルの言葉に、少しだけ表情をゆるめるフィノ。

　力なく微笑む少女の背中をぽんと叩たたき、ラウルが言い放つ。

「そのっ……お前だって、今日は半日、俺を探しまわって疲つかれたろ？　さっさと風ふ呂ろ入って寝ちまえよ」

「うんっ……あ、でも、オレ様は時間掛かかるから、ラウルが先に入っていいよ？」

「あ、ああ、じゃあ、そうするな」

　言いながら、ラウルがいそいそと腰を上げた。




　　　　＊　＊　＊




　──ざあざあと、シャワールームから聞こえてくる水の音。

　先に風呂から上がって寝台の端はしに腰こし掛かけつつ、ラウルはなんだかドキドキしてしまう。

　な、なんか、このシチュって、そのっ……。




「ま、マジヴィでも観みるかっ……」

　思わず独り言なんて言いつつ、サイドテーブルのマジックリモコンを手に取るラウル。

　スイッチを押したとたん、マジヴィの画面に、至し近きん距きよ離りで見つめ合う男女の姿が映し出される。

『──勇者さまっ……わたくし、もう、我が慢まん出来ません……』

『ひ、姫ひめさまっ、俺もっ……はむっ』

『んっ……』

『ちゅうううううううう……』




「──あれ、こいつら、なんでキスしてるんだ？」

「～っっっ！！！！！」

　とつぜん背後から聞こえてきた無む邪じや気きな声に飛び上がるラウル。

　反射的にスイッチを切って振り返ると、風呂場のドアからぴょこんと顔を出したフィノがにっこりと笑った。




「ラウル、待たせたなっ！」

「って、ま、待ってねえしっっっ！」

　あわてて声を荒あらげるラウルに微笑み返し、風呂上がりのフィノが寝台へ歩み寄ってくる。

　見慣れた少女の、ほんのり桃もも色いろに染まった肌はだとほてった頰ほお。

　寝ね間ま着き用の大きめＴシャツは少女が動くたびに身体からだのラインを浮うかびあがらせて、ラウルはつい、どぎまぎしてしまう。

　赤面するラウルの隣となりに無造作に腰を下ろし、思わず咳せき払ばらいする少年の肩かたに頭をくっつけたフィノが、なんだか楽しそうに呟つぶやいた。

「ふふっ、念願のオレ様専用ラウルだっ！」

「って、お前っ、なにのんきなこと言ってっ……」

「なあっ、ラウル！」

　不意にぴょこんと顔を上げ、目を輝かせるフィノ。

「オレ様、ラウルにしたいことがあるんだけど、してもいい？」

「お、俺にしたいことっっっ？」

「うんっ！　その代わり、お前もオレ様にしたいことがあれば、なんでもしてくれていいからさっ」

「お、お前にしたいこと、って……」

　フィノの申し出に、ラウルの心臓が跳ね上がる。




　──『……ラウルだったら、オレ様、べつに逃にげないしっ』

　はにかむように呟くフィノの言葉を思い出し、ラウルは思わず唾を吞のんだ。




　な、「なんでも」って、ほんとに「なんでも」いいのかよっっっ？　つ、つまりキスとか、それ以上のこととかっ……って、そそそそそれはダメだよないくらなんでも倫りん理り的にっっっ！　っていうかおおおおお落ち着け俺っっっ！！！！！




　……そ、そもそもこいつ、俺になにをする気なんだっ？

　そんなことを、ラウルが思った矢先。

　やわらかな指先が、ラウルの脇わき腹ばらにそっと触ふれた。




「っ…………⁉」

　──細い腕うでをまわして、ラウルに抱だきついてくるフィノ。

　薄うすい布越ごしに伝わってくる体温とえもいわれぬやわらかさ。

　声を失うラウルを見上げ、フィノがなんだか満足げに口を開く。

「オレ様ね、こうやって、ラウルをぎゅーっとしたかったんだっ」

「って……お、お前っ、ことあるごとにしてるじゃねえかっ！」

「でも、ラウル、いつも、すぐ離はなれろって怒おこるだろ？　だから、一度こうやって、ずっとくっついてたかったんだっ」

「い、いやっ、でもっ……」

　動どう揺ようのあまりもつれる舌。

　どこもかしこもやわらかな感かん触しよくに取り乱しつつ、ラウルが声をうわずらせる。

「っていうかっ、お前、そのっ、いいのかよっ⁉　前に俺の布ふ団とんにうっかり潜もぐり込んでたときは、めちゃめちゃ取り乱してたじゃねえかっっっ！」

「っ？　今日はちゃんと服着てるから、恥はずかしくないぞ？」

　不思議そうな顔をしながら、フィノ。

「それに、なんか、ちょっとどきどきするけど、イヤな感じじゃないし……」

「ふ、フィノっ……」

「ふふっ、ラウルっ、今日は逃がさないからなっ……？」

　いたずらっぽく笑いつつ、フィノがラウルの胸に頰を押し当てた。

　……ぺたぺたと、ためらいもなくラウルの身体に触れてくるフィノの指先。

　ラウルに触れながら、フィノがうれしそうに声をあげる。

「ラウルの腕、固いんだな……肩とかもしっかりしてて、おっきくて、オレ様のとは違ちがってて、なんか、すごくカッコいい」

「っ……」

「んー、ラウルの匂においがするっ……」

　鎖さ骨こつのあたりに押し当てられるフィノの鼻。

　くすぐったいような感覚に、ラウルはたまらず身じろぎした。

　……な、なんなんだよっ、この状じよう況きようっ……！

　まるで子犬みたいに身体中で甘えてくるフィノ。

　熱くなる頰と、いまにも飛び出しそうなくらいばくばくする心臓。

　少女の甘い匂いに脳の奥が痺しびれ、頭の中がふわふわする。




「っ……」

　──目の前で揺ゆれる、銀色の髪かみ。

　何気なく手を伸のばすと、まるで絹糸でも撫なでたような感触が指先を滑すべった。

　……こいつの髪、すげえさらさらで、さわり心地いいな……。

　一方的にじゃれついてくるフィノのしたいようにさせつつ、手持ちぶさただったラウルはそのまま、少女の髪を指で梳すいてやる。




「んっ……」

　不意にフィノがあげた声にびくっとし、ラウルはあわてて手を止めた。

「って、ご、ごめんっ！　痛かったのかっ？」

「ううんっ」

　上うわ目め遣づかいにラウルを見上げ、フィノがうっとりした声を洩らす。

「それ、なんか、すごくきもちいいっ……」

「き、気持ちいいってっ……」

「なあ、それが、ラウルがしたいことっ？」

「えっ……あ、ああっ！」

　反射的に頷うなずくラウルに、フィノがうれしそうに微笑ほほえみかけた。

「オレ様、ラウルに頭撫でてもらうの、すっごく好きっ……ラウル、ガマンしなくても、いつでもしていいんだぞ？」

「あ、ありがとっ……」

　……って。

　気持ちよさそうに目を閉じるフィノの頭を撫でてやりつつ、ラウルは小さく嘆たん息そくする。

　……せっかく「なんでも」していいって言われたのに、ちょっと惜おしかったような……でも、ま、こういうのも、悪くないか。







　──ラウルに撫でられつつ、いつの間にか眠ねむってしまったフィノ。

　起こさないよう注意しながら身体を離し、ラウルは少女の身体を寝しん台だいに横たえる。

　長いまつげを伏ふせ、すうすうと寝息を立てる少女。

　やわらかそうなほっぺたとくちびる。ふんわりと閉じられたまぶた。

　無防備な寝顔がかわいすぎて、ラウルの頰がまた、熱くなる。

　……ったく、少しは警けい戒かいしろよな。

　思わず胸中で呟きながら隅すみにあった毛布を掛けてやろうとすると、寝台の少女が不意に、小さく呻うめいた。




「やっ……」

　つらそうに眉まゆ根ねを寄せ、寝ね言ごとを呟くフィノ。

「魔ま王おうはっ……やだっ……なりたくっ……ないっ……」

「フィノ……」

　……こいつ、そんなに、魔王になるのがイヤなのかよ。

　思わず目をすがめたラウルの前で、フィノがいやいやするように首を振ふる。




「だってっ……オレ様が魔王になったらっ、ラウルが死んじゃうっ……」

「っ⁉」




　とつぜんフィノの口から飛び出した言葉に、ラウルは思わず目を丸くした。

　って、どうしてそこで、俺の名前が出てくるんだよっ？

「やだっ……やだあっ……」

　……なんだかひどく怖こわい夢でも見ているのか、ぽろぽろと涙なみだをこぼすフィノ。

　起こした方がいいのか、そっとしておいた方がいいのか……迷った末、ラウルは少女が泣き止やむまで、そっとその手を握にぎってやった。




　　　　＊　＊　＊




　部屋の明かりを消し、寝台で眠るフィノから背を向けるように、床ゆかに並べたクッションの上へ横たわるラウル。

　寝ね心地ごこちはイマイチだけど、木の上で夜を明かした昨日に比べればずいぶんとマシ。ま、かなり疲つかれてるし、そこそこよく眠れるだろう。

　……いちおう、さっき、フィノと一いつ緒しよに寝る約束はしたけど、いくらなんでもそれは無理っていうか、だいたい俺、ドキドキしちまって眠れる気がしないし。……あいつ、もうすっかり寝ちまったみたいだし、隣に俺がいなくても、気づかないよな。




　なにげなく寝返りを打ったとたんに違い和わ感かんを覚え、その存在を思い出したラウルが、ふところからそれを引っ張り出す。

　ごつごつとした鎖くさりの先、窓から差し込む月の光に浮かび上がる漆しつ黒こくの《血星石》。

　昼間、フィノがお守りにと渡わたしてくれたペンダントを眺ながめつつ、ラウルは思わず目をすがめた。

　背中の向こうで静かに寝息を立てるフィノ。

　名前も居場所も奪うばわれた俺を信じて、探しに来てくれた、たったひとりの味方。

　……俺、頑がん張ばらなきゃな。ペンダントを握りしめ、ラウルは決意する。

　たとえ相手が魔人だろうとなんだろうと、ぜったいに、あいつを倒たおしてやる。

　あいつに勝って、フィノを守って、すべてを取り戻もどすんだ……っ⁉




　不意に、背中に、気配を感じて。

　反射的に身を起こそうとした少年を押しとどめるように、耳元で誰だれかが囁ささやく。




「……ラウル？」

　背筋に走る、痺れるように甘い感覚。

　……いったい、いつのまに目を覚ましたんだろう。

　たったいままで寝台で眠っていたハズの少女が、ラウルの身体からだを押し倒した。




　──ゆっくりとのしかかってきた少女の体重は、思っていたよりずっと軽くて。

　やわらかくて。あたたかくて。いい匂いがして。







[image: ]







　胸むな板いたに押しつけられた少女のふくらみが、ふにゃりと形を変えて。

「っ……」

　こ、これってっ……。

　狂くるったように早はや鐘がねを打つ鼓こ動どう。

　なんだかやたらと息が苦しくて、やたらと顔が熱い。

　青みがかった月明かりの中。

　切なげに目を細めたフィノがそっと、かわいらしい顔を近づけてくる。

「……ねえ、ラウル、オレ様のこと、キライなの？」

　吐と息いきが掛かかりそうな距きよ離りから見つめてくる、うるんだ蒼あおい瞳ひとみ。

　少女の肩かたからこぼれ落ちた髪が鎖骨に触ふれて、ぞくぞくするほどくすぐったい。

「オレ様、ラウルのこと、こんなに好きなのに……」

　耳の下から首筋をやさしくなぞる指先。

　白い頰ほおを桜色に染めたフィノが、はにかむようにくちびるを開く。




「──オレ様、ラウルとなら、子どもを作ってもいいぞ……？」




　吐息混じりに囁かれ、どくんと跳はねる心臓。

　ペンダントを握りしめた手の上に被かぶさってくる、やわらかな指先。

　長いまつげを、静かに伏せて。

　ふわりと瞳を閉じたフィノが、そっと、くちびるを重ねようと……っ。




「っ……！」




　──次の、瞬しゆん間かん。

　はっと我に返ったラウルが、目の前の少女の身体を突つき放した。




「ら、ラウル……っ？」

　少年に思い切り拒きよ絶ぜつされ、戸と惑まどうように目を瞬またたかせるフィノ。

　そんな少女を油断なく睨にらみつけ、低い声でラウルが訊たずねる。

「お前っ、何者だっ……？」




　──『あれ、こいつら、なんでキスしてるんだ？』

　……ついさっき、風ふ呂ろ上あがりのフィノがマジヴィを見て口にした問いかけ。キスの意味も知らないあいつがこんな風に迫せまってくるハズがないしっ……それに。

　あいつは俺に無む邪じや気きに甘えてくることはあっても、こんな風に媚こびてきたりしない！




「…………」

　ややあって。

　おずおずとこちらの様子をうかがっていた少女がひょいと肩をすくめ、やれやれといった顔で嘆息した。

「……なあんだ、バレちゃったのかあ。あともー少しで、お目当てのものが手に入るところだったのにさ」

「って……！」

　──不意に、寝台の方から聞こえてくる小さな声。

　ラウルが思わず顔を向けると、上半身を起こしたフィノが毛布を抱だきしめ、すっかり混乱したように目を丸くしている。

「お、オレ様がっ、もうひとりっ……⁉」

「正体を現せっ、ニセ者っ！」

「……はいはい、りょーかい」

　フィノと同じ顔のまま、めんどくさそうに頷きながら。その指に塡はめられた真しん紅くの石に触れたとたん、ニセ者の輪りん郭かくがぶわっと大きくぶれた。




　月光の中で姿を現したのは、中性的な美び貌ぼうを持つ黒衣の少女。

　ショートの銀ぎん髪ぱつと勝ち気な紅あかい瞳が、そのかわいらしさをより引き立たせている。

　幼さの残る顔立ちに生意気な表情を浮うかべ、少女が面おも白しろそうにくちびるを持ち上げた。




「……お前っ、何者だっ？」

　ラウルに化けてレオン王都店に潜もぐり込み、今度はフィノに化けてラウルに迫り……いったいなにを考えているのかさっぱり分からない、魔人の少女。

　全身で警戒しつつ訊ねると、少女がおどけたように笑う。

「ボク？　ボクは、トリカ」

「……トリカっ？」

　さっと顔色を変えるフィノ。

　その反応に、トリカと名乗った少女がうれしそうな顔をした。

「あれ、もしかして、知ってくれてるっ？　そう、ボク、四天王のトリカだよっ」

「四天王っっっ⁉」

「ああ」

　思わずオウム返しするラウルに、フィノが硬かたい声で頷うなずく。

「四天王最強の魔人で、親父おやじも一目置いてて、でも、すっごく気まぐれで、変わり者で、城にも滅めつ多たに姿を現さないから、『幻まぼろしのトリカ』なんて呼ばれてて……オレ様も、会ったのは初めてだ」

「んー、『幻の』、も、そんなに悪くはないけど……ボク的には『酔すい狂きよう者のトリカ』って呼ばれ方のほうが好きかなあ」

　フィノの説明に口を挟はさみ、くすくす笑うトリカ。

「ねえ、なんかカッコいいでしょ？」

「どうして俺とすり替かわったんだっ⁉」

「もちろん、フィノさんに近づくためだよ？」

　声を荒あらげて詰きつ問もんするラウルに、トリカが面白そうに微笑ほほえみ返す。

「マニュアルとか資料読んだり、映像見たりしてさ。ボクって天才だから、すぐ覚えちゃった。ねえ、ボクのラウル・チェイサー、けっこうイイ感じだったでしょ、本物さん？」

「黙だまれっ！！！！！」

「あははっ、じゃ、そろそろ本題に入ろうか」

　ラウルの剣けん幕まくを茶化すように肩をすくめ、トリカが口を開いた。




「あのね、ボク、魔ま王おうになりたいんだ。だからさ、ラウルさんが持ってるそれ……《支配の血星石》、ボクにちょうだい？」




「なっ……！」

「っ……！」

　息を吞のむラウルと、目を瞬かせるフィノ。

　寝しん台だいのフィノを見やりつつ、トリカがくすっと笑う。

「ねえフィノさん、キミ、魔王になりたくないんでしょ？　だからね、ボクが代わりに魔王になってあげる。そうすれば、キミはもう、魔王にならなくていいんだよ？」

「魔王にならなくて……いい？」

「うん」

　フィノの言葉にあっさり頷いてみせるトリカ。

「その《石》をボクにくれれば、キミは晴れて自由の身。魔界のことなんて忘れて、このまま好きなだけ、人間界で、あのお店で働いて、店長にでもなんでもなればいいよ。もう誰も、キミに『魔王になれ』だなんて言わないんだからさ」

「ずっと、お店にいられる……」

「ねえっ、どう？　キミもこれ、名案だと思わない？」

　くるりと振ふり返って、トリカがラウルを見やった。

　……って。

「お前っ……！」

「あれ、止めるの？　……でも、キミだって、魔王が復活した方が都合いいでしょ、元勇者志望さん？」

　からかうような口調で、トリカがドレスに包まれた細い腰こしに手を当てる。

「それに、新しい魔王がキミの大事なフィノさんじゃなく、全然カンケーないボクならさ、いざ勇者になったキミが戦うにも抵てい抗こうないだろうし、ちょうどいいじゃない。ね？」

「っ……」

　少女の言葉に、ラウルは奥歯を嚙かんだ。

　……たしかに、勇者になりたい気持ちが消えたわけじゃない。

　マジックショップ・レオンで働いてく決意はしたものの、だからって、俺は夢を諦あきらめたわけじゃない。ただ、いまある目の前の現実と折り合いをつける決心をしただけ。以前アイリが言ってたように、機会さえあればいつでも勇者になりたいと思ってる。でも……。

「……それじゃ、順番が逆だっ！」

　強いまなざしで少女を睨みつけ、ラウルが思い切り叫さけんだ。

「勇者の目的は、魔王を倒たおして平和な世界を作ることだっ！　魔王がいない平和な世界で魔王を望む勇者なんて、そんなの、ぜったいおかしいだろ！」

　そうとも！　勇者のために魔王があるんじゃない！

　魔王が……倒さなきゃならない悪い魔王がいるから、勇者が必要なんだ！

「へえ……」

　ラウルの言葉に、トリカは面白そうにくすくすと笑う。

「なんか、どっかの誰だれかさんに聞かせてあげたい言葉。でも、きれいごと言うけど、本心はどうなんだろ？　……あ、そうだ」

　思い出したようにポンと手を打って、トリカがラウルとフィノを交こう互ごに見やった。




「ねえ、その《石》をくれたら、ラウルさんの居場所、返してあげるよ？」




「「っ？」」

　思わず目を丸くするラウルたちに、トリカが微笑みかける。

「《血星石》さえ手に入れれば、こんなトコロに用はないからね。ボクが《石》を手に入れるためだけにラウルさんからもらったおうちも、お店も、お友達も、みーんな、そのまま返してあげる。ラウルさんは元の生活に戻もどれるし、フィノさんも、これからはなにに煩わずらわされることなく、安心して働けるようになるんだよ。その《石》をボクにくれるだけで、みんな幸せになれるんだ。……ね、簡単でしょ？」

「馬ば鹿かにするなっっっ！」

　トリカの提案をはねのけ、ラウルが叫んだ。

「そんな取引、誰がするかよっ！　俺の居場所は、俺自身の力で取り戻してみせるっ！」

「それはいいけど……キミにできるの？　仕事でも、戦せん闘とうでも、まるきりボクに歯が立たなかったくせにさ」

「やってやる！」

　挑ちよう発はつするようなトリカの言葉に、ラウルが強く《石》を握にぎりしめる。

「──ぜったいに、お前に勝ってやる！」




「……へえ」

　あきれたように肩かたをすくめ、トリカがフィノを見やった。

「ラウルさんはこう言ってるけど……ねえ、フィノさんはできると思う？　それより、ボクに《石》を渡わたした方がカンタンで、確実だと思わない？」

「オレ様はっ……」

「……それに、キミ、魔王になりたくないんだもんね？」

　にっこりと、やさしげに笑ってみせるトリカ。

　きっとくちびるを嚙みしめるなり、フィノが口を開いた。

「イヤだっ！」

　トリカの提案をきっぱりと断って、フィノが大きく頭を振る。

「オレ様は魔王になりたくないけど、代わりの魔王も作りたくないっ！　怖こわくて、ワガママで、自分勝手で、邪じや魔まなモノはぜんぶ壊こわしてっ、欲ほしいモノはなんでも奪うばってっ……親父みたいな魔王はいちゃいけないんだっ！　それにっ……」

　言いながら、ふと、フィノがラウルを見上げた。

「フィノ……？」




「──オレ様、ラウルのこと信じてる」




　強いまなざしでラウルを見み据すえ、フィノが自信に満ちた口調で言い放つ。

「ラウルの言うとおり、ラウルはぜったいトリカに勝つっ！　ラウルはラウルの力でトリカに勝ってお店に帰ってくるっ！　だから、トリカに親父の《血星石》は渡さないっ！」

「……まったく、強ごう情じようなヒトたちだねえ」

　……ややあって。ふたりの強い視線に射られつつ、トリカがあきれたように嘆たん息そくした。

「まあいいや。はっきし言ってボク、すっごく強いし、ここで無理やり奪ってもいいんだけどさ？　べつにそれほど急いでるワケじゃないし、待っててあげるよ。ラウル・チェイサーとしてもうしばらくバカな《テンイン》や《キャク》を騙だますのもオモシロいし……」

「って、お前っっっ！」

「だって、ホントのことでしょ？」

　仲間やお客さんをけなされて憤いきどおるラウルの前で、トリカはあっけらかんと言い放つ。

「ボクがニセ者なこと、店長さんからしてぜんぜん気づいてないしさ。《キャク》にいたっては、ボクがほんとは魔人で、四天王だってこともぜんぜん知らないでボクと話してるんだよ？　ボクがその気になればアトカタもなく消し飛ばせちゃうトコロを、気まぐれで生かしといてやってるだけなのに、すっかり油断しちゃってさ。ねえ、これって、すっごくオモシロくないっ？」

「っ……！」

「あ、そうそうっ、そういえば昨日、初めてウワサの《くれーむ》ってのに当たったんだけど、いちおう本では知ってたけど、ホントにああいうヤツがいるんだって感心しちゃったよ。あいつ、いかにも自分が上ですってカンジのすっごい偉えらそうな態度してるくせに、いざボクのホントの正体を知ったら泣いて命いのち乞ごいするんだろうなーって思ったらもう、おかしくて、おかしくてっ……ホント、ニンゲンって、タンジュンだよね？」

　人を食ったような少女の態度に、わなわなと拳こぶしを震ふるわすラウル。

　楽しそうに笑いながら、トリカがひょいと片手を挙げた。

「……とゆーワケで、ボク、キミの代わりにレオン王都店でけっこう楽しくやってるからさ。気が変わったらいつでも《血星石》、持ってきてよね？」

　軽い口調で言い残すなりきびすを返し、トリカが悠ゆう然ぜんと部屋を出て行く。




　……そんな少女の背中を、強いまなざしで睨にらみつけ。

　ラウルは手の中の《血星石》をぎりぎりと握りしめた。










　　　　＊　＊　＊




「──どーも、はじめまして」




　品の良いスーツに、黒くろ縁ぶちの眼鏡。

　にこにこしながら会え釈しやくしてきたサラリーマン風の男を見やり、黒い巨きよ岩がんに座っていた銀髪の少女が口を開く。

「……オジサン、だれ？」

　男を見上げる紅あかい瞳ひとみ。

　黒衣の少女の言葉に、スーツの男が懐ふところを探さぐった。

「ああ、申し遅おくれました。わたくし、こういう者です」

「へえ……」

　渡された名めい刺しをしげしげと見やる少女の前で、スーツの男が遠えん慮りよがちに申し出る。

「──先代魔ま王おう様亡なきあと日に日に勢力を伸のばし、いまや魔界において敵かなうものはないとされる元四天王こと《酔すい狂きよう》のトリカ様。じつは本日、わたくしどもの会社からご提案がございまして。わたくしどもの新プロジェクトに、参加していただけないかと……」

「それって、オモシロいの？」

　男の言葉を遮さえぎって、トリカと呼ばれた少女が声をあげた。

「ボクさ、最近、タイクツしてるんだ。ほら、ボクって強いから、魔人も魔物も強いヤツはだいたいやっつけちゃって。なんかもう、やるコトなくなっちゃったってゆーか……」

「──では、そろそろ、魔王になってみてはいかがです？」

　黒縁眼鏡の奥の目をきらりと光らせる男。

　しかし、トリカはなんだかあきれたように肩をすくめてみせる。

「……あのねえ。ボクだってそれくらいもうとっくに考えたよ？　魔界中の魔人を従わせられるだなんて、いまよりちょっとはオモシロくなりそうだしね。でも……」

　言いながら、トリカがつまらなそうに嘆息した。

「魔王になるためには《支配の血星石ブラツドストーン》が必要なんだもん。いくら強くたって、あれ持ってなきゃホントの魔王にはなれないし。先代が死んだあと血星石は行方ゆくえ不明だし、魔王城の跡あと地ちをあさっても、なんにも出てこなくって……」

「《支配の血星石》は人間界にあります」

「それ、ホントなのっっっ⁉」

　興味を惹ひかれたみたいに顔を上げるトリカ。

　スーツの男がにこにこしながら頷うなずいてみせる。

「はい。……おそらく、先代魔王の娘むすめフィノ・ブラッドストーンが持っているはずです」

「へえ、名前しか聞いたことないけど、生きてたんだ！」

　驚おどろいたような顔をして、しかし、少女はすぐに首を傾かしげた。

「でも、石持ってるのになんで魔王にならないの？　ブラッドストーン家の血筋引いてるなら、魔力的には問題ないでしょ？」

「それが、本人がかたくなに、魔王になりたくない、と……」

「なにそれ。じゃあ、石持ってても仕方ないじゃん。もったいないなあ」

　あきれたように言いつつ、トリカが身を乗り出した。

「ねえ、さっそくそいつを捕つかまえて石を取りあげようよ！　先代の娘かなんか知らないけど、ボクの力なら、カンタンに……」

「いえ、おそらく無理でしょう。彼女に拷ごう問もんは効きません」

「……なら、どうしろってゆーのさ？」

　なんだか不満げに眉まゆをしかめるトリカ。

　そんな少女の反応に、営業スマイルを浮うかべた男が説明する。

「人間界には、彼女が信しん頼らいを寄せているラウル・チェイサーという少年がいます。彼と入れ替かわってフィノ嬢じように近づけば、血星石を手に入れることは容易でしょう」

「ナルホドねえ……」

　男の言葉を検討するように紅くれないの目をすがめていたトリカが、やがて、こくりと頷いた。

「なんか、それ、けっこうオモシロそうかも……それに、うまくいけば魔王になれるんだよね？　ちょうどタイクツしてたとこだし、やるよ。まかせて！」

「では、これで、契けい約やく成立ということで」

　満面の笑えみを浮かべた男が「そうそう」と、懐からなにかを取り出してみせる。

「あなたに、これを提供しましょう」

「……なに、これ？」

「はい。魔力圧を人間並みに落とし、姿を変えることができる指輪と、レオン王都店の業務マニュアル。そして、ラウル・チェイサーを隠かくし撮どりした映像です」

　説明とともに、ポータブルＭＶＤプレーヤーのスイッチを入れる男。

　小さな起動音がして、マジックディスプレイにひとりの少年の姿が映し出された。

「これが、ボクが化けるラウル・チェイサー……？」

　プレーヤーの画面をのぞき込み、トリカはなんだかがっかりしたように呟つぶやく。

「なんか、イマイチ、ぱっとしない感じだなあ。ほんとにボク、こいつのマネしなきゃいけないの？」

「申し訳ありませんが……」

「まあ、本物のボクとかけ離はなれてる方が、オモシロいかもしれないけどさ」

　……言いながら、ふと、トリカが男を見上げた。

「ねえ、ところでこいつ、なんで他ほかの人間に頭下げてるの？　あと、こいつが言ってる『イラッシャイマセ』ってどんなイミ？　攻こう撃げき呪じゆ文もんかなにかなの？」

「ラウル・チェイサーは、店員です」

「《テンイン》？」

　不思議そうな顔をして聞き返すトリカに、にこにこしながら男が解説する。

「職業、と呼ばれる人間の称しよう号ごうのひとつです。ここに映っている、『店』、と呼ばれる場所を訪おとずれる、『客』、と呼ばれる者たちに、物品の購こう入にゆうするようにせまる者たちのことです」

「へえ……ってことは、《ミセ》に来るこの《キャク》ってやつは、『イラッシャイマセ』って言葉を投げるといい気持ちになって、こちらの言うことを聞いてくれるんだ？」

「まあ、その通りですね」

「ふーん、なんか、タンジュンなやつら」

　納なつ得とくしたように頷くトリカの前で、男が言葉を続けた。

「このＭＶＤもお渡ししますので、どうぞ参考になさってください。他にも、必要なものがあればなんでも用意いたしましょう。

　我が社の新生『魔王復活プロジェクト』を、よろしくお願いいたします──」










「──と、なんか、まんまとあのオジサンに、乗せられちゃったワケだけど……」




　しんと静まりかえった夜のアパート。

　ラウルのベッドに我が物顔で寝ねそべりつつ、トリカがふうっと息を吐はく。

《血星石》を手に入れて魔王になるために、ラウル・チェイサーと入れ替わる準備をするのはけっこう楽しくて。ただマニュアルを読むだけじゃ足りなくて、もっといろんな本を取り寄せてもらったり、オジサンに無理言って、レオンの顧こ客きやく情報まで手に入れてもらったりして、なんだかちょっとワクワクしながら当日を待って。

　本物さんと入れ替わるのは拍ひよう子し抜ぬけするくらいカンタンだったし、シゴトの方も、さんざん予習しといたお陰かげで特に困ることもなかった。ま、さすがに、いちばん最初にお客さんに声を掛かけたときはちょっと緊きん張ちようしたけど、やってみたら、こんなもんかってカンジ。べつに、ぜんぜん、なんてことはない。

　……でも。




　──『ありがとう、助かったよ、ラウルさん！』

　──『ラウル君のお陰で、いい買い物ができたわ』

　──『ラウルさん、また、よろしく頼たのむね』




　──トリカに笑顔を向けてくる、《キャク》とかいうニンゲンたちの言葉。




　──『あらあら、ラウルくん、記録更こう新しんですね』

　──『おーっ、ラウル君、今日もよく頑がん張ばったなー』

　──『やるじゃない、ラウル・チェイサー』




　──仕事が終わったあと、トリカを囲んで声を掛けてくる《テンイン》たちの表情。

　不意に、胸がぎゅっとして、トリカは思わず手のひらを押し当てた。

　魔界にいたときは魔人たちに恐おそれられ、かしずかれてたけど、こんな風に褒ほめられたのは、初めてかも。

　なんか、こーゆーのも、なかなか悪くないっていうか……って！

「こんなの、単なるお遊びだしっ！」

　ぶんぶんと頭を振ふりつつ、トリカが眉を吊つり上げる。

「……そうだよっ。だいたい、四天王のこのボクがどーして、ニンゲンみたいな弱っちいヤツらの態度に一いつ喜き一いち憂ゆうしなきゃいけないんだよっ？　あんなやつらに褒められたってうれしくなんかないしっ、怒おこられたってくやしくなんてないしっ！　むしろ、ボクがあっちを振り回して、タンジュンだなあって笑ってやるべきだしっ！」

　なんだかどきどきする胸に、ぎゅっと手を当てたまま。




　自分に言い聞かせるみたいに、トリカが呟く。




「ラウル・チェイサーの真似まねなんて、《石》を手に入れるまでのヒマつぶしだよっ。だって、ボクは、もうすぐ魔王になるんだからっ……！」







　断章「俺が勇者だった頃ころの夢」







「痛っ……」




　凍こおった土の上に腰こしを下ろし、苦々しげに呻うめく少年。

　どんより曇くもった灰色の空。モノトーンの暗あん鬱うつな世界にどこまでも広がる荒こう野や。

　黒い岩の間からは、化石のような木々がぽつりぽつりと生えている。




　左の肩かたに負った傷は思った以上に深いらしく、さっきから指先に力が入らない。

　もしも、これが利きき腕うでだったら……そう考えた瞬しゆん間かん、少年の背中がぞくりとした。

　──勇者以外は立ち入ることを許されていない、大陸北部の魔ま人じん領。

　もしも剣けんを振るうことができなくなれば、血も涙なみだもない魔人になぶり殺されるか、新しん鮮せんな肉の匂においをかぎつけてやってきた凶きよう悪あくな魔物たちになすすべもなく食われるしかない。そう思えば、これくらいの怪け我がで済んだのは幸いだった。

　傷口を押さえながら、目の前に転がる魔物ヘルハウンドの死体を見下ろす少年。

　その脳のう裏りにふと、少女の言葉が甦よみがえった。




　──『魔王を倒たおしてはいけないって、どういうことですかっ⁉』




　蜂はち蜜みつ色の長い髪かみを怒いかりに震ふるわせる、はっとするほど美しい少女。

　藍あい色いろの瞳ひとみで目の前の勇者を睨にらみつけ、たった数刻前勇者になったばかりの少女が叫さけぶ。




　──『おい、「オールＡ」、落ち着……』

　──『見み損そこなったわラウル・チェイサー！　私はぜったいにあいつらの仲間になんかならない！　ひとりでだって、魔王を倒してやるんだから！』




「……あいつ、無事かな」

　十日ほど前の叙じよ任にん式の夜。先せん輩ぱい勇者たちが持ちかけてきた協定の話に反発し、啖たん呵かを切って城を飛び出していった新人勇者の少女。

　予備校時代からの顔見知りで、たったひとりの同期合格者でもある彼女を連れ戻もどそうと、少年は後を追うようにして魔人領に来たのだった。

　しかし、経験不足の新人勇者たちにとって、ここはあまりにも危険すぎた。

　昼夜のべつなく襲おそいかかる魔人や、書物の知識でしか知らないような凶悪な魔物たち。超ちよう難関である勇者試験をトップの成績で突とつ破ぱした少年ですら、これまでにいったい何度死を覚かく悟ごしたか分からない。……挙げ句が、この怪我だ。




　──『現役引退した勇者は政財界の各方面に天下っている。もちろん、君たちが引退するときにも、十分な便べん宜ぎがはかられるだろう。魔王を倒さなければ、俺たちは一生、甘い汁しるが吸えるんだよ？』




　重いため息をつき、少年は灰色の空を見上げた。

　幼い頃からずっと勇者になることだけを目指してきたハズなのに、いざ夢を叶かなえた少年は、これからどうすればいいか分からなくなった。

　自分が目指していたのが「勇者になること」だけだったということに気づいたとき、少年は言いしれぬ恐きよう怖ふを覚えた。そこには、勇者という肩書き以外にはなにもない、ひどく薄うすっぺらな自分しか残っていなかったからだ。

　そんな少年にとって、先輩勇者たちが持ちかけてきた話は、なんだか、ひどく安心できるモノだった。

　少年が抱いだいていた、なんの目的も主義信条もなく勇者になってしまったことに対する罪悪感。

　……でも、そもそも勇者なんてのはみんな、そんなものなのかもしれない、と。




　しかし、彼女は、そうじゃなかった。

　先輩勇者に抗あらがった彼女は、強い意志と目的を持ってて、俺みたいないい加減なやつなんかとは全然違ちがって。あいつこそ、本物の勇者を名乗るのにふさわしい勇者で。

　だから、どうか、無事でいて欲しい……っ⁉







　不意に気配を感じ、反射的に剣を構える少年。

　振り返った瞬間、視界に輝かがやくような銀の光が流れ……少年は息を吞のむ。




　少年の背後に立っていたのは、どきりとするほどかわいらしい少女だった。




　雪のように白い肌はだに、ほんのり色づいたくちびる。鎖さ骨こつの上で揺ゆれる大おお仰ぎようなペンダント。

　潤うるんだような紅あかい瞳が、驚おどろいたようにこちらを見つめてくる。

「っ……！」

　紅い瞳……その意味に気づいたとたん、少年ははっと我に返った。

　燃えるように紅い瞳と、くるぶしまで届きそうなほど長い銀の髪。……間違いない。

　こいつ、魔人だっ！

「くそっ！」

　反射的に剣を抜ぬき放ち、少年は眼前の少女を睨みつける。

　自分とそう歳としが変わらないような若い魔人を見たのは初めてだけど、どんなにかわいい顔をしてたって、こいつらは危険な存在だ。決して、油断しちゃいけない！

　地面に座ったまま震える手で剣を握にぎる少年と、少年の足あし下もとに転がるヘルハウンドの死体を交こう互ごに見やる少女。

　少年が立ち上がろうとした瞬間、魔人の少女が叫んだ。

「動くなっ──！」




　刹せつ那な、少年の懐ふところに飛び込んでくる少女。

　あわてふためく少年の肩の傷をのぞき込むように、少女が顔を寄せる。

　反射的に身を引こうとした少年の腕を摑つかんで。

　少女はやわらかそうなくちびるを、彼の傷口へそっと近づけた。

「なっ……」

　──かっと熱くなる頰ほお。

　ちろちろと皮ひ膚ふを這はう舌先の、背筋がぞくぞくするようなむずがゆさ。

　ときおり鋭するどい痛みが走るものの、それより、くすぐったいような感覚の方が強くて。

　たまらず振り払はらおうとする少年を、いったん顔をあげた少女がじろりと睨みつけてくる。

「……貴様っ、それでも人間の勇者か？　大人しくしてろっ！」

「は、はいっ……」

　……強い口調で叱しかられ、思わず生返事してしまう少年。

　満足げに頷うなずくなり、少女は再び少年の肩の傷口を舐なめ始めた。




「んっ……」

　銀の髪を波打たせながら、唾だ液えきをまとわせた舌を一いつ生しよう懸けん命めいに動かす少女。

　すぐ目の前にあるうなじから甘い匂いがして、そんな場合でもないのに、胸がどきどきする。

　やがて、傷口から顔を離はなして。

　少女が小さくため息をついた。

「──これで、たぶん大だい丈じよう夫ぶ。ヘルハウンドの爪つめの毒は舐めれば消えるって、前にレイドが言ってたからな」

「あ、ありがと……」

　……どうやら自分を助けてくれたらしい魔人の少女に礼を言い、やがて、少年がためらいがちに質問する。

「ていうか、その……お前、魔人なのにどうしてっ……」

「ああ、オレ様、勇者とは少々、縁えんがあってさ」

「……そっか。勇者と魔人って、ほんとに癒ゆ着ちやくしてるんだな」

　自じ嘲ちようするように、力ない笑えみを浮うかべる少年。

「……ゆちゃく？」

「いや、なんでもないんだ」

　不思議そうに首を傾かしげる少女の前で小さく頭を振ふり、少年が口を開いた。

「それより、お前、どうして目が赤いんだ？」

「えっ……そりゃあ、オレ様、魔人だから……」

「いや、そうじゃなくて……」

　泣きはらしたような少女の目を見やり、おずおずと訊たずねる少年。

「……もしかして、泣いてたのか？」

「っ……！」

　その言葉を聞いたとたん、ぱっと顔を赤らめた少女が、すっかりうろたえたようにぶんぶんと頭を振った。

「き、貴様には関係ないだろっっっ⁉」

　顔を背そむけ、拗すねたように頰を膨ふくらませる少女。

　その仕草がなんだかかわいくて、少年は思わず表情をゆるめてしまう。

　なんか……少年はつい、胸中で独りごちる。

　魔人って、とんでもなくひどい奴やつらだって聞いてたけど……案外、そうでもないのかもな。




「俺、ラウルって言うんだけど……お前はなんて言うんだ？」

　少年が訊ねると、魔人の少女が紅い目を瞬またたかせ、にっと笑った。




「──オレ様は、フィノ！　フィノ・ブラッドストーン！」







「……っ！」

　──薄うす暗ぐらい宿屋の一室。

　床ゆかの上で寝ねていたラウルは、はっと目を覚ます。

　寝しん台だいの方から聞こえてくる少女の寝ね息いき。

　なんだか頭がくらくらして、ラウルは思わず額に手を押し当てた。

　なんだ、夢か。でも、なんか、ヤケに生々しいっていうか……。

　まるで、ほんとにあったことみたいな……。




　勇者と魔王、か……。

　ラウルの胸に光る《支配の血星石》。

　ひんやりとしたその石を握りしめ、毛布を寄せたラウルは身を起こした。







　書きもの机の上に用意された一枚の履り歴れき書を取りあげ、準備を終えたラウルが、そっとドアノブを握る。




「……ぜったい、勝ってやる。約束だからな、フィノ」




　フィノの寝顔に声を掛かけ、ラウルはそっと、部屋のドアを閉めた。




　　　　＊　＊　＊




「おはようございます！」

　大きな木製のドアをノックして。ドアを開けたラウルが丁てい寧ねいに一礼する。




「おはようございます。王立職業安定所の募ぼ集しゆうを見て昨晩、連れん絡らくした者です」

「はい、ご苦労様です」




　椅い子すに座ったまま、身体からだごと振り返る少女。

　ラウルから受け取った履歴書に、さらりと目を走らせて。

　やがて、天使みたいな微笑ほほえみを浮かべた少女が、琥こ珀はく色いろの目を細めた。




「採用です。……おかえりなさい、ラウルくん」







　第五章「居場所を奪われた俺は戦うことを決意しました」







「おはよ、フィノ」

「っ⁉」

　黒くろ髪かみの少年に声を掛けられたとたん、びくりと身を強こわばらせるフィノ。

　そんな少女をねぎらうように、少年が気安く笑いかける。

「昨日はお疲つかれさま。あれから、ちゃんと眠ねむれた？」

　……言いながら、くすりと笑う少年。

「けど、まさか、普ふ通つうに出勤するとは思わなかったなあ。『偉えらいぞ、フィノ』？」

「……ラウルが勝つもん」

　からかうようにラウルの口調を真似まねる少年……トリカを睨にらみつけ、フィノが呟つぶやく。

「ラウル、ぜったい勝つって言ってたもんっ……！　だから、ぜったい大丈夫。オレ様、ラウルのこと信じてるもん」

「……ま、それは、けっこうだけどさ」

　そんな少女をあざけるみたいに、トリカが肩かたをすくめてみせた。

「でもさ、本物さん、出禁食らってるのにいったい、どうするつもりで……」

「──はいはい、みなさん、朝礼を始めますよー？」

　売り場に響ひびくセアラ店長の声。

　そこで会話を打ち切り、トリカとフィノが朝礼が行われるレジ前へと向かった。




「みなさん、おはようございます」

　バイザー副店長にアイリ、フィノ、そして、ラウルに化けたトリカ。

　スタッフたちの顔を見み渡わたした店長が、にこにこしながら口を開いた。




「今日は、新しいバイトさんを紹しよう介かいします。ラウルＢ・チェイサーくんです」

「「「「っ⁉」」」」




　店長が手のひらで指した先、バックヤードの方から現れるひとりの少年の姿。

　白いワイシャツにグレーのスラックス。店のロゴ入りエプロンと、さんぜんと輝かがやく『研修中』の腕わん章しよう。

　あぜんとするスタッフたちの前で、黒髪の少年が元気よく頭を下げる。

「新人のラウルＢ・チェイサーです！　みなさん、よろしくお願いしますっ！」

「……って！！！！！」

　やがて、我に返ったかのように、制服を来ている方……トリカ演じるニセラウルが、店長の隣に並んだ本物のラウル、ラウルＢに食ってかかった。

「お前、出入り禁止のくせに、どうしてっ！　店長っ！　こいつっ、ニセ者のくせに性しよう懲こりもなく店に戻ってきてっ……」

「店長が追い出したのは、ラウル・チェイサーのニセ者としての俺なんだよ！」

　すっかり取り乱すトリカの前で、自信たっぷりに言い放つラウルＢ。

　ふたりのラウルを見やりつつ、セアラ店長がにこにこしながら補足する。

「ええ、ひとりのラウルくんが本物とニセ者とふたりいるのはは問題ですけど、ラウルくんとラウルＢくんがそれぞれ別人として働いてくれるなら、問題ありません」

「と、言うワケだそうだ」

「い、いやっ、でもっ……」

　納なつ得とくいかないように言い募つのるトリカの言葉をさえぎって、口を開く店長。

「ええと、ラウルくん、ラウルＢくんの教育をお願いしてもいい？」

「え、は、はいっ……！」

「よろしくお願いします、ラウル先せん輩ぱいっ！」

　しぶしぶ頷うなずくトリカに元気よく頭を下げつつ、「ところで」とラウルＢが切り出した。

「新人の分際で生意気かもしれないんですけど、先輩、俺と勝負しません？　閉店まで丸一日の売上げ勝負。俺が勝ったら、俺の方がラウルになるってことで、どうですか？」

　ふと、声を潜ひそめ。ワイシャツの胸むな元もとから、ラウルＢがなにかを引っ張り出す。

「……もちろん、先輩が勝ったら、《石》はお渡しします」

「……へえ、面おも白しろいじゃないか」

　ラウルが見せた《支配の血星石ブラツドストーン》に、気を取り直したように笑み浮うかべるトリカ。

　ふたりの話を聞いていたセアラ店長が、笑顔で大きく頷いた。




「分かりました……じゃあ、わたしが、見届け役になりますね？」




　　　　＊　＊　＊




「いらっしゃいま……」

「いらっしゃいませっっっ！」

　まるでトリカに張り合うように、はきはきとした声をあげるラウルＢ。

　すかさずお客さんに駆かけよって、ラウルＢが腕うでに抱かかえた紙を一枚差し出してくる。

「いつもありがとうございますっ、マクスターさん！　これっ、今日の特価品の案内なので、よかったら見てください！」

　トリカに負けないくらい爽さわやかな笑顔で。チラシに目を落とし、お客さんが口を開く。

「これ、もしかして、君の手作り？」

「はいっ！　今日安くなってる商品とか、新しい商品をまとめてみたんですっ！」

「見やすいし便利だねえ。ねえ、これ、欲ほしいんだけど？」

「ご案内しますっ！」

　明るい声で返事し、お客さんと連れ立って売り場へ向かうラウルＢ。

　後に残されたトリカが悔くやしげな顔をしていると、また、入り口ドアが開く気配がした。

「いらっしゃいま……」

「いらっしゃいませ！　良かったら、こちらのチラシどうぞ！」

　トリカが声を掛けようとした寸前に、チラシを手に割り込んでくるラウルＢ。

　ラウルのチラシを眺ながめ、お客さんが「ふうん」と頷いた。

「これ、なかなか安いね。ちょっと見せてくれる？」

「はい！　こちらです！」

　お客さんの前に立って案内しつつ、ラウルＢがインカムマイクへ口を寄せる。

『フィノ、もうすぐマクスターさんがマジカル餅もちつき器持ってくから、ラウルＢの売上げで頼たのむっ！』

『了りよう解かいっ！』

『あ、あと、緑の服のお客さんのマジックアイロンと、帽ぼう子しのおばちゃんの魔ま法ほうひざ掛けもラウルＢな！』

「くっ……」

　ラウルＢのインカムと、レジカウンタのフィノから返ってくるうれしそうな返事。

　ふたりのやりとりを聞きながら、トリカがきゅっとくちびるを嚙かんだ。




「いらっしゃいませ！　よろしければ、こちらのチラシをどうぞ！」

　よし、ちゃんと成果出てるなっ……お客さんの反応にラウルはほくそ笑む。朝早くから特価品やオススメ品をまとめた手配りチラシを作ったり、昨日の夜、鏡の前で顔が筋肉痛になるまで笑顔の研究をした甲か斐いがあった！




　ニセ者ことトリカが演じるラウルの、これまでのラウルが作れなかった爽やかな笑え顔がおや積極的な態度や、お客さんの名前を積極的に呼ぶといった姿勢。

　そして、チラシを手渡すことでお客さんと自然にコンタクトする、アマダの手法。

　現状に満足せず、いいなと思ったものをどんどん取り入れていくこと。それは、すっかり仕事に慣れてしまったラウルが、ここしばらくおろそかにしてた向上心。

　たとえ、それが気にくわないヤツやライバル店の手法でも、良いところは素す直なおに評価して、自分の糧かてにしていかないと。いくら嫌きらいだからって、ただ批判するだけじゃ、単に自分が損するだけだ。

　それに……。




　接客が切れたラウルは、売り場のトリカをちらりと観察する。




　ようやく捕つかまえたお客さんに、魔法加か湿しつ器の案内をしているトリカ。

　まるで水を得たスライムみたいにイキイキと、トリカがお客さんに説明している。

「はいっ、この魔法加湿器は……」

『──ラウル先輩、付属品の案内はしました？』

　ラウルが飛ばしたインカムに息を吞のむ、接客中のトリカ。

『その加湿器、ケーブルがついてないマジックカーペット専用のやつです。俺、前に気づかず売っちまって失敗したことがあるから、先輩も販はん売ばい前にいちおう、お客さんに確かく認にんしといた方がいいですよ？』

『了解っ……』

　しぶしぶ頷くトリカを満足げに見やりつつ、ラウルは胸中で呟いた。

　マニュアルにはたいていのことは書いてあるけど、すべてのことが書いてあるわけじゃない。実際の仕事では、予想もしてなかったような出来事が次々に起こったりする。お客さんも、スタッフも、アイテムも、ひとつとして同じものはないんだから当然だ。

　入れたコーヒーがなぜかみんなどくけしそうの味になっちまうとんでもない初期不良コーヒーメーカーが持ち込まれたとき、対応したスタッフがお客さんにまずなんて声を掛かければいいかなんてことまでマニュアルに書けるワケがないし、もし書いてあったって、それが本当に正しいとは限らない！




　俺には、この店で働いて来た一年と半分の経験と、その間、毎日のように失敗をして、そこから学んでいった生きた知識がある。

　いくらあいつが勉強家で、いっぱい本読んで勉強してたって、マニュアルでしか仕事を知らない素人しろうとなんかに負けてたまるかよっ！




「加湿器、売れたみたいで良かったですね」

「っ……」

　接客を終えたトリカに声を掛けると、彼……いや、彼女が苦々しげに睨にらんでくる。

「っ、これくらいで、いい気にならないでよっ？」

　焦あせりのあまりラウルを演じることも忘れ、トリカが声を荒あらげた。

「いいっ⁉　ボク、まだぜんぜん本気じゃないしっ！　わざと手加減してやっただけだし！　これくらいの売上げ、ボクならすぐ、逆転してっ……」

「あっ」

　ふと声をあげるなり腕時計に目を落とし、ラウルがしれっと独りごちる。

「もうそろそろ、アレの時間ですね」

「……へ？」

　ラウルの言葉に、怪け訝げんな顔をするトリカ。

　と、店の前の通りが、にわかに騒さわがしくなった。




『ふふっ、みなさん、いよいよ来ましたよー？』

　インカムから聞こえてくる、なんだか楽しげなセアラ店長の声。

『はい、フィノちゃんとアイリさんはレジに入ってください。バイザーくんとラウルくんたちは、接客をお願いします。防犯にも気を配りつつ、ひとりでもたくさんのお客さんに当たってくださいねー？』

『はいっ！』

『はいはい、りょーかいー』

「っっっ⁉」

　即そく座ざに答えるラウルとバイザー副店長。

　そんなふたりとは対照的に、トリカは相変わらず、わけが分からないといった様子できょろきょろと周囲を見み渡わたし……。




　──次の、瞬しゆん間かん。

　店の入り口ドアが開いたかと思うと、大量のお客さんがいっせいに、店内へ流れ込んだ。




「すみませんっ、マジックライトくださいっ⁉」「このアイテム、15個欲ほしいんですけど在庫あります？」「あのっ、なにかすごいアイテムありませんかっ？　みんながびっくりするようなやつっ！」「五つになる娘むすめの土産みやげにぴったりなアイテムください！」




　──大陸中から集まった観光客たちが街にあふれる、年に一度の王都祭り。

　祭りのハイライトであるバトル・カイトが終わる午後三時を過ぎると、遠方からの観光客たちはそろそろ帰り支じ度たくを始める。

　故郷への土産や生活用品の買い出し……ラウルの故郷レクサ村のようにマジックアイテムの普ふ及きゆうが後れている地域からきた観光客たちは、この機会を逃のがすまいとこぞってマジックアイテムショップに詰つめかける。

　もちろん、業界最大手のアマダに比べればささやかなものだろうけど、お陰かげでこの日の王都店は例年、年始セールに匹ひつ敵てきする売上げが見込めるボーナスイベントなのだ。




　……そういや俺が子どもんとき、二軒隣となりに住んでたあの悪ガキも、王都祭りを見物に行った親しん戚せきから土産でもらったマジックライトをさんざん自じ慢まんしてたっけ。思わず、ラウルは感かん慨がいにふけってしまう。

　いま考えてみれば安物だったんだろうけど、スイッチを入れただけで光るアイテムに、およそマジックアイテムというものを見たことがない村の子どもたちは大興奮し、のどから触しよく手しゆが生えるくらいあいつのことを羨うらやましがったもんだ。……でも、まさか自分がこうやってマジックアイテムを売る側になるだなんて、そのときはちっとも思ってなかったな。




「えっ、あっ、は、はいっ……」

　大勢のお客さんにあたふたするトリカを見やり、ラウルは去年の自分を思い出して懐なつかしくなる。

　いくら知識があっても、これだけのお客さんを捌さばくのは新人には大変だ。身体からだで覚えた効率のいい動き方をしなきゃ、とても対応はできない。

「いらっしゃいませっ！　こちらのチラシに特価品をまとめてあります！　お土産に最適なアイテムも紹しよう介かいしてますのでご覧くださいっ！　はいっ、ご案内いたしますっ！」

　爽やかな笑顔を浮うかべ、ラウルはいきいきと、お客さんへ声を掛けた。




　　　　＊　＊　＊




「勝負、ありましたね」

　──閉店後のマジックショップ・レオン王都店の店内。

　レジ端たん末まつのマジコムで売上げ順位を確認したラウルＢの言葉に、トリカがあわてたように声をあげる。

「こ、これはっ、たまたまっ……」

「ラウルくんもラウルＢくんも、今日は本当によく、頑がん張ばりましたねー？」

　ラウルたちを見やり、にこにこしながら口を開くセアラ店長。

　ふと、ラウルに視線を移した店長が、穏おだやかに宣言した。




「売上げ対決は、ラウルＢくんの勝ち……というわけで、ラウルＢくんはいまから元通り、本物のラウルくんになります」




「も、元通りっ……⁉」

　店長の言葉を聞いたとたん、ぽかんと口を開くトリカ。

　ぱあっと表情を輝かがやかせたフィノが、ラウルに勢いよく飛びついた。

「わああっ！　さすがっ、オレ様が見込んだ本物のラウルだなっっっ！」

「なるほどね……ラウル・チェイサーにしては出来が良すぎるから、なんだかおかしいとは思ってたのよ。やっぱり、そっちの方が、いつものラウル・チェイサーだったのね」

「も、もちろんおれもっ、Ｂ君の方が本物だっていちばん最初から分かってたぞーっ？」

「みんなっ……」

　同どう僚りようたちに囲まれ、思わず声を詰まらせるラウル。

　そんな少年を見上げつつ、フィノがうれしそうに目を細めた。

「ラウル、お帰りなさいっ……オレ様、信じてたぞっ⁉」

「フィノっ……」

　……胸の奥からこみ上げる喜びを、ラウルはあらためて嚙かみしめる。

　俺、トリカに奪うばわれたこの店をっ……俺の居場所を、取り戻もどしたんだっ！

「っ……」

　──和気あいあいとラウルを囲む、王都店のスタッフたち。

　そんな彼らからひとりだけ外れ、ぽつんとたたずむラウルＡ……もといトリカが、ぎゅっと拳こぶしを握にぎりしめる。

「そこは、ボクの場所なのにっ…──」

　恨うらみがましげに吐はき捨てるなり、トリカが指輪の石へと触ふれた。

　──ぶれたラウルの輪りん郭かくの中から現れる、嫉しつ妬とに燃える紅あかい瞳ひとみ。

　銀の髪かみを怒いかりに震ふるわせ、黒衣の少女が苛いら立だたしげに叫さけんだ。

「返してなんてやらないっっっ！　キミなんてっ、死んじゃえーっっっ！！！！！」




　大きく振ふり上げられた少女の細ほそ腕うでを這はい上がる高圧魔ま力りよく。

　指先がばちばちと火花を散らし、ふくれあがった光がまばゆく輝いて。

「っ──！！！！？」

　次の瞬間、

　四天王クラスの魔力を注ぎ込まれた光球が、ラウルの胸をまっすぐに貫つらぬいた。




「っ！」「ラウル・チェイサーっっっ⁉」「ラウル君っっっ⁉」

　視界を灼やきつくす圧あつ倒とう的てきな光。

　光に吞まれた少年の姿を見失い、スタッフたちが口々に叫ぶ。




　──……やがて、じわりと光が薄うすれ。

　その中から、ひとりの少年が立ち上がった。




「──残念だったな、ニセ者……いや、トリカだっけ？」

　焼け焦こげたエプロンとワイシャツに、あらわになった魔王のペンダント。

　その下から覗のぞく青銀の鎧よろいに気づいたとたん、フィノとバイザー副店長が目を丸くする。

「それっ、あのときの勇者が着てたっ……」

「エルトの鎧っ……⁉」

　──魔人の魔法を防ぐ《勇者の鎧》。

　あっけにとられたように呟つぶやくフィノたちを尻しり目めに、セアラ店長がにっこりと、ラウルに向かって微笑ほほえみかける。

「ラウルくん、よく似合ってますよ？　……まるで、兄さんみたい」

「……ありがとうございます、店長」

　店長に軽く会え釈しやくして、ラウルは眼前の魔人、トリカへと向き直った。




　　　　＊　＊　＊




「──って、店長、あいつがニセ者だって最初から知ってたんですか⁉」

「ええ」




　──いまから数時間前の、開店前のレオン王都店店長室。

　あっけにとられて叫ぶラウルに、セアラ店長があっさりと頷うなずいてみせる。

「かわいい部下の見分けくらい、ちゃんとつきますよ？　それに……」

　言いながら、琥こ珀はく色いろの目をやさしく細める店長。

「『これまで勇者になることしか考えてなかったけど、変わりたい。お客さんを笑顔にしたい』……これが、ラウルくんの志望動機、ですよね？」

「っ……なら、どうしてっ……」

　……自分も忘れてた志望動機を、ちゃんと覚えていてくれたセアラ店長。

　思わず問い返すラウルの前で、店長が申し訳なさそうに眉まゆをひそめた。

「あの子と話してみて、そんなに悪い子じゃないとは思ったんだけど、ラウルくんと入れ替かわろうとするってことは、たぶん、目的はラウルくんに懐いてるフィノちゃんでしょう？　ラウルくんには申し訳なかったけど、あの子を野放しにするよりも、手元に置いて見張っておいた方が、安心だと思ったの」

「って、もしかして、あの毛布っ……」

　──ラウルが木の上で一晩中トリカを見張ってたあの夜、いつの間にか肩かたに掛かけられていた、なんだかいい匂においのする毛布。

　ラウルの言葉にいたずらっぽくウインクしながら、セアラ店長がふと、呟いた。

「でも、まさか魔人さん……しかも、四天王クラスだとは思わなかったわ。生身で戦うんじゃ、さすがにちょっと、荷が重いですねえ……」

「あのっ！」

　そんな店長の言葉に身を乗り出して、真しん剣けんな表情で、少年が申し出た。

「それで、店長にぜひ、お願いがあるんです──っ！」




　　　　＊　＊　＊




　──セアラ店長に頼たのみ込んで借り受けた店長の兄、勇者エルトの鎧。

　店長自身が兄のために《魔法構築》したという対魔人鎧マジツクメイルは、トリカの放った高圧魔力を完全に無効化して余よ韻いんのように淡あわく光っている。……さすがは、店長の作品だ！

　けど……自分の格好を見やり、ラウルはなんだか笑ってしまう。……まさか、勇者の鎧の上に、魔王のペンダントをつけることになるなんて。




「……ちっ！」

　対魔人鎧マジツクメイルをまとったラウルに遠えん距きよ離りからの魔法攻こう撃げきが通用しないことを悟さとったか。右腕に魔力の光をまとわせ、トリカが床ゆかを蹴けった。




　一いつ瞬しゆんにして間合いを詰つめるトリカ。

　目にもとまらぬ早さで、トリカの拳がラウルの顔に叩たたきつけられる。

　……しかし。




「っ⁉」

　あっさりとラウルに避よけられ、大きくバランスを崩くずすトリカ。

「このっっっ！」

　悔くやしげに声を荒あらげて殴なぐりかかろうとするものの、その拳は避けられ、払はらわれ、ちっともダメージを与あたえられない！




　……思ったとおりだ。激げつ昂こうして殴りかかってくる少女のデタラメな攻撃を避けつつ、ラウルは胸中で呟く。おそらく彼女はこれまで、魔法が効かない相手と戦ったことがない！




　なまじ数百メガバイルという四天王クラスの魔力を持っているためか、少女の攻撃は圧倒的に強大な魔力を前提にしており、魔人特有の優すぐれた身体能力を生かしきれていなかった。初日にラウルを倒たおしたあの一撃も、少女の純じゆん粋すいなパワーだけではなく、ラウルの身体からだに一瞬だけ魔力を流し、自由を奪った上での攻撃だったのだろう。

　魔力の差がそのまま勝敗を決める魔人同士の戦いならともかく、対魔人鎧マジツクメイルを身につけた勇者と戦うには、その身体能力を生かした肉にく弾だん戦の技術や、足場を狙ねらって相手を生き埋うめにするような、間接的に魔法を使う知恵や応用力が必要となってくる。勇者予備校の教科書には、どうせ魔法は効かないとたかをくくって油断していた勇者があっけなく魔人にやられてしまった例がいくつも紹しよう介かいされていた。

　もちろん、まったくの未経験にもかかわらず初日から売上げでラウルに勝利したトリカのことだから、頭脳だって優れてるだろう。けれども、ラウルには確信があった。……あいつはぜったい、俺以外に魔法を向けない！

　彼女はたしかに素す早ばやいけど、こちらだって動体視力には自信がある。なんたって、一日二回、レジチェックの際に１０００ゴールド紙し幣へいを何秒で数えられるかタイムアタックして日々鍛きたえてるからな！

　四天王だかなんだか知らないけど、店長に借りた鎧で千倍以上の魔力差さえ補うことが出来れば互ご角かくに戦える！　そう自分に言い聞かせ、ラウルはふっと目をすがめた。

　──集中しろっ！

「こいつめえっっっ！！！！！」

　次の、瞬間。

　殴りかかるトリカの拳を素早く避けたラウルが手を伸のばし、少女の華きや奢しやな手首をしっかりと捕とらえた。




「っ！！！！？」

　ラウルに手首を強く摑つかまれ、動どう揺ようしたように目を見開くトリカ。

「やっ、は、離はなせえっっっ！！！！！」

　あわてたようにもう片方の手に魔力をまとわせてラウルの鎧を叩くが、本来ならば地に大穴をうがつような高圧魔法は勇者の鎧の表面で弾はじけ、あっけなく散ってしまう。

「っ、このっ！　このっ！　どうしてっ⁉　なんでボクの魔法が効かないんだよっ⁉　ボクっ、すっごく強いのにっ、魔法が通じないなんてっ、こんなの卑ひ怯きようだようっっっ！」

　半泣きになりながら、ラウルの鎧を素手で叩くトリカ。

　やがて、すっかり大人しくなった少女が、覚かく悟ごを決めたように言い放った。

「この卑怯者っ……くそっ、ボクの負けだっ！　さあっ、殺せっ！」




　腕を摑まれたままぎりぎりと睨ねめつけてくるトリカに、ラウルが小さく嘆たん息そくする。

「……お前、やっぱり、最後まで俺以外には魔法を向けなかったな」

「っ……」

「俺以外のみんなは対魔人鎧マジツクメイルなんて着てないし、誰だれかひとりでも人質にすれば……いや、そんなことしなくたって、お前の魔法なら店の半分くらいカンタンに吹ふき飛ばして、俺を生き埋めにすることだって出来たのにさ」

「だ、だってっ、それはっ……」

　ラウルの言葉に、気まずげに目を逸そらすトリカ。

　そんな少女を見下ろしつつ、ラウルが口を言い放った。




「『なにがあってもお客さんを守ること』『商品を大切に扱あつかうこと』『従業員は仲良くすること』……どれもうちの店のマニュアルに書いてある、基本中の基本だもんな」

「っ……」




　ラウルの指し摘てきに、悔しげにくちびるを嚙かみしめる少女。

　肯こう定ていも否定もせずに黙だまり込むトリカを見やり、ラウルはセアラ店長の言葉を思い出す。

　──『あの子と話してみて、そんなに悪い子じゃないとは思ったんだけど……』




「……お前さ、なんで、あんなに接客、頑がん張ばってたんだよ」

「っ……」

　ラウルの問いに紅あかい目を丸くし、ややあって、ぶっきらぼうに口を開く。

「そんなのっ、キミにうまく化けてフィノさんを信用させて、《血星石》手に入れて魔王になるために、決まってるだろっ？」

「でも、単に俺に化けるためだけなら、あそこまで頑張る必要ないだろ？　入れ替わったあともマニュアル読んで練習したり、本だって何冊も読んで勉強してっ……」

「だってっ、《キャク》なんて、本に書いてあったとおりにするだけであっさり騙だまされて笑顔になるんだから、ボクの思い通りに転がしてやろうって思っただけだしっ……」

「でも、お前、お客さんにお礼言われて、すっごくうれしそうな顔してたよな」

「そ、それはっ……」

　ラウルの言葉に、ぐっと詰まって……。

　ややあって、トリカがおずおずと、口を開いた。




「ボク、前の魔ま王おう……フィノさんの父さんが死んでからずっと、タイクツしてたんだ。魔人ってさ、生まれつき持ってる魔力が大きければ、なんでも思い通りになるんだ。でも、そういうの、なんか飽あきちゃって。だから、魔王になったらちょっとはオモシロくなるんじゃないかって思って、オジサンからマニュアルやキミの映像もらって……」

「おじさん……？」

　思わず聞き返すラウル。しかし、トリカは構わず話し続ける。

「それで、キミと入れ替わるための勉強始めたんだけど、なんか、新しん鮮せんっていうか……魔人や魔物を倒すのよりオモシロかったし、そのうち、ラウル・チェイサーになってお店に行くのが楽しみになってきちゃって、実際に《セッキャク》したら、マニュアルとか本には載のってなかったことがいろいろあってっ、そういうのがまた、オモシロくって……」

「っ……」

「なのにキミがっ……どっちかひとつでもくれればいいのに、《支配の血星石ブラツドストーン》も、ボクが手に入れたキミの名前も両方持ってっちゃうからっ……！　魔王になれないのにっ、このお店も出なくちゃいけなくなったら、ボク、これからどうすればいいんだよっ……？」

「……って」

　摑んだままだったトリカの腕うでをそっと放すラウル。しかし、自由になった少女はもう、抵てい抗こうすることもない。

　なんだかすっかりしおらしくなってしまった魔人の少女を見やり、ラウルはあきれたように目をすがめた。

「……お前さ、この店にいたいなら、バイトにでも応おう募ぼしてくればいいじゃねえか。なにも、わざわざ俺と入れ替かわらなくたっていいんだぞ」

「えっ」

　ラウルの言葉に、紅い目をまん丸くするトリカ。

　ややあって、少女はなんだか戸と惑まどうみたいに呟つぶやく。

「でも、ボク、キミらを騙してっ……」

「トリカのラウル、すっごくカッコよかったぞっっっ！」

「ええ。落ち着いてたし、お客さんも喜んでたし、あなたなら、いい店員になりそう」

「昨日の売上げとか、新人ってレベルじゃなかったし、ヘタしたらラウル君より数倍有望なんじゃないかい？」
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「って、副店長っ、シャレになりませんからっ、それっっっ！」

「──店長っ……」

　真っ赤な瞳ひとみに不安げな色を浮うかべ、ためらいがちに店長を見やるトリカ。

　そんな少女を安心させるように微笑ほほえみかけ、セアラ店長がトリカに手を差さし伸べた。

「あなた、トリカちゃんって言うのね。……どう？　うちのお店に、来ませんか？」

「っ…………」

　紅い目をまぶしそうに細め、差し出された手のひらを見つめるトリカ。

　やがて、決意したように、少女がおずおずと手を伸ばす。

　──けれども。




　店長の手に触ふれる寸前に、ぴたりと止まる白い指先。

　トリカのくちびるから、声にならない呻うめき声が洩もれた。




「っっっ！！！！？」

　少女が薬指に嵌はめていた指輪。そこに光っていた紅い宝石は、いつの間にか幾いく本ほんもの鋭するどい爪つめへと姿を変え、トリカの心臓をまっすぐに貫つらぬいていて。




　その胸を真しん紅くに染め、糸が切れた人形みたいにあっけなく崩れ落ちるトリカの身体。

　とつぜんのことに言葉を失うラウルたちの耳に、ふと、硬かたい靴くつ音おとが聞こえた。




「やれやれ、使えない魔人ですねえ……」




　バックヤードから悠ゆう々ゆうと入ってきたのは、黒くろ縁ぶち眼鏡を掛かけたいかにも有能そうなサラリーマン風の男。飛ひ竜りゆうの革かわで作られたアタッシュ・ケースを抱かかえ、上等のスーツに包まれた腰こしに、その格好に似つかわしくない一ひと振ふりの刀を下げている。

「強大な魔力と、幼よう稚ちな性格。魔王にすれば便利かと焚たきつけてみたのですが、どうやら、見込み違ちがいだったようですね。まさか、魔王の地位より、こんな店を選ぶとは……」

　手にした小さなスイッチらしきもの……トリカの胸を貫いた指輪と同じ真紅の石が嵌まったそれをふところへしまいつつ、床ゆかへ倒れた少女を一いち瞥べつしながら残念そうに呟く男。

　見覚えのあるその顔に、ラウルがきっと目をすがめた。

「お前はっ……」

「おや、これはこれは、失礼しました」

　昨日、ラウルがアマダですれ違った男……。

　かつて高名な勇者だったその男は、ラウルたちの前でにこにこと愛あい想そ良く頭を下げる。

「どーも、わたくしはインペリアル社専務取とり締しまり役やく、アーウィン・デイルです。本日は、契けい約やくの確かく認にんにおうかがいしました」







「アーウィン・デイルってっ……」

「っ……！」

　憶おぼえのある名に息を吞のむ元勇者志望のアイリ。ラウルがぎりりと奥歯を嚙む。

　──《太刀の勇者》アーウィン・デイル。

　憧あこがれの勇者との一日ぶりの再会。しかし、今度は胸を躍おどらせるどころか、ラウルは憎にくしみを込こめたまなざしでそいつを睨にらみつける。

　くそっ、こいつもっ……！　悔くやしさに、ラウルは歯ぎしりした。

　いまだ高い人気を誇ほこるこの勇者の正体もまた、勇者制度を守るために魔王保護の協定を結び、未練がましく魔王を復活させようとしてるあの、腐くされ勇者たちの残党っ……！

　反射的に身構えるラウルたち。

　そんな部下たちを片腕で制し、セアラ店長がすっと、前に出た。

「初めまして。わたしはレオン王都店店長セアラ・オーガストです。……契約とは、いったい、なんの話でしょうか？」

　慇いん懃ぎん無礼な店長の挨あい拶さつに、アーウィンがにっこりと笑う。

「いえいえ、申しわけない。わたくしどものクライアントは王都店さんではなく、そちらの……先代魔王のお嬢じよう様さまです。彼女の父の代理人と交かわした契約を、今回、彼女に果たしていただこうと思いまして」

「親父おやじの代理人との契約っ？」

　店長の後ろで声をあげるフィノ。

　アタッシュ・ケースを開いたアーウィンが、中から分厚い書類を取り出した。

「『──事故、災害、病死、老ろう衰すいまたはそれ以外によって魔王が退位した場合、甲こうは速すみやかに次の魔王を立てること。これが果たされない場合、次期魔王の選せん択たく権けんは乙おつに委ゆだねられ、甲は乙に《支配の血星石ブラツドストーン》を渡わたさねばならない』……」

　にこにこと人の良い笑みを浮かべたまま書類を読み、アーウィンが顔を上げた。

「ご存じの通り、先代魔王の死からもうすぐ三年が経たちますが、魔王の座はいまだ空位となっています。すなわち、フィノさまはこちらの契約に基づき、自らが魔王になるか、わたくしどもに速やかに、そちらの《支配の血星石》を渡さねばならないのです」

「イヤだっっっ！！！！！」




　アーウィンの言葉を聞いたとたん、ぶんぶんと首を振ふるフィノ。

　ペンダントを首にさげたラウルをかばうように手を広げ、フィノが叫さけぶ。

「オレ様は魔王にはならないし、ペンダントも渡さないっ！　親父みたいな魔王は、もういちゃいけないんだっ！」

　強い意志を込めたまなざしでアーウィンを睨むフィノ。

　そんなフィノを横目で見やり、セアラ店長が口を開いた。

「フィノちゃんは、わたしの部下です。あなたがたの好きには、させません！」

　琥こ珀はく色いろの目をすがめ、エプロンのポケットへ手を伸のばす店長。

　──けれども。

　不意に宙を走る白い光の軌き跡せき。

　はっと息を吞むラウルたちの目の前で栗くり色いろの髪かみがふわりと広がり、魔法計算器マジツクカルクを握にぎりしめた店長の身体からだが、床の上に崩くずれ落ちた。

「──ご安心ください、峰みね打うちです」

　目にもとまらぬ早さで抜ぬき放った《刀》を鞘さやへ納めつつ、アーウィンがにっこりと笑う。

「まあ、先代魔王を倒たおしてしまったセアラさんには、いろいろと含ふくむところもありますが……先に彼女の兄に手を出したのはこちらですし、わたくしどもの責任もありますしね」

「っ……！」

「てめえっっっ！！！！！」

　──セアラ店長が魔王を倒すきっかけになった、勇者たちによる勇者エルトの殺害事件。こいつらが店長の兄さんをっ……俺が着てるこの鎧よろいの持ち主だった勇者を殺したのか！

　その言葉を聞いた瞬しゆん間かん激げつ昂こうし、アーウィンへ飛びかかるラウルと副店長。なんとしてでも、この手で殴なぐってやらなきゃ気が済まないっ！

　爪が食い込んだ皮ひ膚ふが裂さけて血が滲にじむほど強く握りしめた拳こぶしを、目の前で笑う男の顔に打ち込もうとした瞬間。

　──ラウルの身体から、ふっと力が抜けた。




「っっっ⁉」

　まるで妙みような薬でも飲まされたかのように床へと落ちる身体。ラウルや副店長だけでなく、視界の端はしでアイリやフィノまでもが同じように倒れていく。

　床に放り出された手足は鉛なまりを流し込まれたかのように重く、まるで、自分のものではなくなってしまったみたいに脱だつ力りよくして動かない。……っ、どういうことだっ⁉

　床に転がるラウルたちを見下ろし、マジカルＩＣレコーダーによく似た黒いアイテムを手にしたアーウィンが微笑みを浮かべた。

「《麻痺放射器パラライズ・ブレツサー》──魔ま界かいに生息するパラライズドラゴンの竜器官の《生体構文バイオ・プログラム》を元に、子会社のアマダと共同開発しました。スイッチを入れるだけで、キャンセラーを身につけていない有ゆう効こう圏けん内ないの生物すべてを行動不能に出来るアイテムです。便利でしょう？」

　まるで新商品を売り込む営業マンのような口調で説明しつつ、アーウィンがラウルの前にひざまずく。

「──さて、《支配の血星石》を、戴いただきましょうか？」

　ラウルの胸に下げられた魔ま王おうのペンダントへと伸びるアーウィンの手。

　くそっ……！

　全身の力を振り絞しぼったラウルが僅わずかに身じろぎし、かばうように《石》を抱え込んだ。

「誰だれがっ、お前らなんかにっ……魔王を復活させられてっ……たまるかよっ……！」

「……強ごう情じようですねえ」

　そんなラウルを見下ろし、あきれたように呟くアーウィン。

　次の瞬間、男の革かわ靴ぐつの先が、ラウルの腹を思い切り蹴けりつけた。

「ぐっっっ！」

「ラウルっっっ！！！！！」

　アーウィンの向こうから、フィノの叫び声。

　苦しげに呻くラウルの腕うでから《血星石》が転がり落ち、《麻痺放射器パラライズ・ブレツサー》を握りしめたアーウィンがにこにこしながら、ふたたび、ラウルへ手を伸ばす。

「大人しくしていれば、痛い目に遭あわずに済んだものを……」

　くそっ……！　悔しさに身を震ふるわせるラウルの目の前で、アーウィンの指先が《血星石》を握りしめた。

《石》を奪うばわれたら、また、こいつらの思い通りに、新しい魔王がっ……！




　──『こいつは、いろんな願いごとを叶かなえてくれるんだ』

　不意にラウルの脳のう裏りに浮かぶフィノの言葉。

　祈るようなまなざしで、ラウルはアーウィンが持って行こうとしている《血星石》を睨みつける。──頼たのむ、俺の身体っ、動いてくれっ！

　ラウルがそう念じた、次の瞬間。

　少年の視界を、まばゆい光が包み込んだ。




「～っっっ！！！！？」

　小さな音を立てて売り場の床へ落ちる《麻痺放射器パラライズ・ブレツサー》。

　どこからともなく飛んできた光球に片手を灼やかれ、悲鳴をあげて手を押さえるアーウィン……そんな男をあざ笑うみたいに、少し苦しげな少女の声が聞こえた。

「っ……いい気味だねっ？」

「トリカっ⁉」

　動どう揺ようするアーウィンの向こう側。指輪の石に胸を貫つらぬかれたはずのトリカが紅あかい目を開き、荒あらい息の下で生意気な笑えみを浮うかべている。

「お前っ、生きてたのかよっ⁉」

「バカにっ……しないでよねっ？　ボクは四天王だよっ？　これくらいじゃっ、死なないんだからっ……」

　胸の傷を押さえつつ、笑い顔をつくってみせるトリカ。

　身体が自由になっていることに気づくなり、ラウルが声をあげた。

「『オールＡ』っ、トリカの手当を頼むっ！　副店長は、店長をお願いしますっ！」

「了りよう解かいっ！」

「ああ、任せろー！」

　口々に返事をする同どう僚りようたち。

　と、苦々しげに舌打ちしたアーウィンが、我に返ったようにきびすを返した。

「っ！」

《血星石》を手にバックヤードへ逃にげるアーウィン。とっさに追いかけようとするが、さっきまで麻ま痺ひしてたラウルの身体は思うように動かず……くそっ、間に合わないっ！

「ラウルっ、オレ様に任せろっ！」

　とつぜん売り場に響ひびくフィノの声。

　思わず顔を向けたラウルの視界の中、そばにあった真っ赤な掃そう除じ機きを抱かかえたフィノが、アーウィンにノズルを向けてスイッチを押した。

「っ！！！！？」

　店を震わすような轟ごう音おん。

　周囲の空気……いや、光までもが、フィノが手にしたノズルの先へ吸い寄せられていく。

　あっけにとられるラウルたちの前で、いまにも逃げようとしていたアーウィンの身体が、ずるずると後ろにさがった。

「これが魔王の世よ継つぎの魔力っ……！　って、レベル、違ちがいすぎっ……！」

　空間さえ歪ゆがめるような強大な魔力にぽかんとするトリカの前で、フィノが高らかに笑う。

「ふはははははははははははっっっ！　これでおしまいだっっっ！！！！！」

「くっ！」

　なすすべもなく掃除機に吸い寄せられつつ、腰こしの刀へ手を伸ばすアーウィン。

　次の瞬間、きらりと一いつ閃せんしたアーウィンの刀が、いまにも自分を吸い込まんとしていたフィノの掃除機を一刀両断した。

「わっっっ⁉」

　まっぷたつになった掃除機を手にあわてるフィノ。

　そんな少女をかばうように、ラウルがアーウィンの前に立ちはだかる。

「──《起動ブート》っ！」




　売り場のワゴンから取りあげたひとふり４８００Ｇの安物剣けんに《魔法回路サーキツト》を走らせ、強いまなざしでアーウィンを睨むラウル。

「《血星石》を返せ！　それは、フィノのものだっ！」

　そんな少年の前でふっと笑いつつ、アーウィンが刀を構えた。

「……欲ほしいなら、腕うで尽ずくで取り返してはどうですか？」

「っ⁉」

　刹せつ那な、目にもとまらぬ早さで走るアーウィンの刀。

　特売剣の刃はは最大出力の魔法で強化されていたにもかかわらず両断され、アーウィンの切っ先がかすめた鎧の胸むな元もとに傷が走る。……ちっ、店長の鎧に傷、つけちまった！

　さすがは、オリハルコンさえ切きり裂くアーウィンの刀。目の前の元勇者を睨み、ラウルはぶるりと震えた。くそっ、いったい、どうすればっ……っ！

　必死に考えをめぐらせつつ、アーウィンを見やったラウルはふと、昨日の件を思い出す。

　アマダの天てん井じようから落ちてきた巨きよ大だいな照明に《魔法回路サーキツト》を走らせ、瞬時にその重さを相そう殺さいして……とっさに、無我夢中でやったあの行動。もしかしたらっ……！

「──《出力上昇レイズ》っ！」

　折れた剣にふたたび魔力を注ぎ、アーウィンへ向かうラウル。

　アーウィンの刀が一閃し、ラウルの剣にぶつかる……いまだっ！

　インパクトの瞬間に手首をひねり、アーウィンの刀と自分の剣を重ねるラウル。

　刃を重ね、わずかな間だけ一体となった自分の剣とアーウィンの刀に、ラウルが新たな《魔法回路サーキツト》を走らせた！

「なっ……⁉」

　ラウルの《魔法回路サーキツト》に打ち消され、強度を失うアーウィンの刀。

　真っ二つに折れた刀身が飛び、床ゆかへと突つき刺ささる。……って！

「俺のカタナをっっっ！」

　激げき昂こうしたように、折れた刀をラウルに突き刺そうとするアーウィン。

　集中力を使い果たして反応が遅おくれたラウルの胸に、鋭するどい刃が迫せまる！

「──っ……！」

　──ラウルが覚かく悟ごを決めた瞬間、なんだか、鈍にぶい音が響き。

　息を吞のむラウルの目の前で、アーウィンの身体からだがずるずると崩くずれ落ちて。




「ほら、ラウルっ！　やっぱりこれ、振ふり回して戦うのに最適だろっ⁉」




　半分になった掃除機でアーウィンを殴り倒したフィノが、ノズルを抱えたままで思いきり胸を張った。







　「エピローグ」







「おはようございまー……」

「「「⁉」」」




　ラウルがバックヤードに足を踏ふみ入れた瞬しゆん間かん、楽しげに雑談していた五人が、驚おどろいたように顔を向けてくる。

　セアラ店長に、バイザー副店長。フィノにアイリにラウル・チェイサー……

　……って！




「おいっ！　お前っ、なにまた俺に化けてるんだよっっっ⁉」

「いやあ、ゴメンゴメン。みんな、ホントにボクとキミの見分けがついてるのかなあって、ちょっと思ってさ」

　思わず声を荒げると、目の前のラウル……トリカがあっけらかんと笑った。

　瞬間、大きくぶれたラウルの輪りん郭かくの奥から現れる少女の姿。

　ショートの銀ぎん髪ぱつに、楽しげに輝かがやく紅あかい瞳ひとみ。レースとフリルがたっぷりあしらわれたかわいらしい服を着て、トリカがいかにもご機き嫌げんそうに微笑ほほえむ。

「……お前な、いくらなんでも、もう、みんな騙だまされるハズないだろっ？」

　あきれ顔でラウルが呟つぶやくと、セアラ店長が琥こ珀はく色いろの目を丸くした。

「あら、ラウルくんじゃなくてトリカちゃんだったの。気づかなかったわ？」

「て、店長っっっ！！！！？」

「ふふっ、冗じよう談だんですよ、冗談」

　あわてて叫さけんだラウルにいたずらっぽくウインクし、店長がトリカへ視線を向ける。

「トリカちゃんのラウルくんは、本物のラウルくんより優等生な雰ふん囲い気きですよね」

「本物のラウル・チェイサーより余よ裕ゆうがあるっていうか、カッコいいっていうか」

「トリカのラウル、いい匂においするし、いつもより大人な感じがするっ！」

「って、なんかそれ、こいつの方が有能っぽく聞こえるんだけどっ⁉」

「そんなの当たり前だよ」

　女性陣じんの評価に思わず声をあげるラウルの前で、トリカがふんと鼻を鳴らした。

「ボクがマネするからには、本物よりさらに上じゃなきゃね。それに、本物さんみたいにぎゃあぎゃあ騒さわぎながらツッコんだりするなんて、恥はずかしくて出来ないしさ。ボクにだって、プライドってのがあるんだよ？」

「ぐっ……」

　完全に上から目線のトリカにぐっと言葉に詰つまるラウル。

　……と。不意に、誰だれかがぽんとラウルの肩かたを叩たたいた

「……ラウル君。もちろんおれも、ひとめ見た瞬間にニセ者だって気づいてたぞー……？　いや、むしろもう、見る前から気づいてたっていうか……」

「……すみません。なんか、俺の中で副店長株がストップ安なんですけど」

　相変わらず態度に真しん剣けんみのない上司に半眼になるラウル。

　その隣となりでフィノがふと、「でも」と口を開いた。

「オレ様、トリカと一いつ緒しよに働きたかったなっ……」

「っ…………」

「ゴメンなさいね、トリカちゃん」

　黙だまり込むトリカを見やり、セアラ店長が申し訳なさそうに首を振る。

「うちのお店、いま、予算が厳しくって……トリカちゃんが希望するフルタイムのシフト、雑給の関係で入れられなかったの」

「ま、仕方ないよ。アルバイトっての、ムジンゾウには増やせないんでしょ？」

　店長の言葉に、トリカは「気にしてないよ」とでも言わんばかりに肩をすくめた。

「ボクだって、どーせ働くなら一日二時間ぽっちじゃイヤだし、たった三日間働いてただけのこの店にも仲間にも、たいした思い入れもないしね？」

「でも、いくらフルタイムがいいからって、よりによってアマダに行くとはなー……」

　トリカを見やり、副店長が困ったように頭を搔かく。

「こないだうちに来た腐くされ勇者、ケーサツにつきだしてやったけど、あれ、アマダの親会社から来たんだろー？　トリカ君、あそこで大だい丈じよう夫ぶかー……」

「バイザーくんとわたしで直したあの変装指輪もあるし、カッちゃん……カレンさんが、トリカちゃんの正体はちゃんと守ってくれるって、約束してくれたから」

「ま、向こうのお店もけっこうオモシロいし、タイクツしないよ？　あっちの人たちも、ちょっとボクがニコニコしてるだけでみーんな話しかけてくれるし、タンジュンだよね」

　ぶっきらぼうな口調で言いつつ、なんだかうれしそうな顔をするトリカ。

　しかし、ふと真顔になった少女が、ラウルたちの顔をぐるりと見み渡わたした。

「でも……アマダで働くことにはなったけど、ここにはこうやって、ときどき遊びにきてもいいんだよね？」

　紅い瞳に不安の色を浮うかべて訊たずねるトリカに、セアラ店長がにっこりと微笑みかける。

「ええ、もちろんですよ？」

「……って、なんだよ、たいした思い入れないって言ってたくせに」

「だから、思い入れなんてないって！」

　ラウルが半眼で呟くと、トリカが不ふ機き嫌げんそうに鼻を鳴らした。

「アマダの方がここより大きいし、きれいだし、楽しいし、ボクはただ、キミらが寂さみしがると思っただけだし。……それに、本物さんとの決着もまだ、ついてないしね？」

「って、お前、俺に負けたじゃないか」

「なに言ってんのさ。最初はボクが勝ったんだから一勝一敗で引き分けでしょ？　まったく、都合の悪いことはすぐ忘れちゃうんだから参っちゃうね」

「っ……素すのお前、マジで生意気だなっ……また俺の皮かぶって優等生っぽくしてた方が、お客さんにも人気出るんじゃねえの？」

「やめてよ。どーしてボクがまたキミなんかのマネしなきゃいけないの？　キミの残念な顔じゃみすみす売上げ落とすようなものじゃん」

　あっけらかんと言いながら、トリカが目をすがめた。

「……それに、キミの姿じゃ、カワイイ服も着れないしね。キミのカッコしてる間はレースもフリルもついてない服ばっかりで、けっこうキツかったんだから」

　言いながら、ふわり、とスカートを持ち上げてみせるトリカ。中性的な美び貌ぼうも相まって、まるで人形みたいにかわいらしい。

　……ていうか、こいつ、男みたいな口調のくせに、こういうのが趣しゆ味みなのかよ。そういや、俺の部屋に落ちてたパンツも、リボンがついたカワイイやつで……って！

「いくらかわいい服着たって、中身がそれじゃ……っ⁉」

　ラウルが呟いたとたん、目の前でばちっと弾はじける火花。

　指先に高圧魔ま力りよくをまとわせ、トリカが不機嫌そうに鼻を鳴らす。

「……ま、たしかにキミ、ちょっとは強いみたいだけど。でも、実力ではだんぜんボクの方が上なんだから、あんまりチョーシに乗らないでよね？」

「くっ……この四天王、退治してえっ……」

　素直すぎて感情ダダ漏もれなフィノとは対照的に、素直じゃなさすぎて生意気なトリカ。

　同じ魔人ながらずいぶん違ちがうっていうか……でも、こいつも、こんな軽口たたいてるくせに、仕事に対してはすごく一いつ生しよう懸けん命めいで真ま面じ目めな、いいヤツなんだよな。

「ホント、ニンゲンなんて、たいしたことないんだからさ」

　つんとした顔で腕うでを組むトリカを見やり、つい、表情をゆるめてしまうラウル。

　そんな少年の前でセアラ店長がふと、思い出したように口を開いた。

「そういえばラウルくん、フィノちゃんの正社員登用試験の準備、ちゃんと進んでる？」

「って、やべっ、忘れてたっっっ！！！！！！」

　店長の指し摘てきに、ラウルはあわてて声をあげる。そういや、今回のはた迷めい惑わくなニセ者の騒そう動どうのせいで、店長に仰おおせつかった大事な使命をすっかり失念してた！

　ここ三日の空白のお陰かげで、フィノの特訓は予定を大おお幅はばに遅れてる。だいたい、まだ敬語も怪あやしいってのに、このままのペースじゃとても試験に間に合わないっ……！

「フィノ、今日から、みっちり特訓だからなっ！」

「うんっ！」

　ラウルの言葉に、瞳をきらきらさせながら頷うなずくフィノ。

「オレ様も頑がん張ばるっ！　見てろよ、ラウル！　オレ様、ぜったい正社員になって、すぐにラウルに追いついてやるんだからなっ⁉」




　とびきりの笑顔でラウルを見上げ、フィノが自信たっぷりに言い放った。







　あとがき







　というわけで七巻です！　ヒーローもののお約束、ニセ者登場回です！　いやまあヒーローものじゃないですけど。ハイテンション接せつ客きやく小こ売うり業ぎようファンタジーですけど。なんか前巻で見事覚かく醒せいを果たした主人公（注：勇しぶにおける覚醒はピンチの時ヒロインがいやーっと叫さけんだ瞬しゆん間かんボーンみたいな例のアレだけじゃなく仕事や人生に対するものも含ふくまれます）が「この店が俺の居い場ば所しよなんだ……っ！」みたいなこと言いながらキラキラしてたのでさっそくその俺の居場所とやらを取りあげてみた次し第だいです。い、いや、持ち上げて落とすのは作劇の基本なのでべつに作者の性格が悪いとかそういうんじゃないですよまじでまじで左さ京きようなにも悪くない。ニセ者の登場によってこれまでの自分を客きやつ観かん的てきに見られるようになった少年はまたひとつ成長するのです。まあ相変わらず主人公の成長ベクトルがライトノベル的におかしい気がしますがそこは接客小売業ファンタジーなのでひとつ。今後もし主人公が新しい必殺技わざを覚えるとしたら「ラウルソニック・マネー・チェッキング」とか「ナイトメア・オブ・オーバーワーク」とかになるんじゃないですかねイヤだなそんな技名叫びながら働く店員。それではアニメともども「勇しぶ」をよろしくお願いします！










勇ゆう者しやになれなかった俺おれは

しぶしぶ就しゆう職しよくを決けつ意いしました。７








左さ京きよう　潤じゆん
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